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　プロローグ






　コツコツと、乾かわいた靴くつ音おとが響ひびいた。

　地上の喧けん騒そうから解とき放たれ、ただ静せい寂じやくのみが支し配はいするその階かい段だんでは、たとえ姿すがたが見えずともその靴音だけで来客を知ることができる。

　階段の先にある小さな店の主は、長年の経けい験けんからその靴音だけでその客が誰だれかを悟さとった。

「いらっしゃいませ」

　グラスを拭ふく手を止め、マスターは来客に挨あい拶さつをする。

「どうも」

　来客の青年は、軽く右手を挙げた。

　その手にはシルバーリングが光り、彼の纏まとう黒ずくめの服をいっそう際きわ立だたせている。

　しかし、彼を彩いろどるのは指輪だけでなく、同じく銀のピアスやネックレス、腕うで輪わも同様だ。

　漆しつ黒こくの衣の中に銀の煌きらめきを纏う彼の名は──月つく詠よみ述のべる。

「お顔を拝はい見けんするのは、久ひさしぶりですね」

　初老のマスターは、そう言って席を勧すすめた。

　きちんと撫なで付けられた髪かみだけでなく、貫かん禄ろくを漂ただよわせる口くち髭ひげも白一色だが、それでも老いた印象は感じない。小さいながらも洒落しやれた造つくりの店同様、己おのれ自身も摂せつ生せいが行き届とどいているのだろう。柔にゆう和わで人を安心させる顔は、数十年この職しよく種しゆに従じゆう事じしてきた風ふう格かくが漂っている。

「ここのところ、忙いそがしくてね。でも、やはりここに来ないと落ち着かない」

　述は微び笑しようし、指定席であるマスターと真正面のストゥールに腰こし掛かけた。もっとも、席はそもそもカウンター席のみだけで、それも十席程てい度どしかない。しかも、今日は他ほかに客がおらず、述の貸かし切きり状じよう態たいだ。

　ＢＡＲ「ＰＨＡＮＴＯＭ」──眼がん前ぜんのマスターがただ一人で切り盛もりするこの店は、彼の行きつけの店であり、向こうもまた彼を良き常じよう連れん客として扱あつかってくれていた。

「あなたがいらっしゃらないと、店が寂さびしくていけません」

「そうかい？　世の中、見る目のない人間が多いね。うまい酒を飲ませる店は山ほどあるが、うまい酒をおいしく飲める店は、僕ぼくの知る限かぎりここだけだ」

「それはどうも。ご注文は、いつもので？」

「ああ。お願いするよ」

　聞き慣なれた注文を受け、マスターはドライジンとベルモットをミキシングラスに注そそぎ、ステアを始めた。流れるような手つきには、無む駄だ一つない。特にアクロバティックな技わざを駆く使しするわけではないが、彼ほどの腕前になれば、当たり前の動きで客を魅み了りようすることができる。

　基き本ほんに忠ちゆう実じつに振る舞まい、王道を貫つらぬく。

　そうした姿し勢せいから作り出されたカクテルは、それもまた王の名を冠かんする酒だった。

「どうぞ」

　厳おごそかに差し出されたのは、カクテルの王様と呼よばれるマティーニ。

　述は優ゆう雅がな手つきでそれを口元へ運んだ。

　液えき体たいが口こう腔こうに流れ込こみ、全身に染しみ渡わたる。天上の甘かん露ろを口にしたように顔を綻ほころばせ、彼は小さく息を吐はいた。

「……生き返るね。この一いつ杯ぱいのために生きてるのかもしれない」

「恐おそれ入ります」

　毎回繰くり返されるやりとりだが、どちらも微笑を絶たやさず、互たがいの会話を楽しんでいる。ここはそういう店であり、だからこそ述も足しげく訪おとずれるのだ。

「ここはいつも静かでいいね。落ち着くし、集中できる」

「それはどうも。ですが、若わかい方は多少音があった方がよいのでは？　音楽でも流した方がいいのか、時々考えさせられます」

　少し眉まゆ根ねを寄よせたマスターに、述は空になったグラスを軽く回して見せた。

「ピアノでもあれば、弾ひき語りをしてもいいよ。楽器は大体弾けるしね」

「機会があれば、是ぜ非ひお願い致いたしましょう。お次は何を？」

「そうだな……お任まかせで」

「かしこまりました」

　素す早ばやい手つきで、マスターは次の酒を差し出す。

　サイドカー。

　ブランデーベースの甘口で飲みやすいカクテルだが、述の好みとは少々合わない。辛から口くちの酒を好む述は、先ほどのマティーニも辛口のドライ・マティーニを頼たのむことが通例となっているので、まず自分で頼むことはない一品だ。

「どうも。で……これを選んだわけは？」

「さて、特には。ただ、少々お疲つかれとお見受けしましたので」

「へえ……どんなことで？」

「私の店に来られる方は、大たい抵てい人間関係によるものですね」

　内心を見み透すかしたような口ぶりに、述は苦く笑しようした。マスターのものは長年の経けい験けんと職業柄がらだろうが、彼もまた自分と同類には違ちがいない。

「鋭するどいねえ。ま、僕も色々とね」

「お一人で楽しまれるのも結けつ構こうですが、たまにはお連れ様といらっしゃったらいかがです？」

「うーん……友達はいるんだけどね。でも、大の甘あま党とうで下げ戸こなんだ。あとは、弟ぐらいかな。ところが、彼は未成年ときた」

「それは残念ですね。では、恋こい人びとの方などは如何いかがでしょう？」

　恋人、という言葉に、述の顔に翳かげが差した。ごくわずかな時間ではあったが、その顔はとても哀かなしく、とても切なく、とても昏くらかった。しばらくして口から出た言葉も、また薄はく氷ひようを思わせる冷たく儚はかない言葉だ。

「……いないよ。もう……いないんだ」

「失礼しました」

　丁てい重ねいに頭を下げるマスターに、述は寂しげに笑った。

「いいんだよ。昔の話さ。それに……恋人じゃない。そもそも恋だったのかな、あれは」

「思い出に残り、思い返すたびに胸むねが締しめつけられるなら──あるいは」

　マスターの言葉にも寂せき寥りようがこもった。彼もまた、若き日に身を焦がすような恋をした記き憶おくがあるのだろうか。

　だが、述の胸の中にあるそれは、彼のものよりはるかに切ない遠い日の物語だ。普ふ段だんならけして語られないそれは、今信しん頼らいに足る相手と酒の魔ま力りよくによって、その断だん片ぺんを晒さらしている。

「僕は何も出来なかった。結局、何もしてあげられなかったんだ。でも……彼女は笑ってた。何な故ぜなんだ？」

　譫うわ言ごとのように呟つぶやき、空になったグラスを見つめた。マスターは黙ってまたマティーニを、しかも最初のときより辛口のものを作って差し出した。真のバーテンダーは悪わる酔よいはさせないが、飲ますべきときは心得ている。眼がん前ぜんの客には、まだ酒が必要だ。たとえそれが一時の幻まぼろしであり、酒が見せる偽いつわりの姿すがただとしても、思い出の中の人物に会うにはそれしかない。

　カクテルを口に運ぶ述の視し界かいに、見えるはずのない遠い日の光景が映うつった。

　ちょうど弟の年とし頃ごろの自分が座すわっている。

　その横に、彼女がいた。

　細身で小さな体、黒い髪かみ。

　儚げな笑え顔がおは自分に向けられている。

　だが、僕は何をしてやれた？

　一いつ瞬しゆん苦しげに顔を歪ゆがめ、述は酒を飲み干ほした。

　マスターはあえて何も言わず、ただ和なごやかにただ一人の客をもてなした。

　やがて述は深酔いする前に席を立ち、いつものように代金を払はらおうとした。そのとき、マスターは彼に一冊さつの本を差し出してきた。

「これは？」

「預あずかり物です。担当編集の方が来られて、あなたが来たら渡わたしてくれと。あと、仕事をしろと」

「おやおや、ささやかな隠かくれ家も見つかってしまったか。伊い佐さ坂さか先生の気持ちがわかってきたよ」

　苦笑しながら軽口を叩たたく。

　追憶の時間は終わり、味気ない現げん実じつが鎌かま首くびをもたげてきた。だが、その現実は変えられない過去よりもある意味では衝撃だった。

　本を受け取った瞬間、述の顔は曇くもる。

　本──とは言うものの、それはあくまで形からの推すい測そくだ。実じつ際さいには、その直方体の物には表面全体にお札や護ご符ふとおぼしき物が満まん遍べんなく貼はり付けられ、本来の姿は容易には想そう像ぞうできない。

　梱こん包ぽうというには厚あつみが少なく、カバーというには禍まが々まがしい。何より、中の物が本だとするのなら、どう見てもこの外見は読むことを歓かん迎げいしていなかった。むしろ、それを阻そ止しするためにこうした処しよ置ちをした、というのが一いつ般ぱん的な解かい釈しやくだろう。

　述もそれに異い論ろんを唱える気はない。だが自身の経験、そして本の表面に刻きざまれた奇き怪かいな文様から、彼は封ふうを解とかずしてすでにその中身を悟さとっていた。

「やれやれ……なんて物預けるんだ。直ちよく接せつ渡すならともかく、人づてとはね」

「高こう価かなものでしたか？」

「値ね段だんがつけられない、という点ではそう言えるかな。逆ぎやくにある意味では一いつ銭せんにもならない。それじゃ、お勘かん定じようおいとくよ」

　カウンターに投げ出された札の枚まい数すうに、マスターは首を傾かしげた。

「少々多いようですが？」

「預かり料さ。また来るよ。今度は鬼編集がついてくるかもしれないが、構かまわないかな？」

「お待ちしております」

　丁てい寧ねいに頭を下げたマスターに別れを告げ、述は地上に戻もどった。

　見上げれば、今日は星がよく見える。

　この都会では珍めずらしく、全すべての星々がその輝かがやきをあますことなく瞬またたかせ、古いにしえの神話を物語る神しん秘ぴ的な配列を人々に晒していた。

　だが、どれだけの人間がこの光景に気づき、見上げているのだろう。

　そして、どれだけの人間が彼と同じものを見ているのだろうか。

　述の瞳ひとみは幻げん想そう的な星々の表面的な美しさだけでなく、その奥おくにあるもっと根こん源げん的な意味を捉とらえている。

　繁はん華か街がいの雑ざつ踏とうに溶とけ込みながら、彼は酔いしれたように、浮うかれたように呟つぶやく。

「ようやく、時が満ちたか。担当が君であることを願うよ、読どく破は」



    

  
    
      　第一章　魔ま人じん到とう来らい






　異い界かい図書館。

　それは、数あま多たの戒かい書しよが眠ねむる場所。

　それは、全すべての異界司書を統すべる場所。

　そして、時にその資し格かくを持つ者を自おのずから招まねく場所でもある。

　今どこに続くとも知れぬ、赤い絨じゆう毯たんが敷しかれた通路を黙もく々もくと歩く二人は、その選ばれた者の中でも最さい高こう峰ほうと言ってもいいだろう。

　かたや俊しゆん英えいの特とく務む司書、月つく詠よみ読どく破は。

　かたや副館長を務つとめる、四し海かい統とう馬ま。

　異界司書ならば誰だれもがその名を知り、時には畏い怖ふさえ覚える二人は、今久ひさしぶりに連れ立って異界図書館の中を歩いていた。その理由は、単たん純じゆんにこの場所の主に呼よばれたからだ。

　すなわち、館長に。

　最高権けん力りよく者しやの命とあらば、この二人も従したがわないわけにはいかない。そもそも、何か重要な用があるから呼ばれたのだ。

　だからこそ無む限げんに近い敷しき地ちを持つ異界図書館の深しん奥おう、館長室を目指して二人は歩いていた。時間にして約十分──だが、これはややおかしい。

　普ふ通つうなら館長室が遠いためまだ着かない──で済すむ話だが、次元の狭はざ間まに存そん在ざいする異界図書館ではありえない話だ。敷地や容よう積せきなどという通つう常じようの建物の概がい念ねんが存在しないこの場所は、異界司書が念じ、館長が許きよ可かを下せば瞬しゆん時じに目的地へと辿たどり着く。

　館長が招まねいた以上、二人の前にはすぐにでも館長室の扉とびらが現あらわれるはずなのだ。

　だが彼らは相変わらず先の見えない通路を歩き続け、顔つきもどこか険けわしい。さらに言うなら、足取りも重かった。日曜にも拘かかわらず学生服姿すがたの読破の方は、定期的に溜ため息いきをこぼし、いつもの簡かん素そな紺こんのシャツとスラックスの統馬は、時折面めん倒どうそうに頭を掻かいている。

　以上の事実を鑑かんがみれば、結けつ論ろんを出すのはたやすい。

　この二人──ようするに館長室に行きたくないのだ。

　それゆえ、館長が許可を出しても、一向に辿り着かない。ただ無限に続く廊ろう下かを歩き続けるだけだ。お互たがい口には出さないものの、一いち応おう互いの心中を理り解かいはしている。

　しかし、呼ばれた以上行かざるをえない。

　そんな状じよう況きようの中、とりあえず年長で立場も上の統馬が口火を切った。

「……君さあ、呼ばれたんだからしゃーないでしょ？　諦あきらめようよ」

「……私は覚かく悟ごを決めています。副館長こそ、深しん層そう心理で忌き避ひしているのではないですか？」

　互いにぎこちなく、淡たん々たんとした口調。

　結局、考えが同じであることを確かく認にんしただけだった。

「……ゴメン、強がってた。ホントは今すぐ逃にげ出したい」

「……私もです。翼つばさがあれば飛び立ちたい」

　正直な心しん情じようを吐と露ろし、二人は見つめ合った。同時にはあ、と溜息をついて、あらためて前方に向き直る。

　ようやく気持ちが一つになり、覚悟ができた。

　それに呼こ応おうし、眼がん前ぜんには忽こつ然ぜんと豪ごう奢しやなドアが聳そびえていた。中の様子を想そう像ぞうさせる重々しく荘そう厳ごんな黒くろ塗ぬりの扉は、大きさこそ異界図書館の扉には負けるものの、迫はく力りよくはむしろ凝ぎよう縮しゆくされた分増ましている。

　もしも権力の大きさがその人物のいる部屋の扉で決まるなら、この扉の奥おくの人物は、いかなる国家権力をも凌しのぐ神に等しき存在なことだろう。

　しかし、読破達にとってはむしろ悪あく魔まに近かったかもしれない。

　ドアの上にある、何な故ぜか紅あかいルージュで「館長室」と書かれたプレートも、二人には「この門をくぐる者、一いつ切さいの希望を捨すてよ」という謳うたい文もん句くにしか見えない。

　もう一度大きな溜息を漏もらし、二人は同時にノックをした。

「どうぞ、入っていいわよ～」

　艶あでやかな声に促うながされ、二人は部屋に入った。その瞬間、周囲の光景が外とはまったく異い質しつなものへ変へん貌ぼうする。

　その広大な空間は部屋というよりもホールに近く、立ち並ならぶ豪ごう華かきわまりない調度品と相まって、部屋の主の権力を実感させた。王宮を思わせる豪奢なシャンデリアが部屋全体を照らし、金、銀、宝ほう石せきを惜おしげもなく注いだ品々を目に刻きざませる。下手をするとただの成金趣しゆ味みだが、センスのよさと国宝級のアンティークが放つ品格から、けして嫌いや味みな感じはしない。

　さらに、部屋の奥にある執しつ務む用の机つくえを取り囲む無数の本ほん棚だなが、部屋に華はなやかさと別の彩いろどりを加えている。館長室に相応ふさわしい蔵ぞう書しよ量に、その威い厳げんすら漂わせる重じゆう厚こうな外観。蔵書に“〝戒書”〟が含ふくまれるのは当然だが、中にはコレクターにとって垂すい涎ぜんの的である稀き覯こう本も数多く存在している。

　だがそれらは所しよ詮せん主を際きわ立だたせる脇わき役やくにすぎず、主自身の魅み力りよくには遠く及およばない。

　豪奢な品々を従したがえるように、彼女は部屋の奥に佇たたずんでいた。

　招かれた二人でなければ、その美貌に魅了され一切の思考を停止していたことだろう。

　そこには絶ぜつ世せいの美女がいた。

　異界図書館館長──天てん堂どう美み姫ひめ。

　全すべての異界司書の上に君くん臨りんする彼女は、その役やく職しよくと権けん力りよくにしてはまだ若わかい。せいぜい三十前後だろう。だが一目見れば、年ねん齢れいなどという表面的なものは気にならなくなる。

　圧あつ倒とう的なまでの気品と威厳──さらにその美貌は、仮かりに世界のトップモデルの中にあったとしても、一際光り輝かがやくに違ちがいない。

　さらに、極きわめつけなのはその官かん能のう的な肉体美だ。

　豊ゆたかな乳ち房ぶさにくびれた腰こし、さらに長く伸のびた脚あしと長身、方向性せいは違えどミロのヴィーナスにも匹ひつ敵てきする完かん璧ぺきな肢し体たい──その美貌同様、対たい峙じするのが読破達でなければ釘くぎ付づけになることだろう。

　しかし、そんな美び麗れいな館長にも一つだけ致ち命めい的な欠点がある。

　いや、欠点というより常じよう識しき外れな点と言うべきだろうか。

　全身を包む湯気、濡ぬれた髪と肢体、そしてその水すい滴てきを拭ふき取るバスタオルが示しめすように──彼女は、明らかに風ふ呂ろ上がりだった。



    

  
    
      　ようするに、一糸まとわぬ全ぜん裸らだったのだ。

　バタンと扉とびらを閉しめ、二人はそのまま百八十度回転して、元来た道を帰っていった。

「そういえば、もうお昼だね」

　統馬の言葉に、読破は頷うなずいた。

「そうですね。休日ですし、何か食べにでも行きますか？」

「あ、いいね～。最近おいしいケーキ屋見つけたんだ」

「……昼食にケーキですか？」

「スイーツな気分なんだよ。君は何か食べたいものあるの？」

　至し極ごくまともな質問だが、あいにく読破は特に望むものはない。元々食に対する欲よつ求きゆうは乏とぼしく、基き本ほん的に腹はらに溜たまればいいというタイプだ。

「……別にありませんが」

「じゃあいいじゃない」

「……まあ。で、オゴリですか？」

「ううん、ワリカン」

　統馬がにっこり笑ったとき、背はい後ごで扉の開く音がした。

「ちょっとぉ～、何で出てくのよ～？　早く入んなさいってば！」

　腰に手を当てて仁に王おう立ちしているが、二人は振ふり向こうとしない。

「とりあえず服着よーか」

「全てはそれからです」

　疲つかれきった二人の言葉に促され、彼女はようやく自分の現げん状じように気づいた。

　……それから三分後、読破達はあらためて館長室を訪おとずれていた。

　とはいえ、美姫には大した変化はない。

　執務用の机の傍そばにある革かわ張ばりのソファーの中央にでんと座すわり、優ゆう雅がに脚を組んでいるが、その体はバスタオルを一枚まい巻まいただけという刺し激げき的なものだ。もっとも本人はそもそも隠かくす気はなく、むしろ見ろ、といった感じで二人に向けて肢体を投げ出している。ともするとバスタオルから零こぼれ落ちそうな胸むねがいい証しよう拠こだろう。

「まったく、いきなり出て行くんだもの、失礼しちゃうわ。何、私の体見て、興こう奮ふんしちゃったわけ？」

　蠱こ惑わく的な上目遣づかいで訊きいてくるが、もちろんそんなわけはない。言われた二人は背せを向けて、互たがいに囁ささやきあっている。

「まさかいっきなり全裸とはね……ものスゴイ飛び道具出してきたよ」

「ほとんど露ろ出しゆつ狂きようですね」

「つーか痴ち女じよだよ、痴女。エロかっこいいっていうか、ただのエロ」

　腕うで組ぐみをしながら首を振る統馬。

　読破も同意し、二人して肩かたを落とす。

　実を言うと、館長室に招まねかれるたびに大体こんなことが起こる。二人が来るのを渋しぶっていたのも、この部分が少なくない。

「そういえば、前回はどんな感じでしたか？」

　読破に訊きかれ、統馬は少し顔を強こわ張ばらせた。一見怖こわいもの知らずの彼だが、例外も存そん在ざいする。

「……水着の試着してた。それも、スッゴイきわどいやつ。そんでさ、『でも男ってスクール水着の方が興奮するのかしら？』って真顔で訊いてきた……」

「……それは辛つらかったですね」

「うん。あ、君はどうだった？」

　読破はビクッと体を震ふるわせた。彼は彼で忌いまわしい思い出がある。

「……何な故ぜかメイド服を着ていて、部屋に入るなり『いらっしゃい』ではなく、『おかえりなさいませ』と言われました……」

　青ざめた顔の読破の肩に、統馬はそっと手を乗せた。

「あイタタ……。それはイタかったね……特に年ねん齢れい的に」

　二人して頷きあったとき、背後からムッとした声がかかる。

「ちょっと、言いたいことがあるんならはっきり言ったら？」

「いえ、別に」

　二人はにこやかに振り向き、首を振った。もちろん目は笑っていない。

「……で、結局何の用なんですかー？」

　用よう件けんを聞く前にすでにうんざりしている統馬。

　読破もほぼ同じ状じよう態たいだ。

　だがそれも用件を聞くまでのことだった。

　バスタオル姿すがたの美姫は、挑ちよう発はつするようにある本の名を口にする。

「『真しん理りの解かい』って……知ってる？」

　二人の顔つきが変わった。眼がん前ぜんの人物より、その本の名が精せい神しんを支し配はいする。

「それ、冗じよう談だんで言ってませんよね？」

　尋たずねた青年は、すでに飄ひよう々ひようとした読書家ではなかった。そこにいるのは異い界かい図書館副館長であり、声からはいつもの軽けい妙みようさが失うせている。

「もっちろんよ　嘘うそ言ってどうなるの？　私はいつだって本気よお」

　美姫はソファーから立ち上がり、優雅な歩みで読破に近づいた。彼が首に両手を回されるまで動けなかったのは、ひとえにその動作の自然さゆえだろう。

「月詠くんとの今後も真しん剣けんに考えてるんだけどな～。ね、この後ヒマ？」

「お、大おお忙いそがしです……！」

　必死に首を振るが、相手が悪い。力ずくでも無理だろう。小こ脇わきに抱かかえた黒本も、開けばともかく、このままでは無用の長物だ。

　目で助けて下さいと統馬に訴うつたえるが、向こうは目を合わそうとしない。火の粉が飛ぶより、読破を生いけ贄にえに捧ささげて済すます魂こん胆たんだ。

　孤こ独どくな戦いを強しいられた彼は、とりあえず現実的な提てい案あんを口にした。

「館長……とりあえずはお話の続きを……」

「そうねぇ……ベッドトーキングと仕事は別物だし。まずはお仕事しなくちゃね」

　館長らしい発言だが、それでも読破を手放そうとはしない。さらに顔をグイと胸むな元もとに引き寄よせ、しっかりとキープの体たい勢せいをとる。顔を歪ゆがめる読破には構かまわず、美姫は話を切り出した。

「知ってのとおり、『真理の解』は長年私達が追ってる“〝戒かい書しよ”〟──それも、危き険けん度超ちよう一級のね。さらに情じよう報ほうの少なさでも群ぐんを抜ぬいてるわ。時代、内ない容よう、著ちよ者しや──全すべてにおいて不明。わかってるのは、その力と出しゆつ現げん時期だけ」

「それが見つかったんですか？」

　大分興きよう味みを惹ひかれた様子の統馬に、美姫は艶えん然ぜんと笑いかけた。

「正せい確かくには、現れるってとこね。現在、あれは特定の周期で姿を現あらわすものと推すい測そくされているわ。つい先日管理部が記録を洗あらい出して、周期を特定したわ。そしてまさに今が出現時期──四百六十七年に一度、あれはこちらの世界を束の間訪れるわ」

「……えらく中ちゆう途と半はん端ぱな周期だこと。で、詳くわしい日時と場所は？」

「五日後よ。場所はまだ不明。急な話で時間もないけど、この機会を逃のがすわけにはいかないわ。とりあえず任にん務むが任務だけに特とく務む班はん、それもあなた達に任まかせたくて、今日呼よんだわけ。もっとも、月詠クンには他ほかのことでも頑がん張ばってもらおうかな～」

　胸元でキープしている読破の耳元に、甘い吐と息いきが飛ぶ。さらに、白い前歯を耳たぶに当ててきた。任務の通達も終わったので、いよいよ毒どく牙がを伸のばす魂胆だろう。

　青ざめてくる読破に、さすがの統馬も同情して助け舟ぶねを出した。

「館長、そこらへんにしといたらどーです？　お互たがい仕事でここにいるわけですから、男漁あさりはプライベートだけにしときましょう」

「失礼ね～男漁りなんてしてないわよ。私のストライクゾーンは十代の美少年が基本よ！　今のところ、ターゲットは月詠クンだ～け」

　ギュッと読破の頭を抱だき、そのまま胸むねの谷間を押おし付ける。

　こりゃヤバイな、と統馬は顔を曇くもらせたが、さすがに相手が悪い。仮かりに戦ってもよくて互ご角かく──いや、多分無理だろう。そもそも戦ってまで読破を救い出す気もない。

「まあ、今日は統馬クンもいるからこの辺にしといてあげる。情報は入り次第伝えるわ。それじゃ、またね」

　ようやく読破を解放し、美姫はその頬ほおにチュッと口づけした。口くち紅べにをしていないから跡あとは残らないが、読破としては所有印をつけられた気分だ。向こうはもう恋こい人びと気分らしい。

　数分後、読破は統馬と共にぐったりしたまま館長室を出た。元々大人びた少年だが、かなり老け込こんで見える。一時間ほど館長室に放り込んでおけば、多分干ひからびたミイラになって出てくるだろう。

　それは本人も自覚しているため、部屋を出てすぐに統馬に不満をぶつけた。

「どうして助けてくれなかったんですか……？」

　恨うらみ節全開の読破に、統馬も少々良心が痛んだ。しかし、彼にも言い分はある。

「だって怖こわいもん。下手に逆さからって、どっかに閉とじ込められたらどうするのさ？　百年単位で出て来れないよ？　それに、僕ぼくがいたからあの程てい度どで済んだんだよ？　ちょっとチューされて、風ふ呂ろ上がりの石せつ鹸けんの匂においつけられただけでしょ？」

「……まあそうですが」

　確たしかに、統馬がいなければそのまま押し倒たおされていた可か能のう性せいもある。しかし、彼にとってはあれだけでも充じゆう分ぶん苦く痛つうだ。

　さらに言えば、彼は自覚しないだろうが、人間関係の崩ほう壊かいも懸け念ねんされる。

　幸い今日は休日だからよかったものの、平日に美姫の残り香がをまとって図書館にでも行けば、睦むつ美み辺りは涙なみだを浮うかべて走り去ってしまうだろう。ついでに真ま由ゆにはからかわれるに違ちがいない。

「……しかし、館長はいつも通りでしたが、任にん務むは重大でしたね。『真理の解』──名前は聞いていますが、まさか実じつ際さいに見まみえることになるとは……」

「同感。読む者を聖せい人じんにも悪あく魔まにも導みちびく書が、僕の代で読めるとはね。『回かい収しゆう』したら、早さつ速そく『閲えつ覧らん』しーよぉっと。あ、次は君に回してあげるよ」

「よろしくお願いします」

　統馬の屈くつ託たくのない笑えみに、ようやく読破も微び笑しようした。日々“〝戒書”〟を追い求めて戦う異い界かい司書に与あたえられたささやかな特とつ権けんは、彼にとっても魅み力りよく的だ。

　だが、読むためにはまず『回収』せねばならない。

　待ち受ける苦く難なんを誰だれよりも理解する二人は、笑みの中にも凄せい愴そうなものを秘ひめていた。歩む廊ろう下かの先にあるのは、現うつし世よではなく新たなる戦いの道である。





「ところで、館長さんってどんな人なんですか？」

　楠くす本もと綴つづるの放ったその何気ない一言は、あまり感かん情じようを見せない上司の心に深く突つき刺ささった。心中の急所を突かれた読破は、採さい点てんの手を止め、心もち顔を歪ゆがめる。

　月曜日の放課後、図書準じゆん備び室しつで綴はいつものように読破から出された課題を提てい出しゆつし、採点が終わるのを待っていた。その最中、不意に彼女の口から零こぼれた質しつ問もんがこれだった。

「……気になるのか？」

　読破がやや暗い声になるが、綴はその意味するところに気づかない。あどけない顔と声で、無む邪じや気きに質問を続ける。

「ええ、だって何か凄すごそうだし！」

「……まあ、そうだな」

「きっと素す敵てきな人なんですよね？」

「……まあ、見た目はな」

　そこまで言うと、読破は愛用の肘ひじ掛かけ椅い子すから立ち上がり、綴に背せを向けて壁かべに手をついた。ふうと溜ため息いきを漏もらし、ぎこちなく視し線せんだけを彼女に向ける。

「ひょっとして……会いたいのか？」

「え、ええまあ……ダメなんですかぁ……？」

「いや、まあ……そういうことじゃないんだが……」

　珍めずらしく歯切れの悪い口調に、綴は首を傾かしげた。

　部下のそんな可愛かわいげな仕草を見ることなく、読破は壁に向かってブツブツ呟つぶやいている。

「会いに行きたいなら一人で行けというか……君が会いたいと言うとなし崩くずし的に私が渡わたりをつける破は目めになって、ついていく破目になるというか……正直それが嫌いやというか……何で私が犠ぎ牲せいにならなきゃいけないというか……」

　やや青ざめた病的な呟きに、さすがの綴も危き険けんを察知した。どうやら、館長とは一ひと筋すじ縄なわではいかない人物らしい。

「あ、あの先せん輩ぱい、私、別に今すぐ会いたいわけじゃ……」

「……そうだな、いずれ一人前になれば嫌でも館長室を訪たずねることになる。それでも遅おそくはないだろう」

「あ、そうですね」

「ただし、一人で行ってくれ……！」

　心の底から絞しぼり出すような声に、綴はこの話題の危険性せいを理り解かいした。当分、このことを口にするのはやめておこう。

「……先輩も、色々大変なんですね」

「わかってくれればそれでいい。そうそう、課題の方は合ごう格かくだ。しかし、ここにきてずいぶんと力をつけてきたな」

「あ、そうですかぁ？」

　珍しく褒ほめられ、綴は顔を綻ほころばせた。

　まだまだ見習いではあるものの、確たしかに最近の彼女は着実に成果を挙げつつあった。読破の出す課題は毎回ほぼ満点、しかもその内ない容ようがすでに“〝戒かい書しよ”〟の解読クラスの問題であるのにも拘かかわらずだ。

　ついこの間までは簡かん単たんな問題に四苦八苦していたことを考えると、急に才能が開花してきた、と考えるのが妥だ当とうかもしれない。しかし、読破はそれが彼女自身の努力による部分が大きいことも見み抜ぬいている。その原動力となった、悲しい創造物クリーチヤー達の物語も、また。

「……何にせよ、このまま行けばそろそろ異い界かい司書としての一いつ般ぱん教養は終わりだな。ぼちぼち、専せん門もん分野を定めるときかもしれん」

「はあ専門……でも、私何になるんですか？」

「君の希望も聞き入れるつもりだが、現げん時点では『鑑かん定てい』向きだろう。いずれは、私から離はなれて一度鑑定部の方で研けん修しゆうだな」

「ええ、そんなぁ……！」

　不満たらたらの綴だが、読破にはその理由がわからない。

「何な故ぜだ？　私も一時期世話になったが、鑑定部長の実力は申し分ないし、色々学べると思うが？」

「それは……そうかもしれないですけど、これまではずっと先輩に教えてもらってたし……できれば、これからも……その……」

「私の専門はあくまで『回かい収しゆう』だ。君には向かん。まだ若じやく輩はいのうえ、忙いそがしい特とく務む班はん所しよ属ぞくの私が後進の育成というのがそもそもおかしい」

　読破はあっさり綴のささやかな願いを袖そでにする。彼からすれば、むしろ綴の今後を思っての言葉だが、やや後輩の心の機き微びを掴つかんではいなかった。

「でも、やっぱり私は先輩みたくなりたいし、だから……！」

　少し強い口調に、読破も眉まゆを寄よせた。自分がこの後輩からどう見られているか、ようやく気づき始めたらしい。

「……目標にされるのは光栄だが、それならなおのこと鑑定部に行きたまえ。でなければ、特務班へ来ることもできん」

「あ……そうですよね、三つ全部に研修に行かないと、特務班とかは無理なんですよね」

「そういうことだ。とはいえ、全すべては先の話だ。私の一いち存ぞんではどうにもならんし、しばらくはまだ私の下で研修だな」

「はい！」

　元気のいい返事が飛び出したところで、読破は早さつ速そく新しい課題を出した。

「では、実地と行くか。まずは地下書庫に下りてもらおう」

「……それって、前にもやったあれですか……？」

　綴は顔を歪ゆがめ、以前の「回収」で図書館の地下書庫に下りたときのことを思い出した。

「何か問題でも？」

　冷たい瞳ひとみで見返され、綴は慌あわてて首を横に振ふった。

「い、いえ、そんなことないです……！」

「地味かもしれんが、平へい常じよう時はあれが一番大事な仕事だ。時間は山ほどあるし、今から一人で行ってもらおう。図書館は私と樹いつき君がいれば事足りる」

　図書部としてのさりげない戦力外通告だが、綴はそれとは別の意味で逡しゆん巡じゆんしていた。上目遣づかいに、機き嫌げんを窺うかがうように訊きいてくる。

「あの、それって一人じゃないとダメですか……？」

「何か不都合があるか？　まさか、一人で地下に行くのが怖こわいとかいう理由じゃないよな？」

「そ、そんなことないですよ？　べ、別にお化け出そうとか、幽ゆう霊れいいそうとか思ってませんよ？」

　図星を突つかれ、言わなくていい本音まで曝さらけ出してしまう。本好きにはたまらない場所とはいえ、一人で行くのは少々怖い。

「……個こ人じん的にはお化けより“〝戒書”〟の方が怖い気がするがな。ところで、私は昨日館長から任にん務むを受けた。今のところは回収部の情じよう報ほう課が動いて待機中だが、別命があれば動かねばならん。君も手伝ってくれ」

「はい、わかりました！」

　そっちは任まかせろと言わんばかりの綴に、読破は苦く笑しようした。正直、彼女が手伝えることなど少ないだろうが、その熱意だけは買っておこう。

「せいぜい頑がん張ばってくれ。さて、返へん却きやくされた本を戻もどしにでも行くか」

　読破は準じゆん備び室しつを後にし、そのままいつものように図書部長としての仕事に移うつった。

　静せい寂じやくの番人たる彼の存そん在ざいゆえに、館内の時間はあくまでも緩ゆるやかに流れ、平へい穏おんきわまりない時が過すぎていく。

　いつしか閉へい館かんの時が訪れ、館内から人の気配が失うせていった。

　綴もまたいつものように親友との待ち合わせ場所に行き、残ったのはこれまたいつもの二人、読破と睦美である。

　しかし、変化はそこで訪おとずれた。

　いつもは戸と締じまりを終えて二人で連れ立って帰ることが多い。読破はともかく、睦美にとっては一日の学校生活の締めとも言える重大なイベントだが、今日は少々変化があった。

　閉館間ま際ぎわから、睦美が小こ難むずかしい顔をして、頻ひん繁ぱんに腕時計を覗のぞき込こんでいる。

　女心には疎うとくともこうした動作を見抜く目は鋭するどい読破は、さりげなく声をかけた。

「用事があるなら先に帰って構かまわんぞ。そもそも私に付き合う義ぎ理りもないしな」

「そ、そんなことないです！」

　ムキになって否ひ定ていする睦美だが、読破は気にせずに淡たん々たんと告げる。

「だが、用事があるんだろう？」

「それは……その、家族で食事に行かないかって……」

「なら急いだ方がいい」

「でも……」

　少しでも部長と一いつ緒しよにいたい、きっと彼女はそう言いたかったのだろう。

　それは恋こいする少女の心しん情じようを思えば、けして我わが儘ままでは片付けられない、自然な心情だ。だが読破はあくまでも一いつ般ぱん的な常じよう識しき論ろんを述のべる。

「家族との時間は大事にした方がいい。機会が少ないなら、なおさらな」

「それは……」

「一緒にいる間は、それが自然すぎてどれほど大切な時間かわからない。失ってから初めて気づく。だから、可か能のうな限かぎり思い出は作っておくべきだ」

　言葉の裏うらに秘ひめられた悲ひ哀あいとも言える響ひびきに、睦美はそれ以上何も言えなかった。読破の少し翳かげの差した表情も、いっそう言葉の重みを深くしている。

「……わかりました。今日は……お先に失礼します」

「そうしたまえ。どうせ私とはまた会うしな」

「そう……ですね」

　図書館ここにくればいつでも会える──そのことを思い返したらしく、睦美はようやく微び笑しようを浮うかべて図書館を去っていく。

　それから十数分後、読破もまた家路につこうとしていた。

　戸締りをしようと、先ほど睦美が出て行った扉とびらの下へ歩く。

　そのとき、不意に扉が開いた。

　──誰か忘わすれ物でも取りに来たか？　だが、今日はそんなものはなかったはずだが……。

　突とつ然ぜんの来らい訪ほう者しやに思いを巡めぐらすが、答えは最悪の形ですぐに出た。

　扉の先に立っているのは、ある意味で最もこの場に相応ふさわしい人物であり、また現あらわれてほしくない人物でもある。

　月詠述のべる。

　実の兄であり、宿しゆく敵てきでもある青年は、そんな絡からみ合う運命さだめなど気にも留とめず、ただ悠ゆう然ぜんとその場に佇たたずんでいた。

「やあ」

　硬こう直ちよくする読破に構わず、述は館内に足を踏ふみ入れた。そのまま中央のホールまで歩き、感かん慨がい深そうに館内を見回す。

「懐なつかしいなあ、ここ。この前は急いでてゆっくりできなかったけど、やっぱり落ち着くなあ」

　しみじみと語り、利用者用の机つくえに手を触ふれる。学校の備び品ひんゆえに高級なインテリアとは呼よびがたいが、それでも述は満足したように頷うなずく。

「手入れも行き届とどいてる。君らしいね。僕の代はここまでいかなかった」

「……何をしに来た？」

　ようやく普ふ段だんの自分を取り戻した読破が言う。

　だが、述はまったく動じない。

「何って、母校訪ほう問もん？　卒業生が思い出の母校を訪たずねてみた……的な？　もっとも、事じ務む室しつは通してないけどね」

　にこやかに告げた顔に、漆しつ黒こくの一いち撃げきが飛んだ。

　頭上からの唐から竹たけ割わり──ただし、迫せまり来るのは日本刀ではなく黒本だ。

　ゆえに、それを受け止める手段もまた白しら刃は取りではありえない。使われた手は左手のみ。労働とは無む縁えんの繊せん細さいなその手は、苦もなく必殺の一撃を掴つかんで止めた。

「危あぶないなあ。前から言おうと思ってたんだけど、こういう使い方は僕ぼくの本意じゃないよ？　作家としては悲しいかぎりだよ」

　黒本を掴んだまま、述は大おお仰ぎように肩かたを竦すくめた。いかにも人を喰った動作だが、作家としては確たしかに悲しいことだろう。少なくとも、彼は打撃武ぶ器きとしてこの本を執筆した覚えはない。

「ほざけ……！」

　読破は兄の手を振ふり解ほどこうとするが、黒本はピクリとも動かない。腕わん力りよくの差云うん々ぬんではなく、決定的な格かくの差がそこには存そん在ざいしている。

「私はこれを本などと思ったことはない……！　“〝戒かい書しよ”〟と呼ぶのすら生ぬるい品だ……！」

「褒ほめ言葉として受け取るよ。しかし、もう少し和なごやかに話したいものだけどね。せっかく可愛かわいい弟の顔を見に来たってのに」

「私の兄は、もう死んだ。ずいぶんと前にな」

　鬱うつ積せきする感情を凝ぎよう縮しゆくした言葉は、確かに読破の本心には違ちがいない。

　だがそんな逃とう避ひとも言える認にん識しきは述には通じなかった。彼は冷たいとも言える口調で言い放つ。

「無理だね。そんな考え方一つで肉親という事実が消せるなら、僕がとっくにやってる。僕らは永と遠わに血を分けた兄弟さ。それに、今日は争いに来たわけじゃない」

　述が掴んだ黒本を軽く捩ねじる。その捩れは読破の腕うでも巻まき込み、ますます攻撃を困こん難なんにさせる。

「くっ……！」

「気を悪くしたなら謝あやまるよ。でも、今日はただ訊ききたいことがあって来たんだ。まもなく、一冊さつの本がこの世界に現れる。すでに異界図書館きみらもその『回収』に向け、動き出しているだろう。そして僕も一いつ介かいの作家として、読書家として、その本を求めてる」



    

  
    
      「それは……『真理の解かい』のことか？」

「おや、知ってたかい？　ひょっとして、担たん当とうは君かな？」

「……だとしたら？」

　探さぐりを入れる弟に、兄は微笑を浮かべた。

　突つき抜ぬけるほど純じゆん粋すいで、楽しげで、邪じや悪あくな笑えみを。

「面おも白しろい。やる気が出て来たよ。単なる争そう奪だつ戦かと思ったが、君が絡むとなれば別だ。執筆させてもらおうか」

　争う気はないと言いつつも、それは紛まぎれもない宣せん戦せん布ふ告こくだった。

　これまでとは違う、互たがいに“〝戒書”〟を奪うばい合う争奪戦の幕まくがここに切って落とされたのだ。だが述が敵てきに回る以上、それは作家という名の神に対する、無力な子羊の足あ掻がきなのかもしれない。

「……好きにするがいい。だが、好きにやれるとは思うな。私が必ず止める」

「君と彼女が、だろ？　でも無用な争いは避さけたいしなあ……四百六十七年に一度の『読書』のチャンス、ここは一つ穏おん便びんに済すまして読ませてくれない？」

「応おうじるとでも思ったか？　貴方あなたに『真理の解』を読ませることがいかに危険なことかは、誰だれでも知っている！」

　ぴしゃりと申し出を断ことわった弟を、述はむしろ満足げに見つめた。

　きちんと学習している。

　以前は血気に逸はやり、こちらの思おも惑わく通りに動いて手助けしてくれたこともあったが、さすがに同じ手は通用しない。

「『真理の解』は、必ず我われ々われが先に『回収』する！　指一本触ふれられると思うな」

「……そう言うと思ったよ。でも、できるかな？」

「やってみせる！」

　今度は横薙なぎの一撃が飛んだ。

　だがそこに述はいない。

　揶や揄ゆするように背はい後ごから声が響ひびく。

「争う気はないと言ったろ？　ここはそんな場所じゃない。君らしくないね。いずれ、君の戦うべきときは来る。そのときは、もうさっきみたいな優しい一撃は通用しない。開かなければ、勝てはしない。そして予告しよう──僕が『敵』となる以上、結末は敗北以外ありえない」

　その言葉を最後に、兄の気配は遠ざかっていった。

「待て！」

　振り向くと、すでに述は扉とびらの前にいた。

「解はやがて現あらわれる。再さい会かいはその場所でだ。あの娘こにもよろしく伝えといてくれ」

　そう言い残し、彼は去った。

　読破は追わない。追ったところで、何もできはしないだろう。何より、兄の残した言葉が彼をその場に押おし留とどめていた。

「まさか、あなたはすでに辿たどり着いているのか……？」





　永えい命めい学園の図書館の利用規き則そくには、非ひ公こう式しきな補ほ則そくがある。

　新入生達もすでに大部分がその補則を理解しつつあるが、たとえ理解しても気の緩ゆるみから知らないうちに破やぶってしまうこともある。

　そしてその内ない容よういかんでは、読破の職しよく域いきは時に図書館から離はなれることがあるのだ。

　今日がまさにその日であり、火曜日の放課後、図書館を睦美に任まかせた読破は空手部の部室を訪おとずれていた。

　真新しい新しん設せつ校だけに部室は新しく、それなりに広い。三十人程てい度どのこの部活動なら、着き替がえにはまったく支し障しようがなく、いくつかトレーニング器具を置く余よ裕ゆうもある。

　だがさすがに育ち盛ざかりの体育会系けいの部室、この数年ですでに汗あせの臭においが染しみつき、この手の部屋独どく特とくの臭しゆう気きが漂ただよっている。

　そんな場所に学園で最も静せい寂じやくを好み、己おのれの居い場ば所しよを常つねに清せい潔けつに保つ少年が来るとは、空手部の一同のみならず、全すべての体育会系の部活動に所しよ属ぞくする生徒が首を傾かしげるところだ。

　ちょうど全員が道着に着替えた部員らは、これから練習に励はげむところだったため、普ふ通つうなら予想外の訪ほう問もん者しやなど邪じや魔ま者以外の何者でもない。しかし、相手は学園最強と謳うたわれる少年だ。部員の先頭に立っていた部長とおぼしき体たい格かくのいい黒帯の少年も、ついどこかへりくだった口調で尋たずねてしまう。

「どうしたんだ、月詠？　何でお前がこんなところに……」

「図書部の仕事でね。この中に、返へん却きやく日びを過すぎているのに本を返していない輩やからがいるようだが？」

　冷たい瞳ひとみが、白い道着の連中を一いち瞥べつする。

　それによって、その場の部員は読破にまつわる伝説を一つ思い出した。

　その名も地じ獄ごくの返却行あん脚ぎや。

　通常、本の返却が滞とどこおっている生徒に対しては、図書館から担たん任にんを通して返却を促うながすのが通例だ。読破も基き本ほん的にはその方ほう針しんだが、それでも返さない不ふ届とどきな輩に対しては、彼は自ら足を運んで返却を要求する。読破の雷らい名めいゆえ、そもそもその行脚の対象となる人物自体が少ないのだが、それでもけしていないわけではない。

　そしてその対象となった人物がどうなるか──ある者はいきなり黒本でぶっ飛ばされ、ある者は泣いて土ど下げ座ざをしたが頭を踏ふみつけられ、ある者は学校から姿すがたを消した──とこの辺りが生徒間の噂うわさだが、もちろんかなり尾おひれがついている。

　実じつ際さいは、単に口頭で用よう件けんを伝えるだけだ。読破が直ちよく接せつ赴おもむくという行こう為いがいい脅おどしになり、ほぼ確かく実じつに返却は行われることとなる。

　もっとも、やって来た読破を小こ馬ば鹿かにし、黒本で叩たたきのめされた輩も存そん在ざいする。

　それゆえに、空手部の連中が恐きよう怖ふで体を竦すくませているのも当然だった。下手すれば、全員の白い道着が鮮せん血けつで朱あけに染そまりかねない。

「だ、誰だソイツは？　早く名乗り出ろ！」

　犠牲を最さい小しよう限げんに食い止めようと、部長が部員の方を振ふり向いてまくしたてる。しかし、ここに来る時点ですでに調べはついていた。

「その必要はない。２─Ｃ、工く藤どう貴たか樹き君、いいかげんに返してくれんかな？」

　名前を呼よばれ、工藤はビクッと身を震ふるわせた。さらに部員全員の視し線せんがそこに集まる。

「あの、えっと……」

「まさかこれだけ借りておいて、読み終わっていないわけはあるまい？　うっかり返却を忘わすれたというのはよくある話だが、担任の先生からも言われただろう？」

「いや、その……忘れてまして……」

　面めん目ぼくない、とうなだれる工藤。

　鍛きたえた体以外はごくごく平へい凡ぼんな印象で、特に嘘うそをついているわけでも、苦しい言い訳わけをしているわけでもなさそうだ。どうやら根本的に物覚えが悪いらしい。勉強面では単に成せい績せきが悪いだけで済すむかもしれないが、図書館絡がらみだと、命に関かかわりかねない。

「速すみやかに返却してくれ。でなければ即そく図書館は出入り禁きん止しだ」

「ええ、それは困こまります！」

「だろうな。借りた『恋れん愛あい科学論ろん』を活いかすチャンスもなくなる」

　やや意地悪い口調の言葉に、部員の多くがププッと失しつ笑しようを漏もらした。

　彼にとって、本を借りられないのはともかく、図書館に行けなくなるのはかなりの痛いた手でだ。読破の言う通り、借りた本を活かせなくなる。何な故ぜなら、意中の相手はまさに図書館のカウンターにいる学園一の美少女なのだから。

　以前とある事じ件けんで工藤と関わった読破はそのことを知っており、ついでにほとんどの空手部員にもすでにバレている。なお、工藤と同種の輩は部内にも何人かいた。

「ひ、ひどいですよ、借りた本バラすなんて……」

　工藤は小声のささやか極きわまりない抗こう議ぎを漏らしたが、読破は取り合わない。

「通つう常じようならプライバシーは厳げん守しゆするが、君のような規き則そくを守らん輩は別だ。学校とは、図書館法とはまた別の規則で動く場所だしな。私もあまり気の長い方ではないから、早く返してくれないと、君がこれまでに借りた本の題名を、樹君辺りに喋しやべってしまいそうだ。例えば『思春期の身体変化　女じよ性せい編へん』『恋愛の心理学とその実じつ践せん』など……」

「そ、それだけはやめて下さい！　あ、明日、必ず返しますから！」

「……そうしとけ。つーか、お前何借りてんだ……？」

　部長のツッコミを最後に、とりあえずその場は収おさまった。読破も警けい告こくを終えて帰る気だっただろう。

　だが、運の悪いことに騒そう動どうの火種が彼の背はい後ごに佇たたずんでいた。

「あんだぁ、まだ練習始めてねーのか？　たるんでるぞ！」

　読破が振り向くと、部室のドアの先にがっしりした体たい格かくのジャージ姿の青年が立っている。無ぶ精しよう髭ひげの目立つ短たん髪ぱつの顔は、高校生と呼ぶにはやや歳としがいっているが、教きよう師しと呼ぶには少々若わかい。読破の記き憶おくにないことから考えても、おそらくはＯＢだろう。発した言葉から察すれば、後こう輩はいの練習を見に来てやった、というところらしい。

　しかし部員達のあまり浮かない顔を見ると、どうやら歓かん迎げいされてはいないようだ。ＯＢとは在校生にとっては時として非ひ常じようにありがたい存在となるが、逆ぎやくに過か度どな干かん渉しようをする毒ともなりうる。この場合、間ま違ちがいなく後者だろう。

　彼は傲ごう慢まんとも取れる態たい度どで部員達を見回すと、一人制せい服ふくのままの読破に目をつけた。

「何だ、何で部外者が部室にいる？　練習の邪じや魔まだ！」

「お言葉、ごもっともです。しかし、こちらとしても譲ゆずれない事じ情じようがありまして」

　一いち応おう年長者ということで、読破の応対はあくまでも丁てい寧ねいだった。しかし、一歩も退ひかぬ決意とまったく気け圧おされていない姿が、相手を苛いら立だたせた。

「生意気な奴やつだな……ったく、俺おれ達たちの頃ころとは大おお違ちがいだ。お前も稽けい古こつけてやろうか？」

「ご遠えん慮りよしておきます。教わる相手は自分で選びますので」

「口の利きき方に気をつけろ！」

　ヒュン、と読破の顔面に拳こぶしが飛んだ。あくまでも威い嚇かく用の軽いものだが、スピードは一級品だ。ただし、相手が特級であれば意味を成さない。

「なっ……」

　盛もり上がった拳ダコが目立つ拳はあっさり読破の左手に掴まれ、そのまま握にぎり潰つぶされた。想定外の握あく力りよく、さらに全身を屈くつ服ぷくさせられるほどの圧あつ力りよくに、ＯＢは脂あぶら汗あせを流しながらその場に片かた膝ひざをついた。

「お、お前……！」

「私が気に障さわることを言ったなら謝あやまりましょう。しかし、そちらもお忙いそがしい身、後輩にご指し導どうなさるのも結けつ構こうですが、もう少し自分を大事にされてはいかがでしょう？　大会などもおありでしょうし、下手に怪け我がでもされては……」

　それは、微び笑しようを湛たたえたあくまでも丁寧な言葉だった。しかし、居い並ならぶ部員達はその凄せい愴そうな光景に怯おびえてさえいる。

　日頃自分達をしごいているＯＢが、腕うでっぷし自じ慢まんで段だん位いも実戦経験も豊ほう富ふな先輩が、拳を握り潰されて膝を屈しているのだ。そしてそれを為なしているのは細身で一見格かく闘とうとは無む縁えんの少年──彼らは今、あらためてその少年の学園最強たる所以ゆえんを思い知った。

　そして、事態はさらに移うつり変わる。

　不意に読破が左手を離はなし、相手の体を解かい放ほうする。それと同時に、彼は右手に携たずさえた黒本の背せ表紙をＯＢのこめかみにそっと当てた。

「空手と言えば、瓦かわ割らわりですね」

「…………？」

　顔を強こわ張ばらせた相手に、読破はふっとそれまでの微笑を消し、無表情で言い放った。

「瓦は無理だが、頭蓋骨ならイケるかもしれない。試ためしてもよろしいですか？」

　瞬しゆん時じに場は凍こおりつき、皆みな言葉を失った。

　ＯＢの青年は震ふるえながら何とか立ち上がり、そのまま即そく座ざに逃にげ去った。途と中ちゆう足がもつれて転んだが、笑う者はいない。誰も彼を見ておらず、ただ読破に畏い怖ふの視線を注いでいたからだ。

　やがて部長が何とか平常心を取り戻もどし、頭を掻かきながらこう言った。

「あ～……一応、礼言っとくべきなのかな？　あの先輩、正直ウザかったんだ」

　部員の気持ちを代だい弁べんした言葉に、他の者も思わず笑った。読破のみが無表情のまま、淡たん々たんと呟つぶやく。

「……無駄に母校に顔を出すＯＢは嫌きらいでね。いい迷めい惑わくだ」

　一瞬黒衣の青年が頭を掠かすめたが、彼はすぐにそれを振ふり払はらい、ここに来た本来の目的を思い出す。工藤の方を向き、

「とりあえず、明日までは待とう。樹君に黙だまっていてほしければ、すぐに返へん却きやくしたまえ」

「は、はい！　それはもちろん……！」

　必要以上に顔を上下させる工藤の声を背に受け、読破は部室を去った。

　そして、彼を彼たらしめる場所、図書館へと帰き還かんする。

　まずはカウンターに向かい、業ぎよう務むを行っていた睦美に礼を言う。

「すまなかったな、替かわろうか？」

「いえ……工藤君、ちゃんと返しそうですか？」

「釘くぎを刺しておいたからな。大だい丈じよう夫ぶだろう」

「……ですね」

　これ以上返却を先延のばしにすればどうなるか、学園の生徒なら誰だれでも想そう像ぞうがつく。その想像を、誰よりも現げん実じつとして目まの当たりにしている睦美なら、尚なお更さらだ。

「あの人やたら来てるんですけど、あまり本借りてないんですよね。勉強している様子もないし……」

　睦美の口調が不ふ快かい感を帯びていることに気づき、読破は工藤の評ひよう価かを尋たずねてみた。

「彼のことは、嫌いかね？」

「愛あい想そ笑いが気色悪いです」

「…………」

　少しだけ工藤に同どう情じようし、読破は押おし黙った。どうやら、返却を延えん滞たいしていた『恋れん愛あい科学論ろん』も無む駄だになりそうである。

「……まあ、恋愛は残ざん酷こくだ」

「部長も、そういう経けい験けん、あるんですか？」

　何気ない問いだが、もちろん睦美は真しん剣けんだ。本心を悟さとられまいと必死に平静を装よそおっているが、心しん臓ぞうは大きく脈打っている。

「う～ん……特に、ないな。恋愛小説なら時々読むが……」

「……そういうんじゃなくて……えと、例えば、は、初はつ恋こいとかは？」

　ずい、と身を乗り出して尋ねるが、読破の反はん応のうは鈍にぶい。

「初恋、か……あったような、なかったような……」

「ちゃんと思い出して下さい！」

　いつになく熱のこもった言葉に、読破も何とか思い出そうとするが、中々成果が出ない。

「う～ん……しいて言えば、小説の登場人物だった……かな？　子こ供どもだったから、『将しよう来らいは、こんな人と結けつ婚こんする』と言ったような……？」

「け、結婚……」

　子供の言葉、で片かた付づけられないのが恋した悲しさだ。たとえ虚きよ構こうの中の存そん在ざいであろうと、睦美にとっては今後の戦せん略りやくに向けて何とか詳しよう細さいを掴つかんでおきたい。

「で、ど、どんな人なんですか？　有名なキャラクターですか？」

「う～ん……紫むらさき式しき部ぶ……じゃないな。貂ちよう蝉せんでもシャルル・ロッテでもなくて……」

　真剣に悩なやみ始める読破の傍そばで、睦美もまた固かた唾ずを呑のんで見守っている。館内の人間が訝いぶかしがりながら見ているものの、互たがいに自分の世界に入り込こんだ二人は気づかない。

　やがて、読破の脳のう裏りに幼い頃ころの光景が甦よみがえる。

　すでに本の魅み力りよくの虜とりことなっていた頃、家中の本を読み尽つくし、最後に手にしたその本は──

「──思い出した」

「それで、どんなキャラですか……？」

「……聞いてどうするんだ？」

　急に身も蓋ふたもないことを言われ、睦美は目を泳がせた。

「え、えっと……それは、あ、あれですよ、部長が恋するキャラが出てくるぐらいの話なら、きっと凄すごく面おも白しろいだろうし……」

　やや苦しい言い訳わけだが、それなりに説得力はある。実じつ際さい、読破に薦すすめられて面白くなかった本はない。毎週学園内で配はい布ふされる「図書館だより」のオススメ新しん刊かんコーナーも、全校生徒から絶ぜつ大だいな信しん頼らいを得ている。

　だが、読破はどこか冷たく呟つぶやいた。

「無む駄だだ。探さがしてもどこにも売っていない」

「え、どうしてですか？」

「……一人の天才が、私のためだけに書いた物語だからだ」

　ひどく寂さびしげで切ない表情に、睦美はそれ以上何も聞けなかった。

　読破はその表情のまま準じゆん備び室しつに入り、中を見み渡わたす。誰もいないようだが、今日の用よう件けんはここにはない。

「もう行ったか。捗はかどっているといいが」

　さして期待していない呟きを漏もらし、彼は部屋の奥おくにある貸かし出し禁きん止しの本を収おさめた本ほん棚だなの裏うらに回った。

　床ゆかに散らばる雑ざつ多たな荷物をどけ、その先に現あらわれる硬こう質しつな石板に栞しおりを伴ともなって触ふれると、それはいつものように彼を受け入れた。

　地下書庫に下り立ち、すでに来ているはずの綴を捜さがす。

　昼休みに先に一人で“〝戒かい書しよ”〟の探たん索さくを行っておけと言っておいたが、進んでいるだろうか？

　まずは合流するのが先決だが、図書館の一部であるこの場所では大声を出せないし、携けい帯たい電話も通じない。原始的だが、歩き回って捜すしかなかった。

　いつものように無音の歩行で地下書庫を進み、周囲を見回っていく。

　綴を捜すのも重要だが、今最さい優ゆう先せんすべきは『真理の解かい』に少しでも繋つながる書物の探索だ。異い界かい図書館も総そう力りよくをあげて探索に励はげんでいるだろうが、そもそも『真理の解』自体が謎なぞ中の謎とも言える“〝戒書”〟だけに、正直可か能のう性せいは低い。

　しかし、この地下書庫はそう言い切れない。

　同じく『真理の解』を追う青年が──あの月詠述が関かかわるならば、可能性は他を闇やみ雲くもに探すより高くなる。彼が読破の前に姿すがたを現したのも、あるいはそれを示し唆さするためかもしれない。

　ここは、そういう場所なのだ。

「……無む駄だに母校を訪おとずれるＯＢは嫌きらいだが、余計なものを残していくＯＢはさらに性た質ちが悪い」

　忌いま々いましげに吐はき捨すて、ちょうど地下書庫の中央に当たる場所で足を止める。四方をあらためて見回すと、彼から右の数メートル先に、三つ編あみの後ろ姿が見えた。

「いたか」

　忍にん者じやにもひけをとらない無音の歩行で近づき、本棚の前で何やら唸うなっている彼女の肩かたを叩たたく。普ふ通つうなら何ということはない動作は、この場所と相手ゆえに悲鳴を呼よんだ。

「ひぃっ、お、オバケぇ？」

　いきなり大声を出し、綴はその勢いきおいで左の小こ脇わきに抱かかえていた数すう冊さつの本を床にぶちまけた。さらに混こん乱らんは続き、運悪く本棚に触れていた右手も、転んだ拍子に本棚から数冊の本を床に叩き落とす結果となった。ついでに、もつれた足が本棚に収まりきらずに床に積まれていた本まで倒たおしてしまう。

「……やれやれ」

　惨さん状じようが始まると同時に、読破は目にも止まらぬ動きで全すべての本に救きゆう済さいの手を差し伸のべた。本に対する敬けい意いとして、けして足は使わずに両手のみで床にばらまかれる寸すん前ぜんの本を全て受け止めていく。

　床にズッコケた綴が落ち着きを取り戻もどし、そこにいるのはオバケではなく読破だと知ったとき、彼の両手には、自分が落とした本が絶ぜつ妙みようなバランスで積まれていた。さらに床の本もいつの間にか整然と積み直されている。

「うわ……スゴイです！」

　パチパチと拍はく手しゆを叩いた綴に対し、読破の顔は険けわしい。

「……一体何をやってる？　君が転ぶのは勝手だが、本を傷きずつけるな」

「す、すいません……」

　かなり怒おこった様子の読破に、綴は反はん論ろんもなくうなだれた。

「まったく……そのうえ人をオバケ呼ばわりときた。ここに来られるのは私と君しかいないだろうに、何を勘かん違ちがいしてる？」

「だって、怖こわくて……一人だったし……」

「恐きよう怖ふは内に収めておけ。周りと本に迷めい惑わくをかけるな」

　冷れい徹てつに言い放つと、読破は両手の本を本棚に戻し始めた。綴はそれを申し訳なさそうに見ていたが、ふと読破が黒本を手にしていないことに気がついた。いつも小脇に抱えているわけだし、ここに下りるときもそうに違いない。先ほどの大立ち回りを考えると、床に落としでもしたのだろうか？

　不思議に思って床を見回すと、自分の傍そばに黒本は落ちていた。何気なく拾い上げたものの、さっき叱しかられたことを思うと、少々おかしい。ここの蔵ぞう書しよは大事に扱あつかうのに、自分が常つね日ひ頃ごろ携けい帯たいしている本は落としていいのか？

「あの、先せん輩ぱいこれ……」

　おずおずと黒本を差し出すと、読破は無む表ひよう情じようのまま受け取った。

「……先輩、この本って大事なものなんですよね？　いつも持ち歩いてるし……」

「これは本なんかじゃない」

　吐き捨てるような口調に、綴は恐怖すら覚えた。

　本でなければ──何だというのか。

　互たがいにしばらく押し黙だまっていると、本を直し終えた読破が怪け訝げんそうに呟つぶやいた。

「君……何な故ぜここで調べていた？」

「え……何故って言われても……」

「怖いのなら、わざわざここまで奥おくに来ることもないだろう？　どうしてだ？」

「どうして……そういえば、どうしてだろ？　気がついたら、何となくここに来てて……」

　むしろこっちが訊ききたい、といった様子の綴に、読破は何故か重々しい顔で口元を片かた手てで覆おおって考え込み始めた。

「……少々できすぎだな。操あやつられたりしてないだろうな？　そもそも、本物か？」

　読破はずい、と綴に顔を近づけて、それこそ嘗なめ回すように真しん剣けんな眼まな差ざしで彼女を見つめる。その視し線せんにかつて見透かされた青年の面おも影かげを認みとめ、綴は身を強こわ張ばらせた。

「な、何ですか？　わ、私は本物です！」

「では訊くが、何故ここに来た？」

「何でって……何でだろ？」

　言われてみると、確たしかにおかしい。怖がりなのに、何故こんな奥に来てしまったのだろう？　読破を待つのなら、入り口付近で待てばいいはずだ。

「あれ……ホントに何でだろう……」

　考え込む綴を、読破は普ふ段だんなら向けないような冷たい瞳ひとみで見つめている。その言葉が真実か否いなか、いかなる事実を秘ひめているか、けして見み逃のがさない──そんな瞳だ。

「う～ん……あんまり覚えてないんですけど、何か声がしたような……」

「どんな声だ？」

　読破の目が細まる。言葉には疑ぎ念ねんより畏い怖ふの念が強い。

「どんなって言われても……ただ、聞こえたような気がして……誰かいるのかなって思って、それで……」

　上司の厳きびしい瞳に見つめられて縮ちぢこまり、小こ柄がらな綴がさらに小さくなる。どう見ても嘘うそを言っているようには見えないし、これ以上の情じよう報ほうも得られそうにない。

　だがこの信しん憑ぴよう性せいに乏とぼしい言葉は、確かく実じつに読破の胸むねを貫つらぬいた。

「──第四の力か」

「え、何ですそれ？」

　綴の質しつ問もんには答えず、読破は厳きびしい顔のまま呟いた。

「……兄さんが目をつけたのも、そのせいか？　だとすれば、私の手には余あまるかもしれん」

　読破の深しん刻こくな様子に、綴も事の重大さに気づき始めた。どうやら、自分の何気ない行こう為いは恐おそろしく危き険けんな扉とびらを開きつつあるらしい。

「あの……先輩……？」

　不安げに様子を窺うかがう綴だが、読破はすでにその問題を頭の隅すみに追いやり、取り組むべき仕事を見つめていた。

「……まだ決まったわけではない。勘か偶ぐう然ぜんか……どちらにせよ、少しは真理に近づいたか」

　綴は上司の言葉の意味が理り解かいできなかったが、彼が黒本とは別の一冊さつの本を持っていることには気づいた。おそらく、さっき自分が床ゆかにぶちまけかけたものだろう。

　表紙に記された書名はどうやら未知の言語らしく、さっぱり意味がわからない。しかし、表紙に付けられた付ふ箋せんには、恐ろしく美び麗れいな日本語が書かれていた。

『真理への道』──確かにそう読める。

「え……これって、先輩、まさか……！」

「まだわからん。だが、読む価か値ちはあるようだ」

　かすかな手がかりを見つけ、わずかに光明が差したように見えたが、読破の顔は険けわしい。

　この付箋の筆ひつ跡せきから、彼はそれが誰だれによって書かれたものか理解していた。それはすでに、あの青年がこの本を手にした事実を物語っている。

「また先にいるか。だが、いずれ追いつく」

　薄うす暗ぐらい地下の中、秘めた決意を込こめて彼は呟いた。



    

  
    
      　第二章　完全敗北






　運ばれてきた皿の上には、見目麗うるわしい三品のケーキが載のっていた。

　苺いちごのミルフィーユ、チョコレートケーキ、フルーツタルト。

　それ自体はオーソドックスな品だが、最近評ひよう判ばんの店だけに、パティシエの独どく創そう性せいとセンスが素人しろうと目にもわかる。デコレーションだけで、その味が容よう易いに想そう像ぞうできるだろう。

　しかし、いかに美しいケーキとて口に運ばなければ意味がない。

　まして、甘かん味みを求めてやって来たなら尚なお更さらだ。

　逸はやる気持ちを抑おさえ、まずはミルフィーユから口に運ぶ。

　頬ほお張ばった瞬しゆん間かん顔が緩ゆるみ、青年は恍こう惚こつの表情を浮うかべながら至し福ふくの時に浸ひたる。

「は～来てよかったなあ。濃のう厚こうな甘あまさが広がりつつも、けしてしつこくない。材料もよーく選んでる。腕うで前まえも文もん句くナシ。幸せって、きっとこういうことを言うんだろうね」

　しみじみした言葉を零こぼし、彼はさらに一口、二口とケーキを口に運ぶ。

　異い界かい図書館副館長──四し海かい統とう馬ま。

　彼の立ち読みと並ならぶ趣しゆ味みはスイーツを楽しむことであり、今日もまた新たに発見した店で甘味を楽しんでいた。テイクアウトするのも悪くないが、店内で食べられるのならば食べる主しゆ義ぎの統馬としては、ここはまさに絶ぜつ好こうの店だった。

　右手でケーキを頬張り、さらに左手で、ここに来る前に立ち寄よった本屋で買った文庫本を開く。

　読書中は一いつ切さいの食事を断たつ読どく破はとは対照的に、読書と全すべての食事を両立させる彼は、まさしく至福の時間を楽しんでいた。周囲のテーブルが女じよ性せいばかりで、部下達が懸けん命めいに仕事に励はげんでいるであろうことも気にしない。今日を入れて『真理の解』出しゆつ現げんまであと四日しかないことも承しよう知ちのうえだが、それも気にしていない。

　今の彼にとっては、この時間を味わうことだけが全てだ。

　だからこそ、それを邪じや魔まする者はいかなる存そん在ざいであれ、目め障ざわりなだけだ。

　たとえ目の前の席に座すわったのが、黒ずくめの服と銀のアクセサリーで全身を彩いろどった、見知った青年であったとしても。

「やあ、元気？」

　腰こし掛けた述のべるが朗ほがらかに言ってきたが、統馬はちょっと視し線せんを動かしただけで、特に動じない。問いかけにも答えず、ただ右手を挙げて店員を呼よぶ。

「スイマセーン、紅こう茶ちやのおかわりお願いしまーす」

　すぐに店員が駆かけつけ、ティーポットから湯気のたったお茶を注ぐ。統馬はそれに大量の砂さ糖とうをぶちまけると、眼がん前ぜんの青年の存在を完全に無視し、また至福の時間へと戻もどっていく。

「……シカトか。相変わらずだね」

「僕ぼくが読書してるときと甘い物食べてるとき、邪魔されるの嫌きらいなの知ってるだろ？　来る方が悪い」

「そりゃそうだけど、君がその二つを満たしてない時間の方が少ないだろ？　大体、友達が会いに来たってのに、ずいぶんつれないなあ」

　ちょっとむくれたような述。

　統馬はそんな彼を気にかけず、相変わらず目は文庫本の方に向き、手はケーキを口に運んでいる。

　傍はたから見れば友人同士の語らいと見えないこともないが、この状じよう況きようはどう見ても異様だ。読破や綴つづる、いや、彼らの立場を知る者が見れば誰でもそう思うだろう。

　だが、当の本人達はそれを充じゆう分ぶん熟じゆく知ちしたうえで対たい峙じしている。

　追う者と追われる者、普ふ通つうなら大おお捕とり物ものが始まるところかもしれないが、この二人の実力を考えた場合、どう見ても周囲の被ひ害がいが甚じん大だいだ。場所や時間が整えばともかく、こんな人目のある真昼間からやりあったところで、どちらも得ることがないのはわかっている。

　とはいえ、気を抜ぬけばお互たがい足元をすくわれかねない相手だ。

　和なごやかに会話をしつつも、実は常つねに相手の行動に注意を払はらい、己の隙すきを見せぬよう振ふる舞まっている。

　実力伯はく仲ちゆうの超ちよう一流同士の緊きん迫ぱくした場面──それがこの二人の真実だ。

　もっとも、お互い性せい格かくが性格だけに、傍から見れば絶対にそんなことは読み取れないだろう。

　実じつ際さい、述の方はそんな緊迫した環かん境きようを楽しんでいる。

　かつての同どう僚りようであり、同期でもある統馬──だが彼との関係はそれに留とどまらない。互いに名前で呼び合うのがその証しよう拠こだ。そんな青年との会話を、述は純じゆん粋すいに楽しんでいる。

　しかし、もちろん統馬にそんな気はなく、述のことは単に「自分の至福の時間を邪魔しに来た性格の悪いイケメンホスト風の優やさ男おとこ」ぐらいにしか思っていない。元はどうあれ、今の二人の関係を考えれば、それも致いたし方ないだろう。

　だから統馬は述を無視し、ただ自分の楽しみにふけっている。

　一方、述の方はそんな統馬の思考を熟知しつつ、それを眺ながめることを楽しんでいた。



    

  
    
      「……それ、美お味いしそうだね」

　述の視線は、統馬が半分ほど口にしたフルーツタルトに注がれている。すでに他ほかの二品はペロリと平らげられ、見る影かげもない。

「うん、おいしい」

「一口くれない？」

「やだ」

「ケチ」

　にべない対たい応おうに、述は唇くちびるを尖とがらせた。結けつ構こう真しん剣けんに残念がっている。

「いいじゃないか、一口ぐらい。友達だろ？」

「君が素す直なおに僕に捕つかまってくれたら考えてあげるよ」

「何だよそれ。僕と君の仲ってそんなもんだったっけ？」

「友達は友達でも、今は強きよう敵てきと書いて『強と敵も』と呼ぶ関係さ」

　統馬の対応は相変わらず冷たい。それはかつての友ゆう情じようの裏うら返がえしなのか、あるいは単なる立場上のものかは定かではない。

「やれやれ、せっかく人が訪たずねてきたってのに。ところでさ、『真理の解かい』の出現場所、もう見つかった？」

「ノーコメント」

「その様子じゃ、手がかりなしか。急がないと、読めるのは僕だけになるよ？」

　挑ちよう発はつするように統馬の顔を覗のぞき込むと、彼もようやく視し線せんを文庫本から述に移うつした。

「君も普ふ通つうに追ってるとなると、これは純じゆん粋すいな争そう奪だつ戦せんか。だが君のことだ、どうせ僕らより手がかり持ってるんだろ？」

「まあね。でも、君らには組そ織しき力がある。それぐらいはハンデがないとね」

「もう一つだけ訊きこう。何な故ぜ僕のところへ来た？　挑発だの宣せん戦せん布ふ告こくだのは、月つく詠よみ君のところへ行った方が効こう果か的だ。僕から得るものがないことぐらい、わかってるだろ？」

　人が読書とスイーツ楽しんでんのに来んじゃねーよ、と言外で伝えられ、述は肩かたを竦すくめた。

「単純に、君に会いに来たとは考えないのかい？　君に会うのに、何か理由がいるかな？」

「僕の顔が見られるだけで嬉うれしいってか？」

「まあ、そういうことかな？」

　大おお仰ぎように手を広げた述。

　その視界から、突とつ如じよ統馬が消えた。

「なら、報ほう酬しゆうを貰もらおう」

　という言葉だけを残して。

　次に述が彼の姿すがたを見たとき、すでに彼は数メートル離はなれた出入り口にいた。

　その場にとり残された述は、苦く笑しようしながら自分の前に残された伝票を見つめる。

「奢おごれってか。ちゃっかりしてるな。でも、変わってないね」

　どこか嬉しそうに呟つぶやき、統馬の残した皿に目を向ける。そこには、フルーツタルトが一口分だけ残されていた。

　述は懐かい古この笑えみを浮うかべながら、それを口に運んだ。





　地下から戻もどった読破と綴は、準じゆん備び室しつの作業用の長なが机づくえで向き合い、互いに考え込こんでいた。

「……先輩にも、読めないんですか？」

「ああ、まったく歯が立たないわけではないが、全体の意味を理解するのは難むずかしい。鑑かん定てい部ならまた別だろうがな」

　腕うで組ぐみする読破の視線は、地下書庫で見つけたあの本に注がれている。かなり年代物の古書は全体的に傷いたんでおり、時代や国を特定するのは難しい。厚あつさはさほどなく、ハードカバーの新書を薄うすくした程てい度どだが、全体の雰ふん囲い気きからして、何やら秘ひ密みつが隠かくされている印象はある。

　先ほど手て袋ぶくろをつけた読破が一通り中身に目を通したものの、先ほどの言葉通り、彼の知ち識しきにはない言語だった。文字の形はおそらくアルファベットをアレンジしたもので、文法もヨーロッパ言語のそれに準じているだろうと推すい測そくでき、ざっと四、五百年前に書かれた本──わかったのはそれだけだ。

　述曰いわく『真理への道』と名付けられたこの本は、目下のところ読破にすら内ない容ようが読み取れていない。

「先輩にもわからないなんて……これ、どうするんです？」

「私にわからなければ他に回すだけだ。ただ『鑑定』の異い界かい司書は数が少ないし、特とく務む班はんの『鑑定』専せん門もんか鑑定部長クラスでないと、同じ結果が出る可か能のう性せいもある。とりあえず、やれるだけやろう」

　そう言うと、読破は最近購入したデジタルカメラで『真理への道』の中身を撮とり始めた。素す早ばやい手つきでほぼ全すべてのページを写真に収おさめると、起動させたパソコンに繋つないでそのデータを移す。

「あの、何してるんですか？」

「解かい読どくだ。こういうときのための備そなえもある」

　次に彼は学生鞄かばんからディスクケースを取り出し、中のＤＶＤ─ＲＯＭをパソコンに入れた。しばらくすると、綴が見たことのないアプリケーションが起動し、画面中央に「解読中」の文字が表ひよう示じされる。

「これ、何ですか？」

「異界図書館が製せい作さくした、解読用のソフトだ。これまで我われ々われが『回収』してきた本のデータと、鑑定部のノウハウを組み合わせて、かなりの精せい度どで自動的に解読してくれる」

「すごいじゃないですか！　そんなものあるなら、どうしてもっと早く教えてくれなかったんです？」

　目を輝かがやかせる綴に、読破はやれやれと首を振ふった。

「最初から楽を覚えるのはよくない。実じつ際さいの『鑑定』では、こんなソフトを使う余よ裕ゆうもないことが多いしな。それに、これも完かん璧ぺきなものじゃない。一流の『鑑定』専門には敵かなわんし、私の経けい験けん則そくの方が正しいこともある。結けつ構こう的外れな結果が出ることもあるしな。解読結果にしても、候こう補ほがいくつか出ることもあるから、簡かん単たんにいかないことも多い」

「何だ……あんまり役に立たないんですね」

「そうだな。今の君よりはまだマシなわけだが」

　グサッと痛いたいところを突つかれ、綴がちょっと涙なみだ目めで読破を見るが、彼は気にしない。

「完全に解読できるかどうかはわからんが、類似した言語からパターンを割わり出すことはできるだろう。ただ、この様子でいくと一時間以上はかかりそうだな。私も図書館の仕事に戻るか」

「はい……でも、その前に一つ訊きいていいですか？　結局、私達が追ってる“〝戒かい書しよ”〟ってどんなものなんです？」

　綴の疑ぎ問もんは、至し極ごく当然なものだった。

　昼休み、読破から「放課後、『真理の解』という名の本に関係ありそうなものを探さがしておけ」と言われたものの、実際に『真理の解』がどういうものかはまだ聞かされていない。

「……あれは……正直、私にも、いや、異界図書館全体でもよくわかっていない。アカシックレコードの断だん片ぺんか、あるいは神通力の具ぐ現げん化か、はたまた一種の生命体など、仮か説せつはいくつかあるがな。そしてそれはその名の通り、『真理』と呼よばれるものの答えが記き載さいされている……らしい。ところが、その『真理』というのも定てい義ぎが難しい。現時点では、我々が内包する全ての『問い』への解答……だそうだ」

「はあ……何か難しいですね。頭がこんがらがってきました」

　放っておけば頭がショートしそうな綴に、読破は極力わかりやすく解説を続けた。

「ようするに、その人間が知りたいことが書かれている本、ということだ。人間とは、常つねに何らかの問いを抱いだき続ける存そん在ざいだ。君だって、知りたいことは山ほどあるだろ？」

「そうですね……期末テストの問題とか、久く留る里り先生の新しん刊かんの発売はいつとか……そんなことまで、わかっちゃうんですか？」

「……まあ、多分」

　呆あきれたとも微笑ほほえましいともつかぬ表ひよう情じようで、読破が頷うなずく。多分、彼女のような人間ばかりなら、彼も「回かい収しゆう」で苦労しないだろう。

「でも、そんな凄すごいもの、どうして『回収』しちゃうんですかぁ？　私だって読んでみたいのに……」

「死んでもいいのか？」

　底冷えするような声に、綴は押おし黙だまった。急速に部屋の温度が下がり、眼がん前ぜんの少年がそれなりに気心の知れた先せん輩ぱいから、“〝戒書”〟の番人へと変へん貌ぼうしていく。

「君のように思う者も多いだろう。だがその大部分は死ぬか狂くるうかのどちらかだ。『真理の解』は、確かに読む者の問いに答える。だが、人の抱かかえる問いとは非ひ常じように膨ぼう大だいだ。本人が意識するものしないもの──全てを合わせれば、世界最高のスーパーコンピュータでも処しよ理りできまい。それらの答えが一度に頭に入ってくれば……どうなるかわかるだろう？」

　綴は小さく頷き、それ以上何も言えない。“〝戒書”〟が世界に秘ひされる意味が、あらためて実感できた。

「しかしながら、『真理の解』を読んでも正気を失わず、自分が最も欲ほつする『問い』の答えのみを掴つかみ取った人間もいる。いわゆる聖せい人じんと呼ばれる人間がその代表だ。彼らは得た『答え』を彼らなりに解かい釈しやくし、後世の人間に伝えたわけだ。他にも、異い界かい図書館の歴史の中で館長クラスが数名手にした事例がある」

「へえ……でも、それなら何で『回収』できなかったんです？」

「何とか読むことはできたが、それでも心身に相当の負ふ担たんがかかり、逃のがしてしまったそうだ。それでも、そのとき得た『答え』はその後の異界図書館の発はつ展てんに寄き与よしてくれたそうだが」

「そうなんですか……でも、その本ってどういうものなんでしょうね？　つまり、読む人で内容が変わったりするんですよね？　でもそんな本って……」

　またもや頭を押さえて唸うなり始める綴。

　あいにく、読破もその悩なやみを解消するほどの知ち識しきはない。

「残念ながら、私もそこまではよくわからん。過か去この異界図書館の記録や、『真理の解』を手にした者の証しよう言げんによれば、どうも定期的に毎回違ちがう場所に姿を現あらわすものらしい。場所の法則性せいは不明だが、時期の方は今この時期ということがわかっている。ただ通常は異界に存在するものだけに、こちらの世界に顕けん現げんする時間はごくわずかだ。記録によれば、ざっと三十分ほどだという」

「え……じゃあ、どうやって『回収』するんですか？」

「…………」

　至極妥だ当とうな質しつ問もんに、読破は押し黙った。出現場所を見つけ出すのにいっぱいいっぱいで、正直まだそこまで考えている段だん階かいではない。

「やっぱり気合とか根こん性じようでどうにかするんですか？」

「……まあ、必要かもな」

「でもそれだけじゃ無理ですよねぇ……」

「…………」

　見習いに的を射いたことを言われ、ちょっと読破の顔が引きつる。綴に悪気がないだけに、結けつ構こう胸むねに突き刺ささるものがあった。

「……ま、まあその辺りは副館長がどうにかするだろう。仮かりにも空間使いだし、異界図書館に持ち込むことができれば、後は何とかなるはずだ。おそらく、館長もその辺りを考えて副館長と私に命じたはずだ」

「あ、なるほど～。じゃあ、今度は副館長さんも一いつ緒しよに頑がん張ばってくれるんですね？」

「多分それはない」

　悲しげに首を振ふった読破に、綴もすぐ過あやまちを悟さとった。

　やればできるがまずやらない、それが四海統馬という男だ。

「じゃ、じゃあ私達だけでも頑張りましょうか……？」

「そうだな。やれるだけのことはしよう」

「わかりました！　ところで……先輩は、知りたい答えとか、ないんですか？」

　単なる好こう奇き心から発せられた言葉は、読破の心の奥おく深ふかくを貫つらぬいた。

　予想外の質問に、彼は少し考え込む。

「あると言えば……あるかな。だが、答えを知っても、それを受け入れるかどうかは別問題だ。それに、わかってもどうしようもないこともある」

　寂さびしげなその表情に、綴は本ほん能のう的に読破の求める答えの先にある人物を予想した。

「もしかして……お兄さんのことですか？」

「……かもな」

　少し重い空気が流れ始めたのを察し、綴は話題を変えた。

「あ、そういえば何でここの地下って“〝戒かい書しよ”〟がいっぱいあるんですか？　普ふ通つうはそんなところないですよね？」

　綴の意図に反し、その質問はいっそう読破の寂せき寥りようを深くした。

　重い声で、彼は言う。

「敵てきが残したからな。時には助けにもなるが、全すべての蔵ぞう書しよを向こうが把は握あくしている以上、私の行こう為いもまた無む駄だかもしれない」

　彼はそれだけ呟つぶやき、『真理への道』を携たずさえて準じゆん備び室しつを出た。

　どこか悲しげに、儚はかなげに。

　訊きかなければよかった、そんな慙ざん愧きの念に駆かられる一方で、綴は「敵」という言葉の意味を思い返していた。

　敵──それは読破の、ひいては異界図書館に対する敵だろう。

　となれば──自分に思いつくのは一人しかいない。

「まさか……」

　あの黒衣の青年の姿すがたを思い出し、綴は総そう毛けだった。

　戦せん慄りつと共に床ゆかに視し線せんを下ろす彼女の横で、パソコンはただ無機質に解読作業を続けている。





「……早いな」

　永えい命めい学園に程ほど近ちかい公園のベンチに腰こし掛かけながら、述が呟く。

　彼の視線は、繊せん細さいな指が摘つまむ付ふ箋せん用の小さな紙に注がれていた。どこででも手に入りそうな小さくありふれた品は、多少色褪あせている。

　無理もない。

　彼がこれを持ち歩いているのは数年前から──あの地下書庫で、己おのれが『真理への道』と名付けた本を見つけたときと同時期なのだ。

　あのとき、確たしかに彼はあの本から『真理の解かい』に繋つながる手がかりを得た。だが、運命はまだ彼に幾いくばくかの時を待つことを課した。

　時期が来ていない──それが、述が今日まで『真理の解』を手に入れられなかった理由だ。この「時期の束そく縛ばく」は彼をしても越こえがたく、数あま多たの人間を挫ざ折せつさせた理由の一つでもある。

　これまでの歴史において、異い界かい図書館以外にも『真理の解』の存そん在ざいを知り、手に入れたいと願った者は多い。「真理」という甘かん美びな囁ささやき、あらゆる問いに答えるという蠱こ惑わく的な響ひびき、それは多くの人間を魅み了りようし、誘さそってきた。

　だが多くの人間は「時期の束縛」の憂うき目にあい、手に入れることは叶かなわなかった。

　いかに手がかりを得てその存在に肉にく薄はくしようと、その生しよう涯がいが『真理の解』の出しゆつ現げん時期と重ならなければ、何の意味もないのだ。

　ゆえに、述は来きたるべき“〝時”〟を待った。

　そして今、この“〝時”〟を迎むかえている。

　しかし、それは彼一人に限かぎったことではない。

　今は仇きゆう敵てきに等しい異界図書館も、友である統馬も、何より読破もまた──同じ時を迎えている。

　だからこそ弟は今こうして立ち塞ふさがっているのだ。

「いずれ見つけるのはわかっていたけど……少々早いな」

　苦く笑しようしながら見つめる小さな紙は、夕ゆう闇やみに染そまる公園の中で穏おだやかな光を放っていた。

　この紙と『真理への道』に付けた付箋は、いわば一心同体──片かた方ほうに変化があれば、すぐに述が確かく認にんできるようになっている。読破の動向の監かん視し用として紙を持ち歩いていたが、もう必要ないだろう。

「バイバイ……」

　共に過すごした年月を思い、述は紙を宙ちゆうに投じた。その途と端たん、幻げん想そう的な緑の炎ほのおに包まれ、紙は燃もえ尽つきていく。

「さて、と」

　述は立ち上がり、星の出始めた空を見上げた。

「しかし、弱ったな。もう少し時間がかかると思ってたのに……誰だれか加か勢せいしたかな？　統馬か……いや、ないな、うん。スイーツ食べてたし」

　自身の他人の本ほん質しつを見み抜ぬく力を抜きにしても、統馬の行動パターンなら大体想そう像ぞうがつく。先ほど奢おごらされた友人は、専せん門もん外の仕事は極力やりたがらないし、専門の「回かい収しゆう」であってもよほど気が向かないと動かない。

　たとえ自分以外に人材がいなくても、とりあえずひとしきりごねてからやるタイプだ。かつての同どう僚りようであり、パートナーとして仕事をしていた述は、それを誰よりも理解……というか、犠ぎ牲せいになっていた。

「……となると、特とく務む班はんの『鑑かん定てい』専門か、鑑定部の精せい鋭えい……いやいや、もしかしたら、あの娘こかな？」

　意い識しきせずに唇くちびるが綻ほころび、あの野や暮ぼったい黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけた少女の姿を思い浮うかべる。

　何な故ぜか自分の構こう築ちくした“〝ストーリー”〟に干かん渉しようし、結末にさえ影えい響きようを及およぼす少女。

　今度もまた、彼女の仕し業わざだろうか。

　だが、読破に想定外の存在が味方するように、自分にもまた予期せぬ力が舞まい降おりている。

「ＰＨＡＮＴＯＭ」のマスターから受け取ったあの本を小こ脇わきに抱かかえ、述は公園を出た。そのまま学園から遠ざかる道を選び、最も近い繁はん華か街がいへ向かう。

　生来徒歩での移い動どうを好む彼は、今日もまた変わらずに己の姿し勢せいを貫つらぬく。

　だが、変わらぬ彼に対し周囲は刻こつ々こくと変化していく。

　いつしか陽光の残ざん滓しは完全に駆く逐ちくされ、彼の纏まとう黒衣と同じ漆しつ黒こくが世界を支し配はいした。その中で光る人工の灯ともし火びもまた、彼が身につける銀の煌きらめきとどこか似にている。

　とはいえ、述の周囲を彩いろどるけばけばしいネオンの光は彼には似合わない。

　ゆえに、彼は闇やみを求めた。

　繁華街の一角にある雑ざつ居きよビル、その地下へと舞い降りる。

　その場所も本来なら夜の華はなとして街に彩りを添そえる店だ。もっとも今は営えい業ぎようしておらず、椅い子すやテーブルといった客をもてなすためのものも全て撤てつ去きよされている。一いち応おう電気系けい統とうは生きているが、電灯をつけても部屋は薄うす暗ぐらいままだ。

　いずれはオーナーがまた別の店を始める予定らしいが、今のところその兆ちよう候こうはなく、寂さびれたままだ。管理も甘あまく、縁えんも所縁ゆかりもない述が出入りできる。

　もっとも、彼はこの場所に愛着があるわけでも、馴な染じみの客であったわけでもない。ここを訪おとずれた理由は、単に人気がないこと、そしてかつてのレジカウンター跡あととおぼしき場所に、未いまだにちゃんと繋つながる電話が残されているからにすぎない。

　述が受話器を取って目的の相手にかけると、若わかい女じよ性せいの声が応じた。

「ただいま留る守すにしております。発信音の後に、ご用よう件けんをどうぞ」

「あらら、間の悪い。良作ってのは、やっぱり作家と編へん集しゆうの二人三さん脚きやくが大事だと思うんだよね」

　珍めずらしく愚ぐ痴ちを零こぼした相手は、彼の担たん当とう編集だ。

　自由気ままに生き、一見世せ俗ぞくの雑事とは無関係に見えるこの青年でも、多少他人との繋がりはある。数あま多たの“〝戒かい書しよ”〟の知識を持ち、さらに作家として新たな“〝戒書”〟を創そう造ぞうすることすら可か能のうな異い端たん作家の力は、多くの人間にとって垂すい涎ぜんの的だ。

　彼の電話の相手は、そうした彼の作家としての力を必要とする組そ織しきの人間であり、担当編集として最も彼と関かかわり合いが深い者でもある。

　とはいえ、留守ではしょうがない。無機質な発信音の後に、述は伝えたかった言葉を口にした。

「本は受け取った。依い頼らいはいずれ引き受けるよ。僕ぼくが生きていれば」

　最後の部分は儚はかなげに呟つぶやき、述は電話を切った。

　深く息を吐はき、神しん妙みような顔つきで左手に持っていたあの本を見つめる。

　担当編集から託たくされたそれは、おそらくは彼女の属ぞくする組織が入手したものだろう。もっとも手に余あまったために述に委ゆだねたに違ちがいない。あるいは、このままの姿すがたで放っておくのが最も望ましいことなのかもしれない。

　だが、述はあえてその本の真の姿を取り戻もどすべく動いた。

　まずは愛用の羽根ペンを走らせ、表紙全体に「解」という漢字をアレンジした文字を大きく描かく。

　彼の行使する文字の力、漆黒の羽根ペンの力が合わさり、戒いましめは解とかれた。

　本の表面が淡あわい光を放ったかと思うと、それまで一いつ切さいの隙すき間まなく貼はり付いていた護ご符ふとも札ともつかぬ紙が、独ひとりでに剥はがれ落ちていく。

　全ての戒めが解かれたとき、そこにはくすんだ灰はい色いろをした古書があった。

　そしてそれは、述の左手の中で見えざる手によって開かれていく。

　その刹せつ那な、再ふたたび羽根ペンが走った。

　開かれたページ、そこに向けて恐おそるべきスピードで何やら呪じゆ術じゆつめいた文字をひたすら書き込こむ。すでにページには元々書き込まれていた横書きの文章が存そん在ざいしているが、述は気にも留とめずに作業を続ける。

　それはこの魔ま人じんとも呼よばれる青年を以もつてしても、過か酷こくな作業だった。

　いかなる理由からかその瞳ひとみは固く閉とじられ、額ひたいには大おお粒つぶの汗あせが噴ふき出している。それでも彼は手を止めず、何と本の全てのページに自分の文章を上塗ぬりしてしまった。

　かかった時間はせいぜい二、三分──彼が時折見せる“〝超ちよう絶ぜつ速記”〟の真しん骨こつ頂ちようとも呼べる所業だが、それでも本人にとってはギリギリの時間だった。汗も拭ぬぐわず、喘あえいだ声で彼は言う。

「何とか間に合った。さて……お出ましかな？」

　再ふたたび閉じられた本にそう呼びかけると、それは突とつ如じよ彼の手から飛び上がり、数メートル下の床ゆかに落ちた。

　その瞬しゆん間かん、薄うす暗ぐらい地下に光が満ちる。

　光に閉ざされた視界が晴れた後、述は本の傍そばに佇たたずむ人ひと影かげを見た。長身の述を上回る背せ丈たけの主の影が地を這はい、この場所をいっそう濃こい闇に染そめる。

　同時に、空気も変わった。

　急速に温度が下がり、息苦しくなる。そして、闇が密みつ度どを増ましていく。

　そこに立つのが述でなければ、不ふ可か視しのプレッシャーに圧あつ倒とうされてその場に座すわり込んでいるだろう。

　今はこの地下室のみに留とどまっているが、一ひと度たび外に出ればおそらくこの繁はん華か街がい全すべての人間がそうなっても──いや、死んでもおかしくない。

　そんな存在に、述は満足げな微笑ほほえみを向けた。

「成功か。苦労した甲か斐いがあったよ。読破にもお礼を言わなくちゃね」

　──お前は、何者だ？

　低く昏くらい声で、それは言った。聞けばそれだけで体が凍こおりつく──そんな声だ。だが述は動じない。

「月詠述。これから、君を使し役えきする者さ」

　──使役？　人間は変わったな。そういう発想ができるようになったか……だが、傲ごう慢まんは死に繋がる。

「いいね、それ。死ぬぐらいでないと、僕が苦労した意味がない。始めようか」

　不ふ敵てきに笑い、述は影の前に立った。

　圧倒的な威い圧あつ感を前に、述は羽根ペンを構かまえる。

　相手が動いた。

　述もまた。

　片かた方ほうは相手の死を、片方は相手の使役を求め、互いに死力を尽つくす。

　交こう錯さくした二つの体は、やがて片方だけが崩くずれ落ちた。

　他ほかに誰もいない地下の中、ただ勝者の声だけが響ひびき渡わたる。

　珍めずらしく肩かたで息をする青年は、拳こぶしを握にぎって快かい哉さいをあげた。

「僕の勝ちだ。それでは最初の命令──少しだけ、読破を足止めしてくれ。気づく前にね」





　パソコンが図書準じゆん備び室しつで解かい読どく作業を淡たん々たんとこなす中、綴は準備室を出ていた。

　読破の方は準備室に残り図書部長としての職しよく務むに励はげんでいるが、あいにく綴が手伝う余よ地ちのあるものはなく、図書部員としても異い界かい司書見習いとしても今は暇ひまな身だ。

　貸かし出し用のカウンターにもすでに睦むつ美みがおり、利用者も少ない今は手伝う必要もないだろう。適てき当とうに借りたい本でも探さがして、香か奈なの部活が終わるまでの時間を潰つぶそうか──などと考えていると、睦美から声をかけられた。

「ねえ、地下で何やってたの？」

「え、あ、それは……」

　言っていいものかどうか、綴は言葉を濁にごした。基き本ほん的に隠かくし事のできない性せい格かくだが、異界司書の守しゆ秘ひ義ぎ務むを遵じゆん守しゆする気持ちはある。もっとも、気持ちは中々現実に追いついていかない。

　これが読破なら「別に」とか「君には関係ない」で軽くあしらうのだろうが、あいにく自分には無理な相談だ。

「えっと……お仕事、です」

「そう……部長と二人で探し物？」

　表面上はいつものクールビューティーだが、その言葉の裏うらには例によって女の情じよう念ねんが渦うず巻まいていた。睦美にとっては、綴の仕事内ない容ようなどはどうでもいい。しかし、密室で読破と二人きりでいたというのは見み過すごせない。しかも、読破との大切な場所であるこの図書館とくれば尚なお更さらだ。

　綴は回答次し第だいでは恐おそろしいことになると察知し、周囲を見回して助けを請こう。だが頼たのみの綱つなの読破は準備室にこもりっきり、利用者もカウンターを訪おとずれる様子はない。

「あ、あのですね……探し物と言っても、すぐに見つかったんで、別に……」

「別に……何？」

　むしろ笑っているように見えなくもない表情だけに、余計に怖こわい。

　綴は全頭ず脳のうを駆く使しし、何とかこの状じよう況きようを回かい避ひしようと試みる。まずは話題を逸そらすため、咄とつ嗟さに睦美が食いつきそうなネタを振ふる。

「そ、そういえば、先せん輩ぱいって一人暮ぐらしなんですかね？　広いお家なのに……」

　自分的には起死回生の質しつ問もんだったが、睦美は予想外の反はん応のうを示しめした。氷の微び笑しようが崩れ、驚きよう愕がくの相が顔を覆おおう。

「……行ったの？　部長の家……」

「え？」

「私もまだ行ったことないのに……」

　──あ、どうしよ……。

　墓ぼ穴けつを掘ほってしまい、綴は頭を抱かかえた。前より確かく実じつに悪くなった状況に、最も早はや逃にげ道はない──かに見えたが、事じ態たいは意外な方向を迎むかえる。

　睦美はカウンターから身を乗り出し、綴の小さな手を両手で掴んだ。

「ど、どんなだった？」

「はい？」

　いきなり弾はずんだ声で訊きかれ、綴は拍ひよう子し抜ぬけした。

「だ、だから、どんなだって訊いてるのよ、部長の家……」

「はあ……」

　どうやら、自分の質問は予想外の効こう果かを得たらしい。愛いとしい者の私生活を知りたいという好こう奇き心しんは、嫉しつ妬と心すら抑おさえ込んだようだ。

「どんなって言われても……私も玄げん関かんと先輩の部屋しか行ってないし……」

「ぶ、部長の部屋……！」

　頬ほおを紅こう潮ちようさせ、睦美は身をのけぞらせた。恋こいする者の業ごうと言うべきか、読破の部屋という響きだけで迫せまるものがあったらしい。ちょっと荒あらい息のまま、彼女はさらに詳しよう細さいを尋たずねてくる。

「で、どんなだったの？　部長の部屋」

「えと……広かったですね。本がいっぱいあって、ちゃんと整理整せい頓とんされてました」

「なるほど……予想通りね。そうでなくっちゃ……！」

　自分の予想が的中したのが嬉うれしいのか、睦美はご満まん悦えつだ。しかしそれはあくまで予定調和、やはり未知の領りよう域いきが気になってくる。

「それで、他ほかはどんな感じ？」

「う～ん、特になかったですね。後は机つくえとベッドだけって感じで……」

「あら、そうなの？　何か芸げい能のう人じんのポスターとか貼はってなかった？　もしくは女性の写真とか……」

「そんなのなかったですよ。大体、先輩のイメージと合わなくないですか？」

　もっともな発言に、睦美も興こう奮ふんしがちだった自分を戒いましめる。

「それは確たしかにそうね。でも、そうなると相変わらず手がかりなしか……色々参考にしようと思ったのに……」

　ブツブツ今後の戦せん略りやくを再さい考こうする睦美を見て、綴はあらためて彼女の想おもいの深さを再さい認にん識しきした。人間、恋が絡からんでくると見み境さかいがなくなるうえに、大分性格も変わってくるらしい。

　何にせよ、助かったには違ちがいない。

　ホッとしながらその場を離はなれようとしたが、まだ質問を終えていない睦美に捕つかまった。

「あ、ちょっと待って、他に何か変わったところってなかった？」

「いえ、別に……あ、コーヒー美お味いしかったです」

「……ってことは、部長の淹いれたコーヒーを飲んだってこと？」

　──あちゃ……。

　まずかったか、と思ったが幸運は続き、睦美は咎とがめることなくさらに突つっ込んだ内容を訊いてくる。

「どんなコーヒー？　銘めい柄がらは何？」

「そう言われても……」

　さしてコーヒーに詳くわしいわけでもない綴には、答えられるはずもない。ちなみに読破が自じ宅たくで愛飲しているコーヒーは、彼が行きつけの店で買うオリジナルのブレンドである。

「もう、使えないわね」

　苛いら立だちを隠かくせない睦美。

　おそらくここで聞き出した情じよう報ほうを元に、読破に自分で淹れたコーヒーを差し入れしようと考えていたに違いない。

「じゃあ、味はどんな感じ？　あと香かおりは？」

「えっとぉ……」

　そう訊かれても、綴に答えられるはずもない。あやふやな舌したの記き憶おくなど、すでにおぼろげだ。単たん純じゆんに「おいしくていい香りでした」と答えたいが、睦美を見る限かぎりそんな回答は許ゆるされそうにない。

　どう答えたものか悩なやんでいると、おとなしそうな男子生徒がカウンターにやってきた。

「すいません、この本借りたい……」

　キッと睦美に睨にらまれ、その生徒は要求を取り下げた。

「あ、や、やっぱりいいです……」

　危き険けんを感じ、その場を離れようとした生徒だが、それは図書館の主によって引き止められた。

「待ちたまえ。本を借りたいんじゃないのか？」

　その声に睦美達がハッと振ふり向くと、準じゆん備び室しつから出て来た読破が立っている。

「あ……そうです。これ……お願いします」

　おずおずと差し出された文庫本と貸かし出し用のカードを受け取ると、読破は瞬しゆん時じにリーダーで両方のバーコードを読み取り、本とカードを手て渡わたす。

「どうぞ。貸し出し期き限げんは二週間後だ。きちんと守るように」

「はい、どうも……」

　軽く頭を下げて生徒がその場を去ると、読破は睦美達の方を向いた。心なしか、若じやつ干かん厳きびしい顔をしている。

「どういうことだ、これは？　四六時中無言でいろとは言わんが、利用者が来ているのに、おしゃべりに夢む中ちゆうか？」

「す、すいません……」

　睦美は見ていて切なくなるぐらい身を縮ちぢこませ、頭を下げた。彼女にとって、読破に叱しつ咤たされるとは、それほどのことなのだ。

「君一人に任まかせきりな私も悪いが、以後気をつけたまえ。君もな」

　最後の言葉が自分に向けられたことに気づき、綴はビクッと体を強こわ張ばらせた。睦美のとばっちりを受けた格かつ好こうだが、会話が一人では成立しない以上、責せき任にんはゼロではないだろう。

「は、はい、気をつけます……」

「よろしい。ところで、友達の方はいいのか？　ぼちぼち閉へい館かん時じ刻こくだから、部活も終わるだろう？」

「あ……そうでした。じゃ、私、失礼します」

　綴は慌あわてて駆かけ出し、親友の下もとへと急いだ。その足取りを見て、読破がポツリと呟つぶやく。

「あれはまた途と中ちゆうで転ぶな……」

「……ですね。あの部長、お仕事は終わったんですか？」

「ああ、一いち応おうな」

　先ほどようやく解かい読どく作業の終しゆう了りよう画面が表ひよう示じされ、読破も一息ついたところだ。

　仮かりにも本一冊さつ分の内ない容よう、さらに複ふく数すうの結果が出るため、その量はかなりのものだ。最悪の場合、その中に求める解答がまったくないというケースもあるが、今はとにかくこの解読結果を確かく認にんしてみるしかない。

　異い界かい図書館製せいのソフトだけあって、解読された文章はきちんと日本語の体てい裁さいをなしているが、それでもすぐに内容が読み取れるようなものではなかった。

　内容はおそらく誰だれかが記した日記の類と思われるが、文芸畑の人間なのか、暗あん喩ゆや妙みように考えさせる言い回しが多い。

　ざっと目を通して時間がかかりそうなことを予想すると、とりあえずデータをＣＤ─Ｒにバックアップしておいた。ここから先は機械の力は借りられず、自分の力でやるしかない。

　続きは自じ宅たくに持ち越こしとなった時点で、読破は準備室を出てきたのだった。

「……さて、そろそろ閉館処しよ理りに入るか。二階の戸と締じまりをしてくる」

「はい……あ、私は一階をしておきます」

　二人はいつものように手早く作業を済すませると、再ふたたびカウンター前で落ち合った。後は裏うら口ぐちから出て鍵かぎを閉め、用よう務む員いん室にその鍵かぎを預あずければ終わる。

　並ならんで用務員室に向かって歩いていると、睦美は綴に訊きいた内容を読破にもぶつけてきた。

「……地下に行ったり、ずっとパソコンつけられたりしてましたけど、何かお仕事をされてたんですか？」

「ちょっと難むずかしい仕事をな。他にやれる人間がいれば早く済むんだが、上に問い合わせても、どうやら皆みな手が空いてないらしい」

　専せん門もん外がいの仕事だけに、口調には少々元気がない。かなり高度な「鑑かん定てい」のスキルも有する身とはいえ、やはり本ほん職しよくの一流と比くらべると、やや力不足は否いなめないのが現げん実じつだ。

「よくわからないけど、大変ですね。楠くす本もとさんって、役に立ってるんですか？」

「……難しいところだな。いないよりはまし、猫ねこの手よりは若干上、幸運には恵めぐまれている、といったところか？」

　評ひよう価かしているのかいないのかよくわからない言葉だが、実じつ際さい読破の中でも彼女の評価はイマイチよく定まっていない。兄がやたらと興きよう味みを示しめしているようだが、正直、その理由もよくわかってはいない。

　だがあえて言えば今日地下書庫で起きた出来事──あれが、もしも自分が口にした力によるものだとしたら──

「……どうかなさったんですか？」

　心配そうに顔を覗のぞき込む睦美に、読破は現実に引き戻もどされた。

「いや……別に。思い過すごし……だろうな。基き本ほん的に、彼女はまだまだ未み熟じゆくだ」

「はあ……でも、少しは成長してるんですよね？」

「それなりにな。が、いないと困こまるというほどでもない。君の方がずっといないと困る」

　あっさり言われた衝しよう撃げき発言に、睦美は頬ほおを紅あかく染そめた。

「そ、そんなこと……ほ、本当にそう思ってます？」

「ああ。君がいなければ私は仕事に集中できないし、図書館だって閑かん古こ鳥どりが鳴くかもしれん。感かん謝しやしてるよ」

　心のこもった言葉に、睦美は俯うつむいてモジモジするだけで何も言えない。あくまで補ほ佐さ役としての実務を労ねぎらわれているだけなのはわかるが、それでも、こうして二人きりのときに言われるのは嬉うれしい。

「最近、どうも仕事が立て込んでるからな。君にも色々と迷めい惑わくをかけてるし、そのうちきちんと埋うめ合わせをしなくてはならんな」

　以前綴に迫せまられたことが堪こたえたのか、読破も気の利きいたことを言う。

　それによって、睦美も今ならイケると確信し、いつもより少し踏ふみ込んでみる。

「じゃ、じゃあ……お仕事が終わったら、こ、今度のきゅ、休日……付き合ってもらえますか……？」

「別に構かまわんが、何するんだ？　また小説の感想か？」

「それもありますけど……その、研究のために一いつ緒しよにえ、映えい画がとか行ったり……つ、ついでに食事とか……」

　ゴニョゴニョと普ふ段だんの彼女では考えられない口調だが、読破は首を少し傾かしげただけで、特に気にせず、

「わかった。手が空けば行こう」

　とあっさりと睦美が提てい示じしたデートプランを呑のむ。

「そ、そうですか……！　じゃあ、待ってます……」

　そのはにかんだ笑えみは、おそらく学園の男子の三分の二を超こえる数のハートを射い貫ぬいただろう。もちろん稀け有うな例外である読破は、そんなに映画が見たかったのか、などとトンチンカンな感想を抱いだいている。

「それじゃ帰るか」

「はい！」

　恐おそろしく上じよう機き嫌げんな睦美を伴ともない、読破は鍵を用務員室に預けてから家路についた。

　帰路の途と中ちゆう、ふと睦美が思い出したように尋たずねる。

「そういえば、明日ってＰＴＡの集まりで部活も中止でしたね。図書館もいつもより早く閉しめないと……」

「そうだな。私も忙いそがしいだろうし、ちょうどよかった」

「そうですね……あ、部長のお母様とかは、ああいう集まりには来られるんですか？」

　悪気のまったくない問いに、一いつ瞬しゆん読破の顔が硬こう直ちよくする。だがすぐに元の彼に戻り、逆に睦美に尋ねた。

「いや、最近はな。君の家はどうだ？」

「……来てますよ。でも、あんなの上辺だけです」

　露ろ骨こつな嫌けん悪お感の混じった言葉に、読破は自分の質問を少し後こう悔かいした。睦美の母親は教育熱心で知られ、ＰＴＡでも重じゆう職しよくについているが、家では一人娘むすめとほとんど会話がないそうだ。夫とも不仲で、睦美にとって家はあまり居い心地ごこちのいい場所ではなかった。

　昨日睦美が家族との食事に気が進まなかったのも、読破のことだけではなく、そのことも大きく影かげを落としているだろう。

　これまでの付き合いからそのことは充じゆう分ぶんわかっていたのに、読破はその傷きずに触ふれてしまった。

「あ、気にしないでくださいね？　子こ供どもの頃ころからずっとそんなで、もう慣なれてるし……」

「…………」

「でも、兄弟とかいたら、もっと違ちがってたのかな、とか思うこともあるんです。お兄ちゃんとか、弟か……もし親と仲が悪くても、兄弟だったら色々話せそうだし……」

　無む邪じや気きで残ざん酷こくな問いに、読破は曖あい昧まいに微び笑しようした。

「そう……かもな」

「あ、やっぱり部長もそう思いますか？」

「……まあ、な」

「そうですよね。きっと楽しいだろうな……辛つらいときも傍そばにいて、お互たがいわかりあえて……」

　熱に浮うかれたような言葉に、読破は何も返さない。睦美は彼の顔がどんな表ひよう情じようを刻きざんでいるのか知らぬまま、別れの場所まで辿たどり着いた。

「じゃあ、また明日」

「ああ。気をつけて帰れ」

　睦美と別れ、読破の周囲から人の気配が消えた。すでに人気のない裏うら通どおりは抜ぬけているのに、何な故ぜか今日は人通りが少ない。

　あともう少しで自じ宅たくに着く中、彼の心にはさっきの睦美の言葉が蟠わだかまっていた。あれを一人っ子の幻げん想そうと切り捨すてるのは容易たやすい。しかし、こと己おのれに限かぎってはけしてそうではなかった。

　兄は、ただ一人血を分けた兄は、いつだって傍にいた。何を考えているのかも、誰よりも理り解かいしていたつもりだ。だが、今は誰よりも遠くにいる。彼が何を考えているか、何を求めているのか──理解できない。

「わかりあえる、か」

　それを遠い日の幻まぼろしと閉とじ込めようとしたとき、先日の光景が脳のう裏りに甦よみがえった。

　図書館を訪おとずれた兄──あれは、ただの気まぐれだったのか。

　述のことだ、自分がのこのこと顔を出せばどうなるか知り尽つくしていたはずだ。それなのに、あえて顔を出した。それに意味があるとすれば──どんな意味があるのだろう。

　挑ちよう発はつ、冷やかし、様子見──どれもが含ふくまれていそうだが、けして核かく心しんではない気がする。あれもまた彼の構こう築ちくするストーリーの一部であれば、それはどのような役やく割わりを果たす？

「兄さんも『真理の解』は手に入れていない。だが、もし先に手に入れられて読まれれば──待てよ」

　最悪の展てん開かいの先に、図書館を訪れた兄の姿すがたが甦る。

　彼は言った。

　僕ぼくはあの本を求めている、と。

　あの言葉に偽いつわりはない。幼い頃から共に過すごした自分は、それが事実だと誰よりもわかっている。

　だとすれば──何故わざわざ現れた？

「……母校訪ほう問もんの理由は……別？　だとすれば……」

　兄の言葉とこれまでの行い、そして、自身が知る姿。

　それらを重ね合わせていくと、全すべての大だい前ぜん提ていとも言える内ない容ようが脳をよぎる。

「兄さんは私達の先を行っている……そして時間と技ぎ術じゆつもある。となれば……まずいな……！」

　元々圧あつ倒とう的に不利な状じよう況きようが、ここにきてさらにその度合いを増ました。

　さらに閃ひらめきはより最悪な事じ態たいを想定させる。

　直感か、はたまた兄弟の絆きずなか、ここにきて読破は述の意図に肉にく薄はくし始めた。これまでの戦いの軌き跡せきが甦ると同時に、神の視し点てんで己を操あやつる作家のもう一つの目的を悟さとった。

「目的は……やはり二つか。だが……どうする気だ？　異い界かい図書館以外となると……」

　新たに取るべき対たい応おうを思い、読破は携けい帯たい電話でまず上司の統馬に連れん絡らくを取った。

　リダイヤルボタンを押し、統馬に繋つながるのを待つ。

　そのとき、眼がん前ぜんの夜道に見知らぬ影かげが立っていることに気づいた。

　まだ距きよ離りがあるため、その姿は完全には確かく認にんできない。しかし、距離と関係なく叩たたきつけられる鬼き気きに、読破は相手の正体をある程てい度ど感じ取った。

　今まで幾いく度どとなく感じた気配──この世のものではない、異界の存そん在ざいのもの。しかし、今こ宵よいのそれはあまりに強きよう烈れつすぎた。敵てき意い、悪意、殺意──そんな負の感情を凝ぎよう縮しゆくし、純じゆん度どを損そこなうことなく読破にぶつけている。

　常じよう人じんならそれだけで何らかの精せい神しん異常を来きたすかもしれない。そんな相手に読破が平然としていられるのは、単なる精神力以上に、その気配にどこか覚えがあるからだ。

「……刺し客かく、というわけか。私が気づくのも予想のうちか、兄さん？」

　呟つぶやきを夜の闇やみに流したとき、長く尖とがった爪つめを持つ禍まが々まがしい手が彼の頭を掴つかんでいた。

　──いつの間に？

　対応不能の超ちよう高速は、今までの敵とはレベルが違ちがった。

　咄とつ嗟さに黒本を放つが、それはもう一つの手にあっさりと掴まれた。

　動かない。

　必殺の武ぶ器きもそれを繰あやつる右手も、信じがたい膂りよ力りよくの前に完全に押おさえ込まれている。

　そして、冥めい府ふから響ひびくかの如ごとく、昏くらく低い声が彼を常とこ世よに誘さそう。

　──眠ねむれ。

　頭を掴む手から凍いてつくように冷たい光が発せられ、額ひたいを貫つらぬいた。

　それは、抗あらがいようのない完全なる闇の力だった。

　黒本が手から零こぼれ落ち、全身から力が抜けていく。

　最後まで抵てい抗こうを示しめした脳は、視界を防ふせぐ指の隙すき間まから、敵の姿を網もう膜まくに刻きざみ込んだ。

「お前……は……！」

　その姿は、かつて斃たおした敵にあまりにも似にていた。

　自分を上回る長身と、ゲルマン系けいの端たん整せいな顔立ち。かつての敵は長ちよう髪はつ、こちらは栗くり色いろの短髪と顔立ちも含ふくめ若じやつ干かんの差異はあるものの、その出自を示すような獣じゆう毛もうに覆おおわれた下半身は見間違えようがない。

　しかも、その鬼気と力は間違いなくかつての敵を上回っている。

「まさか……！」

　──あの男は“〝フィーア”〟と呼よんだ。

　無む表ひよう情じようで答え、フィーアは手を離はなした。

　読破は声もなくその場に崩くずれ落ち、そのまま目覚めることはない。

　フィーアはそれを無表情に一いち瞥べつし、夜の闇に溶け込むように去っていく。

　かつて読破が対たい峙じし、異界図書館が今なお第一級の“〝戒かい書しよ”〟として追い求める封ふう魔ま録ろくシリーズ。

　その第四巻かん──『フィーア』。

　第七巻『ズィーベン』と共に長らく失われていたそれは、運命の腕かいなによって、一人の魔ま人じんの手に遣つかわされた。

　先人が施ほどこした幾いく重えにも渡わたる封印は彼の手で解とかれ、『封魔録』に封じられた魔物は、以前とは違う完全な、そして最悪な形で甦よみがえってしまった。

　斃れる直前にそれを悟ったものの、すでに読破に為なす術すべはない。一いつ矢しも報むくえない完かん膚ぷなきまでに敗れた彼の傍そばで、ただ携帯電話だけが己おのれの役目を果たすべく、画面を光らせていた。

『真理の解かい』出しゆつ現げんまで──残り三日。



    

  
    
      　第三章　異い界かい連結






「じゃあ、この文から次のページの終わりまで、誰だれかに読んでもらうか。そうだな……月つく詠よみ、読んでくれ」

　水曜日の二限げん目め、そう言って三十代前半の国語教きよう師しは読どく破はの席に目を向けたが、そこは空席だ。授じゆ業ぎよう以外はこのクラスと係かかわり合いがないため、教室に入ってもつい欠席に気づかずにいた。

「おや、月詠は休みか？　珍めずらしいな……」

　教師の声には軽い失望がこもっている。

　それはクラス全員も同様だった。

　普ふ段だんから何かにつけて注目を集める読破だが、こと国語や英語の時間となるとその学年トップの学力のため、とかく授業の中心となる。特に国語の授業の場合、時折教師に当てられて行う教科書の朗ろう読どくは、当てた教師を含ふくめた教室全体の密ひそかな楽しみでもあった。

　すでに読みつくした文章であっても、読破が声を上げて読み上げれば、それは聞く者の心に訴うつたえる朗読劇げきと化す。

　一いつ切さいの淀よどみなく澄すんだ声で滔とう々とうと謳うたわれる地の文、作者並なみ、いや時には著ちよ者しや以上の深い理解を以もつて語れる登場人物達の言葉、そしてプロの声せい優ゆうクラスの声の演えん技ぎは、たかだかわずかな部分の朗読であっても聞く者の心を打つ。

　常つね日ひ頃ごろ芸げい術じゆつ的な読書を行う少年は、文章を声に出して読み上げても他人を魅み了りようしてしまうのだ。

　以前現代文の一部を読み上げたときなどは、ちょっと涙なみだぐんだ隣となりの席の生徒に「ここまで俺おれの心を震ふるわせたのは、フランダースの犬の最終回以来だ……！」と言われたり、教師にも「先生、今日初めてこの教材を本当に理解できたよ……」などと言われたりした。

　さらには放送部からもオファーがあり、昼の放送で朗読劇をやってくれ、いや、いっそ文化祭で公演してくれ、とまで言われたこともある。

　もちろん読破は丁てい重ちように辞じ退たいしたため、今のところ彼のプチ朗読劇を聞けるのは、クラスメイトと国語担たん当とうの教師に留とどまっている。クラスメイトにとっては、授業中という基き本ほん的に窮きゆう屈くつで退たい屈くつな時間におけるわずかな娯ご楽らくのため、毎回読破が当てられるのを楽しみにしている者がほとんどだ。教師にしても、ついつい読破を当てる傾けい向こうとなってしまうほどだ。

　しかし今日は──彼がいない。

　皆かい勤きん賞しよう、というわけではないが、欠席は珍しい。まして担たん任にんにも何の連れん絡らくも入れていないとなると、クラスメイトも首を傾かしげざるをえない。

「仕方ないな……じゃあ、隣の霧きり島しま読んでくれ」

　少々残念そうな国語教師の声で、とりあえずその場は収おさまった。だが月詠読破がいない、という波は紋もんはより彼の影えい響きよう力の大きい場所で広まっていくこととなる。





「あれ、先せん輩ぱいいないんですか？」

　放課後、図書準じゆん備び室しつを訪おとずれた綴つづるがそう尋たずねると、自分の机つくえでボーッと天てん井じようを見上げていた司書教きよう諭ゆの氷ひ室むろ真ま由ゆは頷うなずいた。

「んー、そうみたいね。おかげでこっちもデスクワークよ。あーめんどい。しかしおかしいのよね……前も休むことあったけど、必ず私に『学校を休むのでちゃんと仕事して下さい』って失礼なメール寄よ越こすのに……」

「はあ……先輩らしいですね」

　おそらく、自分のいない図書館が心配で仕方ないのだろう。失礼なメールというより、業ぎよう務む連絡といった方が正しい。

「でも何で休んだのかしら……？　あなた、何か聞いてない？」

「いえ……私は何も」

　すまなそうに頭を下げ、綴は準備室を出た。真由が駄だ目めとなると、やはりここは読破の代わりにカウンターに立つあの少女しかいない。

「あの、先輩どうして休んでるんですか……？」

　綴の質しつ問もんに、睦むつ美みは心配そうな顔をしつつ首を振ふった。

「私も何も聞いてないわ。前にも仕事で休むことはあったけど、ちゃんと連絡はあったし……」

　かなり深しん刻こくに心配しているらしく、睦美の表ひよう情じようは暗い。読破との付き合いが長い睦美にとっても、初めての事じ態たいのようだ。もちろん単なる連絡忘わすれという場合もありえるが、彼の性せい格かくからして、これは何か不ふ測そくの事態が起こった可か能のう性せいが高い。

「あなたは何か聞いてないの……？　部長から今日休むとか……」

「いえ、何も……あ、一いち応おう確かく認にんしてみますね」

　綴は鞄かばんから愛用のピンクの携帯電話を取り出し、着信の有う無むを確認した。着信は無し──だが、新着メールが一通来ていた。今日の午前中に来たようだが、学園内では電でん源げんを入れていないため、気づかなかったようだ。

「メール……あ、これって副館長さん……？」

　送信者が送信者だけに、綴は少々緊きん張ちようしながら内ない容ようを確認する。睦美もカウンターから身を乗り出し、緊きん迫ぱくした表情で覗のぞき込む。



　月詠君が倒たおれた。現げん在ざい、君の学校に近い大おお塚つか総そう合ごう病院に入院中。学校が終わり次し第だい、連絡を求む。



「なっ……」

　想そう像ぞうしていた中でも最悪に近い内容に、綴は息を呑のんだ。後ろから覗いていた睦美も、顔が青ざめている。

「ど、どうしよう……」

「あなたが慌あわててもしょうがないでしょう？　まずはその人に連絡を取って、部長の容体を訊きいて、できるなら病院に行くのが先決じゃない？」

「そ、そうですよね……」

　さすがに睦美は綴よりも冷静だ。綴一人ならば、取り乱みだして中々正しい対応に移うつれなかった可能性が高い。

「じゃあ、電話してみます。病院も近いし、行ってみようかな……あ、樹いつき先輩は……」

　綴が尋ねると、睦美は何とも形容しがたい表情をした。それを見て、綴も自分がひどく残ざん酷こくな質問をしてしまったことに気づいた。

　本当は、誰よりも睦美が読破の下に駆かけ寄りたいに違ちがいない。

　だが、それは読破の仕事に踏ふみ込んでしまうことになる。それを、あの少年は望むだろうか。

　何より、彼女には仕事が──いや、彼女自身にとっては使命とでも言うべき仕事がある。

「わ、私は仕事があるからいいわ。先生も部長の代わりをして準備室にいるし、私も……」

「でも……」

「いいから、早く行きなさいよ……！」

　唇くちびるは小こ刻きざみに震ふるえ、美び麗れいな顔立ちは感情の波に揺ゆれている。固く握にぎり締しめた拳こぶしは、ざわめく心を必死に抑おさえ込こんでいる証しよう拠こだ。

「私は、私にできることをするって決めてるの。そう、決めたの。だから……あなたは……行きなさいよ！」

　絞しぼり出すような声に、綴はそれ以上何も言えなかった。ただ、

「様子がわかったら、連絡します……」

　とだけ言い残しその場を去る。あえて自分の後ろ姿すがたを見ようとしない睦美に胸むねを痛いためたが、確たしかに今は自分にできることをやるべきだ。

　まず駆け足で学園の外に出て、統とう馬まに連れん絡らくを取る。電話に出た彼の口調は、いつもより若じやつ干かん硬かたい。

「僕ぼくは今病院の近くにいる。とりあえず、一度来てくれ。病室は五〇五号室だ」

　読破の容体の説明がないことが気にかかったが、疑ぎ問もんは内に抑え込み、綴は病院に向かった。

　大塚総合病院は学園の指定病院であり、健康診しん断だんや予よ防ぼう接せつ種しゆ、保ほ健けん室しつで手に負えない怪け我がや病気の受け入れ先として、まずその名を挙げられる病院である。綴は診察を受けたことはないものの、バスでの通学中にその白はく亜あの建物を見かけるので、場所は知っていた。

　十数分ほどで辿たどり着き、受付にいた四十代とおぼしき女性の看かん護ご師しに面会のことを切り出すと、名前を確認された。

「あなた、楠本綴さんですか？」

「はい、そうです。でも、何でご存ぞん知じなんですか？」

「連絡を受けておりましたから。どうぞ、そこのエレベーターでお行き下さい」

　看護師に促うながされ、綴は最上階の五階へ向かった。

　けして大病院とは言えない個こ人じん病院だが、親からは中々いい病院だと聞いている。その恩おん恵けいに与あずかって、読破も大事ないといいのだが──

　そんなことを思いながら、統馬に言われた五〇五号室の前に立つ。ドア横のプレートから察するに、個室らしい。「面会謝しや絶ぜつ」の立て札は立っていないが、病院独どく特とくの圧あつ迫ぱく感が綴を威い圧あつする。意を決してノックをすると、

「どうぞ」

　という声が返ってきた。統馬の声だ。

「失礼……します」

　おずおずと室内に入ると、まずベッドで昏こん々こんと眠ねむる読破が目に入った。運び込まれたときのままなのか、夏服のシャツとスラックスという制せい服ふく姿だ。

　ベッドの傍そばには上に花か瓶びんが置かれた棚たながあり、そこに黒本も置かれている。さらにその棚の傍には来客用の椅い子すがあり、統馬が座すわっていた。

「やあ、よく来たね」

「……こんにちは。あの、先輩、何があったんですか……？」

「見ての通りさ。眠ってる」

　にべなく読破を指差した統馬に、綴は若干の苛いら立だちを込めて問う。

「だから、どうして眠ってるのかを……！」

「眠ってるんだよ、単にね」

　取り付く島もなく統馬は言う。

　それでも何事か言おうとする綴に、彼はぽつぽつと説明を始めた。

「昨日、月詠君から電話があった。ところが、僕が何を言っても応おう答とうがない。何かあったのかと思って、栞しおりの共鳴で彼がどこにいるか確かめた。場所は自じ宅たく周辺──だが、栞からはそれしかわからない。危き険けん信号もなかった。ということは──」

「別に、危険じゃなかった……？」

「それもなくはないが、もう一つ、危険信号を出す間もなく彼が意い識しきを失った、というパターンもある。気になった僕は、彼の家まで行ってみた。そしたら、この有様だ」

　顎あごでしゃくった先には、眠り続ける読破がいる。

「家の近くで倒たおれてたのを見つけて、そのままこの病院に運んでもらった。ここの院長は知人でね、異い界かい図書館御ご用よう達たしというわけじゃないが、ある程てい度どの融ゆう通ずうは利きく。精せい密みつ検けん査さもしてもらったが、外がい傷しようはなく病気でもない。彼はただ眠っているんだ」

「眠ってる……じゃあ、何で起きないんですか？　睡すい眠みん薬とか、そういうのを飲まされたとか……？」



    

  
    
      「いや、違ちがう。医学的には単たん純じゆんな睡眠状じよう態たいだ。だが状じよう況きようを見れば、間違いなく外部からの強制によるものだろう。その証しよう拠こに──」

　統馬は綴から目を離はなし、読破を見つめた。相変わらず眠り続ける彼だが、その右みぎ腕うでは虚こ空くうに向け、何かを掴つかむかの如ごとく突つき出されている。

「うっ……あ……！」

　低い呻うめきが漏もれ、額ひたいに汗あせが浮うかぶ。その顔は苦く痛つうに耐たえ、足あ掻がく亡もう者じやのようにも見えた。突き出された手は小こ刻きざみに揺ゆれているが、それ以上何の動きも見せることなく、結局は再ふたたびダラリとベッドに落ちる。

　読破の顔もまたさっきの寝ね顔がおに戻もどるが、今の様子を見る限かぎり、とても安息の眠りについているようには見えない。

「──この通り、月詠君は起きたがってる。だが、できない。時折こんなふうになるが、今のところは起きられそうにない」

「そんな……でも、誰がこんなことを？」

「……こんなことをできる敵てき、そして月詠君が太た刀ち打うちできなかったことを考えると、今のところ一体だけだ。『封ふう魔ま録ろく』シリーズ第四巻かん『フィーア』。当時の文ぶん献けんによれば、それはいかなる存そん在ざいをもけして目覚めない“〝眠り”〟につかせた。そう記き述じゆつされてる」

「封魔録……？　それって前に先せん輩ぱいがやっつけた奴やつですよね？　まだいたんだ……でも、何でこんな……前はやっつけられたのに……」

　綴の疑ぎ問もんにも一理ある。

　確たしかに、第二巻“〝ツヴァイ”〟は読破によって斃たおされ、今はその身を完全に封じられて異界図書館の蔵ぞう書しよとなっている。強敵だったには違いないが、それでも彼が一いつ矢しも報むくいることなく斃れたとは信じがたい。

「君の言いたいこともわからなくはないよ。だが、フィーアはツヴァイとは違う。おそらく、中ちゆう途と半はん端ぱな状況ではなく完全に復ふつ活かつしているだろう。だからこそ月詠君もやられた」

「あ、なるほど……確か、六人の人間に読ませないといけないんですよね？　でも、前みたいな騒さわぎあったかな……？」

　以前封魔録が復活しかけた事じ件けんを思い返す綴だが、統馬の方はすでに真相に辿たどり着いている。

　前まえ触ぶれのない完全復活と、読破への襲しゆう撃げき。

　前者は不自然であり、後者は理由がない。七体の──失われたものを含ふくめれば八体の魔物には、同どう朋ほう意い識しきなど皆かい無むだ。

　この二つの不ふ可か解かいな事象を説明し、結びつけるには一人の魔ま人じんの名を浮かべればいい。

　彼の存在を持ち出せば、全すべてが説明できる。

「……月詠君には、しばしご退たい場じよう願ったわけだ。だが、何な故ぜ君が彼をここまで危険に晒さらす？　何が狙ねらいだ？」

　自分にとっては謎なぞの言葉を呟つぶやかれ、綴は首を捻ひねっている。その意味を尋たずねたかったが、今は読破の今後を訊きくのが先だ。

「あの、それで先輩はどうやったら起きるんです？　その、フィーアとかいうのをやっつければいいんですか？」

「いや、斃したところで目覚めはしない。事実は小説より残ざん酷こく、そううまくはいかない」

「そんな……じゃあ、ずっとこのまま……？」

　綴はほとんど泣きそうになって読破を見つめた。

　綺き麗れいな寝顔だ。

　死に顔というには生気に溢あふれ、いつもの顔というには覇は気きがない。

　ただ眠ねむっているだけならば、おそらく死にはしない。フィーアが跳ちよう梁りようしていた時代ならともかく、今は読破の生命を維い持じすることはそう難むずかしいことではないだろう。

　だが、永えい久きゆうに目覚めないとすれば、それは死とどれほどの差があるのか──たとえぬくもりのある肉体を目の前にしたとしても、それが何の反はん応のうも示しめしてくれないのなら、待つ者はどうすればいい？

「……どうしたら、どうしたら先輩は目を覚ますんです？」

「僕らにできることはない。できるのは待つことだけだ。これは“〝眠り”〟という名の呪のろい、それに月詠君が打ち克かつしか方法はない。それに、彼が目覚めなければ困こまったことになる。相手は完全解放の『封魔録』、僕か館長が相手ならともかく、それが不可能な場合は目下のところ月詠君に頼たよるしかない」

　その言葉に、綴はあくまでも任にん務む優ゆう先せんという冷たい印象を抱いだき、小さな怒いかりを覚えた。だがよくよく考えるとおかしい。読破は今、敗北したからこそここで眠りについている。そんな彼に、何を求めるというのか？

「館長の許きよ可かが下りても、月詠君がこの状態じゃな……。『死書』は彼にしか扱あつかえないし」

「……『死書』？」

　初めて聞く書名だが、綴の脳のう裏りには何故か迷まようことなく読破の持つ黒本が浮かんだ。根こん拠きよのない確かく信しんが、彼女にその正体について尋ねさせる。

「それって、どんなものなんですか？　やっぱり“〝戒かい書しよ”〟とか……？」

「まあそう言われるとそうなんだけど、僕もよくわからない。知ってるけど知らないんだ」

　はあ？　と声を出しそうになり、綴は顔を歪ゆがませた。からかわれてるのかとも思ったが、どうやら向こうは本気らしく、

「『一番怖こわい話』って話、知ってる？」

　と真ま面じ目めな顔で訊いてきた。

　とはいえ、怪かい談だんが苦手な綴には答えようもない。怖い経験はあるが、それが最大公約数的なものかというと、甚はなはだ疑問だ。怖がりの自分なら、それこそ暗がりにある全ての物に怯おびえてしまう。

「……だろうね。あくまでも抽ちゆう象しよう的なものだが、怪談の世界ではある意味究極のテーマだ。タイトルは様々なパターンがあるが、中身は大体同じで……」

「い、いいです！、そ、そんなの聞きたくないです！」

　綴は青ざめながら両手をもの凄すごいスピードで振ふった。

　それほど嫌いやなのだ。

　ただでさえ打ちひしがれているのに、これ以上心にダメージは負いたくない。

　しかし統馬はそんな綴に和なごんだ笑えみを見せ、安心させるように言い聞かせた。

「いやいや、別にその話をしようってわけじゃないよ。つまり、この手の話はいかなる題名であれ、大体内ない容ようは同じなんだ。あまりに怖すぎて、誰だれも口にしようとはしない、あるいは怖すぎて聞いた人が皆みな死んでしまって今では知る人がいない──こんな感じだ。僕も子こ供どもの頃ころ『この世で一番怖い話』って触ふれ込こみの怪談を読んだが、後者のパターンで結局その怪談の内容はわからないってオチだった。インターネットで題名を打ち込んで検けん索さくしても同じ、いくら探さがしても話の内容自体には出会えない。怪談を扱あつかうサイトの掲けい示じ板を覗のぞいても、皆僕と同じ状じよう況きようだ。もちろん、『これがその話』と謳うたった話に出会うこともあるが、どう考えても『一番怖い話』とは思えない、結局誰かがでっちあげてるだけだ」

「なるほど……そうですよね、そんな話、あるわけないですもんね」

　うんうんと安心したように頷うなずく綴だが、統馬は神しん妙みような顔つきでこう言う。

「確たしかにそうかもしれない。けど、同じ本ほん質しつを持つ物はある。知る者は皆口を揃そろえて恐きよう怖ふを口にする──だが本当の意味でそれを知る者はいない。それが『死書』さ」

　抑よく揚ようのない口調なのに、綴は何故かぞっとした。

　おそるおそるベッドの方を見ると、横の白い棚たなに黒本が載のっている。いつものように金の鎖くさりで十字に縛しばられてはいるものの、今その戒いましめを見守る主は眠っているのだ。

　ではそれが開かれたとき──何が起こる？

　説明不ふ能のうの底知れない恐怖に身を焦こがしていると、統馬が急に話題を変えた。もう先ほどまでの話はキレイさっぱり忘わすれている。

「……と、話し込んでる暇ひまはなかった。僕ぼくが君を呼よんだのは、別に月詠君を目覚めさせるためじゃなくて、ただ彼の仕事を引き継ついでほしかったからだった」

　素そっ気け無く言い放ち、統馬は綴にＣＤ─Ｒの入ったディスクケースを手て渡わたした。

「何ですか、これ？」

「月詠君が持っていた解かい読どく結果のデータを、さらに解かい析せきしたものだ。人手も時間もなかったから、とりあえず可か能のうな限かぎりハイスペックのコンピュータでもう一度解読をしてみた。多少は解読が進んで、『真理の解』と関連があると思われる部分のみを抜ぬき出し、和わ訳やくもほぼ一パターンに絞しぼられた。だが、それでもまだ完全じゃない。後は君が解読しといてくれ」

「わ、私がですか？」

　思いもかけないことを言われ、綴は目を丸くした。受け取ったケースが、急に鉛なまりに変わったかのように重く感じる。

「そ。フィーアが完全復ふつ活かつし、月詠君がやられた以上、僕はそっちを追わなくちゃならない。他の異い界かい司書は手が塞ふさがってるし、目下のところ君しかいない」

「で、でも……！」

「元々これは月詠君の仕事だ。今回は、彼がバックアップに徹てつして『真理の解』の出しゆつ現げん場所を割わり出し、僕は速すみやかにその場所に行けるよう待機──それが理想的だった。でも月詠君はこんな状じよう態たいだ。なら、君が引き継ぐべきだろ？」

「それは……」

　理り屈くつの上では理解できるが、納なつ得とくはできない。

　読破の代わり──そんな大役が務つとまるだろうか？

　そんな綴の逡しゆん巡じゆんを見抜き、統馬は畳たたみ込むように言う。

「君も聞いてるだろうが、『真理の解』の『回かい収しゆう』は難むずかしい。出現に居い合あわせても、通つう常じようの方法では無理だ。触ふれるのもかなり危き険けんだし、確かく保ほしても通常の『入館』ではおそらく館内に持ち込めない」

「え……どうしてですか？」

「過か去この館長がそのやり方で失敗してる。どうやらその場所から移い動どうさせようとすると、自動的に消えるらしい」

「じゃあ、やっぱり『回収』は無理ってことですか……？」

　読破が斃たおれ、残る統馬すら歯が立たない状況に、綴の顔がいっそう不安げに曇くもる。

　だが、統馬はそう悲観していなかった。少し俯うつむきがちに頭を掻かき、

「う～ん、一いち応おう考えてる手はあるんだ。でも、僕と館長ぐらいしか使えない手だ。だから、さっきも言ったように月詠君にバックアップに回ってもらって、僕が『回収』する予定だった」

「あ……なるほど」

「というわけで、お願い。内容は大分絞り込まれてるし、何とかなると思うよ。僕もできるだけ相談に乗るし、手が空けば他の人間も回そう」

「でも……できません！」

　病室にそぐわぬ大声を出し、綴は俯いた。体を小こ刻きざみに震ふるわせ、無理だと繰くり返し首を振ふる。

「だって、先せん輩ぱいだってこんなになって……私じゃ、私なんかじゃ無理です……！　誰か他の人……」

「甘あまえるな」

　一いつ切さいの感かん情じようが排はい除じよされた言葉に、綴は身を強こわ張ばらせた。眼がん前ぜんの見知った青年が、突とつ如じよまったく違ちがうモノに変へん貌ぼうした気がする。

「できるできないじゃない、やるかやらないかだ。そしてもう一つ、月詠君は斃たおれたが戦ってる。こうしてる今だって、ずっとね」

　椅い子すから立ち上がり、統馬は部屋のドアに手をかけた。出て行く前に、振り向かずにもう一つだけ告げる。

「月詠君が君にどういう指し導どうをしたか、僕は詳くわしくは知らないし、どうでもいい。けど、一つだけはっきりと言えることがある。彼は、君に何もせずに仕事から逃げることなんて、教えていないはずだ」

　それだけ言うと、統馬は部屋を出た。

　残された綴は、縋すがるように読破を見る。

　昏こん々こんと眠ねむる読破は、何も語らない。だがもし起きていたとすれば、何を言うかは想そう像ぞうがつく。

　小さな決意を胸むねに、綴は受け取ったディスクケースを強く抱だきしめた。





　部活の終しゆう了りよう後ご、深ふか津つ香か奈なは親友がいつもの待ち合わせ場所、陸上部の部室近くにいないことに気がついた。

「あらら……何か用事あったっけ？」

　思い返してみるが、特にない。携けい帯たい電話を確かく認にんしても、緊きん急きゆうの連れん絡らくは特に入ってないようだ。

「う～ん、図書館で本でも読んでるかな？　あの娘こよく時間忘わすれるし……」

　親友の読書家ゆえの短所を思い出し、香奈は苦く笑しようした。迎むかえにいくために図書館への道を歩いていると、出入り口前の石いし畳だたみの広場にさしかかったところで、綴が出てくるのが見えた。

「あ、見～つけた」

「香奈ちゃん……」

　浮うかない顔をしていた綴は、親友の姿すがたを見たことでホッとした表情を見せた。

「どしたの、何かあった？」

「ううん、別に……」

　心配させまいと首を振るが、香奈に通じるはずもない。どう見たって、今の綴はおかしい。察するに、何か悩なやみを抱かかえていると見た。

「どうしたのよ、図書館で何かあった？　あ、あの部長さんに怒おこられたとか？」

「え、違うよ……先輩、今ちょっと具合が悪くて休んでて……」

「へえ、そうなんだ」

　そもそも読破の欠席自体を知らない香奈にとっては初耳だ。もちろん、彼の病室を訪おとずれた綴が事情を睦美に伝えるために図書館に戻もどったという事情も、まったくわかっていない。

「じゃあ、何でそんな顔してるのよ？」

「う～んと……先輩がいないから、ちょっと忙いそがしくなる……かも。私も、その……やらなきゃいけないことがあったりして……」

「本当にそう？」

　顔を覗のぞき込まれ、綴は目を泳がせた。

　本当は、何もかも話したい。そして、相談に乗ってほしい。

　しかし、異い界かい司書の守しゆ秘ひ義ぎ務む以上に、ただ一人まどろみの中で孤こ独どくに戦う読破を思うと、何も言えなくなっていた。

　そんな綴の心をうっすらと感じ取った香奈は、それ以上追つい及きゆうせずに綴の頭を撫なでる。

「わかったわ、そーゆーことにしといてあげる。でも無理しないのよ？　アンタ、体力ないんだから」

「うん……」

「あと、ちゃんと寝ねなさいよ？　この前みたく、寝不足で学校来ないこと」

「うん……」

　ようやく綴は笑えみを見せ、香奈に寄よりかかった。

　読破と統馬は、すでに戦いの中にいる。

　形は違えど、今そこに踏ふみ込もうとする綴にとって、この親友のぬくもりが最後のやすらぎだった。





　深いまどろみがもたらすものは、安らぎには程ほど遠とおかった。

　全身を襲おそう倦けん怠たい感と脱だつ力りよく感は、ただその果てにある空くう虚きよな闇やみの恐きよう怖ふだけを感じさせ、二度と目覚めぬ永と遠わの眠ねむり──すなわち、死に限かぎりなく近づくことを意味する。

　全身が動かない中で、ただ一つなおも抗あらがい続ける精神こころでさえ、“〝眠り”〟の誘ゆう惑わくの前に幾いく度どとなく屈くつしかけた。

　今彼が見るうたかたの夢ゆめも、あるいは彼を完全なる眠りに導みちびくための誘いざないなのかもしれない。

　夕ゆう闇やみの中、二つの小さな影かげは重なり合い、その写し身を地に焼きつけている。

　遠い日、もう今となっては記き憶おくの中にしかない幻まぼろしの中で、彼は兄に背せ負おわれていた。

　後年、彼とほぼ同じ長身に成長するとはいえ、当時はまだ年とし端はのいかない子こ供どもの背だ。それでも彼にとってその背は誰よりも広く温かく、頼たよれるものだった。

　──お兄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？　重くない？

　足を怪け我がした彼は、そう心配そうに尋たずねた。

　──平気だよ、これぐらい。

　兄はそう言って笑った。いつもと同じ、いつでも弟を安心させる笑みで。

　──お兄ちゃんは、どうしていつも来てくれるの？

　幼おさない彼にとって、兄はテレビのヒーローを越こえる現げん実じつの英えい雄ゆうだった。困こまったとき、辛つらいときにはいつでも助けに来てくれる。今も足を怪我して泣いた自分を慰なぐさめ、こうして背負って家路についている。

　──お兄ちゃんだからさ。当然だろ？　いつだって、助けに来るよ。

　そう答えた兄に、彼は子供ならではの難なん題だいを投げかけた。

　──じゃあ、お兄ちゃんが、遠いところにいたら、どうするの？

　──走って助けに来るよ。今日みたいにね。

　──じゃあ、お兄ちゃんに用事があって来られないときは、どうするの？

　──全部終わらせて、助けに来るよ。

　迷まよわず答える兄に、彼は少しだけ兄の困った顔が見たくなった。いや、正せい確かくには確たしかめたくなった。本当にどんなときでも来てくれるのか、助けてくれるのか、それを知りたかったのだ。

　──でも、大きくなったら、忙いそがしいよ。お父さんもそうだもん。

　──そうだね……。

　少しだけ兄の顔に翳かげが差したが、彼はそれに気づかずに続けた。

　──僕たちが大きくなって、お兄ちゃんが忙しくて来られないときでも、本当に助けに来てくれる？

　──うーん……。

　兄は少しだけ悩なやみ、そしてこう答えた。

　──そのときは、考えるよ。どんなに離はなれていても、君がどんなに辛くて苦しいときでも、守ってあげられる方法をね。

　──本当？

　目を輝かがやかせる弟に、兄は力強く頷うなずいた。

　──ああ、約束だ。

　兄は微び笑しようし、こうして約束は交かわされた。

　その瞬しゆん間かんを最後に、彼の精せい神しんは現実に引き戻もどされ、あの空虚な闇が彼を取り巻まく。それから逃のがれるためか、あるいは遠き日の兄の姿すがたを求めてか、読破は片かた手てを宙ちゆうに伸のばし、喘あえぎながら呟つぶやいた。

「兄さん……」





　暗い地下室の片かた隅すみに座すわり込んで眠っていた述のべるは、ふと目を覚まし、ぼんやりと宙を見つめた。

「呼よんだかい、読破？」

　言ってから誰だれも傍そばにいないことに気づき、彼は苦く笑しようした。だが、自分は単に寝ねぼけて言ったわけでも、気の迷まよいで言ったわけでもない。

　自分は確かに呼ばれた。

　それを直感と呼ぶか兄弟の絆きずなと呼ぶかは自由だが、今まで弟が自分を呼ぶ声に従したがって間ま違ちがったことはない。

「……もう少しだけ、眠っててくれ。たまにはゆっくり休むといい」

　宥なだめるように呟くと、禍まが々まがしい気配が眼がん前ぜんに生じた。残った眠気を吹ふき飛ばすそれは、はっきりと人型をとって述を見下ろしている。

　フィーア。

　半はん獣じゆう半人の魔ま物ものは、かすかな侮ぶ蔑べつと大きな怒いかりを湛たたえて今そこに存そん在ざいしていた。

　──もう少しだけ？　侮あなどるな。我わが眠りに堕おちた者は、いかなる者でも目覚めはしない。

「正確には、君が今まで出会った人間の中にはいなかった、だろ？」

　口元に嘲ちよう笑しようを浮うかべ、述は立ち上がった。向こうの方が身長はあるが、怯ひるむことなく対たい峙じし、胸むねを反らして言い放つ。

「何なら、僕ぼくで確かめるかい？　おっと僕には手出しできないんだった」

　──……！

　憤ふん怒ぬの形相がフィーアの顔を覆おおう。怒りの旋せん風ぷうが熱気となって地下を駆かけ、述の周囲の温度を上げていった。

　──貴き様さま……！

「好きに吠ほえるがいいさ。だが、僕の戒いましめはそう簡かん単たんには破やぶれない。そして、それは元々読破が僕に伝えたものだ。君は僕達兄弟に負けたのさ」

　述の視し線せんは、フィーアの上半身に注がれていた。人間の体たい躯くとさほど変わらないそれには、首、胸、腕うでに渡わたってドイツ語をベースにした文字の羅ら列れつが刻きざまれている。もちろんそれを施ほどこしたのは他ほかならぬ述であり、それによってフィーアは今彼の走そう狗くに成り下がっているのだ。

　──覚えておけ……事が終われば、まずは貴様の全身を引き裂さいてやる……！

「やれるものならやってごらん。でも、この前の二の舞まいにならないようにね」

　その言葉で、フィーアの脳のう裏りに復ふつ活かつ直後に起きた述との戦いの記き憶おくが甦よみがえる。

　全すべては一瞬の出来事──述の“〝超ちよう絶ぜつ速記”〟によって体にこの文字が刻きざまれ、自由を奪うばわれた。思考や能のう力りよくに束そく縛ばくはないものの、行動には大きく制せい限げんが課され、述の命令には逆さからえず、また彼に危き害がいを加えることもできない。

　述の施せ術じゆつは人よりはるかに永い時を生きた己おのれにとっても未知の技わざだが、おそらくはかつて自分を封ふうじた魔道士達の技の応おう用ようだろう。それに古いにしえより伝わる異界の存在との“〝契けい約やく”〟を融ゆう合ごうさせ、彼なりにアレンジしたに違いない。

　──少々、人間を侮り過すぎたのは私の不覚。だが、貴様その技をどこで身につけた……？

　フィーアの質しつ問もんに、述は余よ裕ゆうからか包み隠かくさず真相を答えた。

「以前、僕の弟が君の同族と戦ってね。彼はそのときに、かつて君達が封じられた術を使った。僕はそれを為なした彼の腕の記憶をいただき、秘ひ術じゆつを学んだ。封印術がわかれば、当然その逆ぎやくもわかる」

　──それゆえに解かい放ほうを可か能のうとしたか。

　フィーアの声に、かすかな感かん嘆たんがこもった。理り屈くつの上ではともかく、実じつ際さいはそう容易たやすいことではない。

　本来『封魔録』は六人の人間に読まれなければ、封じられた魔物は解放されない。しかも、フィーアに至いたってはまず読むことができぬように厳げん重じゆうな封印が施されていた。

　述はそれを易々と破やぶったうえで、さらに人に読ませることなくフィーアの封印を解といた。それを可能としたのは、本の中の文章に対する“〝上書き”〟である。

『封魔録』内の文章の一字一句がフィーアそのもの、ならば解き放つにはその一字一句に封印を解き放つ文字式を書き込む必要があった。

「結けつ構こう骨ほねが折れたよ。何とか完成させたはいいが、さすがに魔道士の方も然しかる者、解放に対しては防ぼう衛えい反はん応のうを示しめすらしくてね。それが発動する前に、大急ぎで全ての文章に僕の字を上書きする必要があった。ついでに、君の影響を受けないよう、目もつぶらなきゃならなかった」

　──なるほど、な。人……と言うより、お前が特別らしいな。

「君にそう言われるとは光栄だね」

　──名は、何と言う？

　思いがけない言葉に、述は目を丸くした。力を認みとめるだけならまだしも、名前まで訊きかれるとは。

　フィーアに、いや『封魔録』の魔物にとって人間とは餌えさ以下、路ろ傍ぼうの石に等しい。存そん在ざい自体をまったく認にん識しきしていないから、如い何か様ようにも残ざん虐ぎやくな行こう為いに及および、ためらわずに屠ほふることができる。かつての中世ドイツにおける惨さん状じようがいい証しよう拠こだ。

　それが──まさか、名を尋たずねられるとは。

「……歴史的瞬しゆん間かん、かな。僕は述、月詠述だ」

　──のべる、か。覚えておこう。私を縛しばり、やがて斃たおされる男として。

　挑ちよう戦せん的に述を見つめ、フィーアは薄うすく笑った。敵てきを認める──だからこそ斃さねばならない。

　そんな意い志しを感じ取り、述も応じた。

「いいとも。僕が刻んだ“〝契約”〟の文字の効果は、今回の件けんが終わるまでだ。そのときは相手になろう。ただし、君がそのときに生きていればね」

　──お前以外に、私を斃せる者がいると？

「ああ。やがて彼が必ず立ち塞ふさがる。だが、その前にもう一仕事だ。まもなく時が満ちる。そのときには、君の眷けん属ぞくに声をかけてくれないか？」

　──呼よべと言うのか？

　フィーアが眉まゆ根ねを寄よせる。言いたいことはわかるが、この世界に呼ぶとなると、少々難むずかしい。

「ああ、お願いするよ。場所は僕が用意する。さすがに、君一人じゃ足りないだろう」

　──貴き様さま……何を考えている？

　図はからずも共きよう闘とう態たい勢せいにあるとはいえ、未いまだ真意の掴つかめぬ相手に問う。すると、述は妖あやしく笑った。

「内ない緒しよさ。きっと、まだ読破しか理解してない。問題は他の人間だ。統馬と彼女には気をつけなきゃ」





　綴にディスクを託たくした後、統馬は一人街中を歩いていた。

　傍はたから見ればただふらついているだけだが、彼は彼なりのやり方で述とフィーアを追っていた。

『封ふう魔ま録ろく』という題名がわかっている以上、栞しおりの探たん索さく機能で近くにいればその存在を感じ取ることができる。もっとも相手はすでに解放されて本の姿すがたは保たもっていないわけだが、それでもまったく探索の網あみに引っかからないということはない。

　まして今探索を行うのは副館長たる統馬であり、栞もその地位に見合ったもの──しかもかつてはあの述が愛用していた品だ。その探索範はん囲いと精せい度どは他の異界司書のものとは一線を画す。

　だが、それでもまったく成果は挙がらなかった。

　とりあえず述の今までの行動と、彼とのささやかな思い出から割わり出した行動範囲とおぼしい場所を回ってみたが、気配の「け」の字もない。

　立ち読みなら何時間でもこなせるが、先の見えない歩行は精神的にきついものがあり、統馬は近くのショーウィンドウに背せをもたれかけ、小さく溜ため息いきを漏もらした。

「はあ……だるいな。向いてないんだよね、こういうの」

　肉体労働全否ひ定てい派はの彼は、そのまま力を抜ぬいてずるずると身を屈かがめ、その場に座すわり込こんだ。基き本ほん的にこの手の仕事は直ちよく属ぞくの特とく務む班はんにやらせるが、今回ばかりは相手が悪い。人海戦せん術じゆつも考えたが、相手が述とフィーアなら無む駄だなことだろう。

「どこいるのかなあ……。一回ぐらい一緒に飲みにでも行けばよかったかな……お酒飲めないけど」

　戻もどれない過か去こに思いを馳はせ、もう一度思い出を再さい確かく認にんする。それは、思い出という名で呼ぶにはあまりにも平へい凡ぼんな記き憶おくの羅ら列れつだ。

　一いつ緒しよに任にん務むをこなして、時々甘あまいものを食べに行き、本を貸かし借りして、他愛たわいもない話に花を咲さかす──それだけだ。

　だからこそ、そんなものだからこそ、統馬は彼が敵てきとなった今でもたいして感かん慨がいを抱いだかないのかもしれない。

　劇げき的てきな記憶など、ほんの数度だけ。

　ただ当たり前の日にち常じようを過すごした相手だからこそ、述も今なお彼を友と呼ぶ。

　そして平凡な日常の記憶ゆえに、特に思い当たる場所もない。

　述にとっての思い出の場所ならなくもないが、どう考えても今この時期にそこに行っていることはないだろう。

　結局、思い返すだけ時間の無駄だった。

「……覚えてろ」

　せめてもの反はん撃げきにと小さく悪態をつき、統馬は立ち上がった。先ほどまでとはまた別の方向へと歩き出す。今度は繁はん華か街がい方面、それも水商売系けいの多いところだ。特に理由はなく、しいて言えば述が酒を愛好していることを思い出したからだ。

　だがその無心の選せん択たくが功を奏そうした。

　営えい業ぎよう前の店が立ち並ならぶ通りを歩く最中、不意に冷たい針はりが突つき刺ささるような感覚が脳のうに走った。

　はっと辺りを見回すと、左横にそびえていた雑ざつ居きよビルの入り口の奥おくに、地下へ続く階かい段だんがあった。

　──ここからだ。

　そう確信し、入り口付近の看かん板ばんで地下の店名を確認する。しかし地下に関しては空くう欄らんで、現げん在ざいは使われていないことが想そう像ぞうできた。

「当たり……かな？」

　ヒュウと口笛を鳴らし、地下へと降おりていく。周囲を薄うす暗ぐらい闇やみが取り巻まくにつれ、彼の顔も徐じよ々じよに厳きびしくなっている。この先にいるのはそういう相手であり、体が感じ取る気配もそれを裏うら付づけている。

　地下に降り立った統馬は、注意深く辺りを見回しつつ、栞を発光させた。ライト代わりには十分な明るさで、周囲の状じよう況きようもほぼ確認できる。

「クラブ跡あとってとこか。さて……」

　気配をより強く感じる場所を求め、統馬は奥へ進んだ。電話が載のるかつてのレジカウンターとおぼしき場所まで来ると、軽い眩暈めまいを覚え、彼は片かた膝ひざをついた。

「ここ……か？」

　だが敵の姿すがたは見えない。栞の状態を確認すると、ごくわずかながら異い界かいの存在を感じ取った際さいの信号を見せているが、あくまでもそれだけだ。

　統馬は頭をポリポリと掻かくと、やがて残念そうに呟つぶやいた。

「……一足遅おそかったか」

　もうここに述はいない。

　残っているのは、彼と共にあったフィーアの残ざん滓しだけだ。

　だがそれは本体が消えてなお統馬をここに招まねき、さらに警けい戒かい態たい勢せいを解とかせない。

　どういう敵か頭では理り解かいしていたものの、この場所に来たことで彼はそれを己おのれの体であらためて感じ取った。

「……ちょっと寒気がするな。一人だとめんどいことになりそうだ……んっ？」

　ふとレジカウンターの台に目をやると、小さなメモ用紙が載っていた。普ふ通つうならさして気に留とめないところだが、統馬は何かを感じ、折り畳たたまれたそれを開いた。



　一足先に行くよ。再さい会かいは“〝真理”〟の地にて。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　述



「……あんにゃろ」

　苦々しげに呟き、統馬は紙を握にぎり締しめた。

　ここに来ることを予想していた──とまでは思わない。だが、来たときのためにメッセージは残しておいた……そんなところだろう。幸か不幸か、統馬は辿たどり着きそれを目にした。

「もう行ったのか……そして場所を見つけてる。間に合うか……？」

　珍めずらしく焦あせりの色を浮うかべ、統馬は頭を掻いた。『真理の解』の出現まで、あと二日もない。それまでに出現場所を割わり出してそこへ赴おもむく──どう考えても時間が足りない。

　まともに動けるのが自分一人しかいない今、選せん択たく肢しは限かぎられてくる。

　急いで綴の下へ赴いて自らも解読作業に参加するか、あるいは独どく力りよくでの探たん索さくを続けるか──どちらも結けつ果か論ろんでしか正解を見定めることはできず、統馬は苦く渋じゆうの中で苛いら立だちの言葉を口にした。

「も～う怒おこった。二度と一口やらないからな」





　自じ宅たくに戻もどった綴は、ろくに食事も摂とらずに自室の机で頭を抱かかえていた。

　悩なやみの元は、言うまでもなく統馬から渡わたされたディスクの中身だ。機械に弱いため、データは父に頼たのんでプリントアウトしてもらったが、目にしたら余よ計けいに頭が痛いたくなってきた。

　最初に手にした『真理への道』よりかなり分量は少なくなったが、それでもちょっとした小説程てい度どはある。ジャンルとしては日記文学にあたるのだろうが、内ない容ようがチンプンカンプンなので、読んでもまったく楽しめない。

　内容の一例を挙げると、



　光に至いたれる道、未いまだ遠し。

　されど、幾いく年ねん後に必ず至れり。



　あるいは、



　今日もまた、試練の時。

　我わが同胞はらからよ、今は耐たえよ。

　飢うえ、渇かわき、それもまた光によって満たされよう。



　など、全ぜん編ぺんに渡ってやたらかしこまった宗しゆう教きよう的な内容が繰くり返される。ある意味古文の宿題より性た質ちが悪い。せめて現げん代だい語ご訳やくなら、と思わなくもないが、おそらくこの辺りが機械の限げん界かいなのだろう。

　綴は知らないことだが、解読ソフトの日本語訳のデータは基き本ほん的に『回かい収しゆう』された“〝戒かい書しよ”〟をベースにしている。そして、“〝戒書”〟とは大たい抵てい古書に分類される書物であることが多い。それゆえ、自然と文章もこのような形になってしまうのだ。

　経けい験けんを積んだ異い界かい司書ならむしろ現代文より読みやすいかもしれないが、綴には、まだ無理だ。

「はあ……これ書いた人、何でこんなの書いたのかな」

　ない知ち恵えを絞しぼって懸けん命めいに考えるが、答えは出ない。現代の暦こよみとは別物だろうが、一いち応おう日付はついているので、日記の類たぐいには違ちがいない。毎日のこまごました出来事も書かれてはいる。

　しかし、どう見ても平へい穏おんな生活と思えない。かなり苦労しているようだ。まさに漂ひよう泊はくの民たみと呼よぶのに相応ふさわしい流る浪ろうぶりで、どうやら何かを求めて旅をしているらしい。その目的の下にこの部族──あるいはより巨きよ大だいな民族、はては何らかの宗教結社とも思える民は統とう率そつされ、苦く難なんに甘あまんじている。

　著ちよ者しやはこの共同体の中でもかなり高い地位にいるようで、自分のことのみならず、同どう胞ほうの動向についてもこと細かに記している。だがあくまでもそれだけで、綴にはそれ以上のことは読み取れない。

「……『真理の解かい』なんて、一度も出てこない……。地名も少しだけ……本当に、これが場所を示しめしてるの……？　わかんないよ……」

　目に涙なみだを溜ためながら呟つぶやき、机に突つっ伏ぷす。

　こんなことをしても状じよう況きようが好転しないのはわかっているが、自分がこれ以上解読を続けても成果が出るとは思えない。やはり統馬に任まかせるのが正解かと思い、せめてアドバイスだけでもと何回か連れん絡らくしてみたが、向こうも動き回っているらしく電話に出ることはなかった。

　元々ほとんど電話でしか繋つながっていない相手だけに、連絡を断たたれれば遠く感じる。いや、そもそも自分は異界図書館という組そ織しきとどれほど繋がっていたのだろう？

　自分が繋がっているのは組織ではなく、多分──一人の少年だ。そして今、その少年は近くて遠い場所にいる。その気になればいつでも会えて触ふれられるのに、その精神こころはそこにいない。

「先せん輩ぱい……」

　呟いても、返事はない。

　一人ぼっちだ。

　寂さびしさと空くう腹ふくに睡すい魔まと諦あきらめが加わり、気力が徐じよ々じよに失うせていく。

　どうせ、自分には何もできない。

　読破すらあんなことになったのに、自分なんかに──

　そんな思いが心を支し配はいし始めたとき、物音が前方からした。

　気になって顔を上げると、カーテンのかかった窓まどが目に入る。音から察するに、窓のガラスに何かがぶつかった音だろう。

　──もしかして……泥どろ棒ぼう？

　降ふって湧わいた災さい難なんに眠ねむ気けが覚め、綴はおそるおそる席を立ち、窓からじりじりと距きよ離りを取った。距離を取ると幾いく分ぶん冷静さが戻もどり、恐きよう怖ふ心も弱まる。

　──ただの物音……だよね？　あ、でも風は吹ふいてないし……。

　もっともらしい仮か説せつをいくつか浮うかべてみたが、どれも説得力に乏とぼしい──というか、よくよく考えれば一番堅けん実じつな結けつ論ろんに辿たどり着く。

　要するに、単にカーテンを開いて窓の様子を見ればいいのだ。

　最初からそうすれば話は早いが、綴という少女にはそれが中々できない。

　しかし、声を出せば両親が駆かけつける距離であり、窓にもきちんと鍵かぎをかけたという事実が、それを実行に移うつさせた。

　警けい戒かいしつつカーテンを開き、窓の様子を見る。

　結果は──異い常じようあり。

　窓の下の縁へりに、十センチほどの小さな影かげが貼はりつき、こちらの様子を窺うかがっている。

「ひっ……」

　思わず後ずさったが、よく見るとその外見には見覚えがある。

　小さな背せ丈たけに、黒のローブととんがり帽ぼう子し。

　その可愛かわいげで幼おさない顔立ちは、そのあまりにも小さな体と相まって、見る者の顔を綻ほころばせずにはいられない。

「ノン……ちゃん？」

　小さな友人の突とつ然ぜんの来らい訪ほうに、綴は目を見み張はった。

　ガラスに貼りつく赤ん坊ぼうの手よりも小さい紅葉もみじの手から察するに、音を立てたのも彼だろう。どうやら会いに来てくれたらしい。

　色々と首を傾かしげたいところだが、綴はとりあえず窓の鍵を開けて、手の平サイズの友人を迎むかえ入れた。

「えーっと……とりあえず、入ったら？」

　促うながしてみたものの、ノンちゃんはただニコニコ笑うだけで動かない。綴が不思議そうに見つめていると、彼は急にかしこまった顔でこう告げた。

「がんばってね」

「え？」

　何を──そう問い返す間もなく、ノンちゃんは身を翻ひるがえして夜の闇やみに身を投じた。二階から飛び降おりたその小さな体は、すぐに闇夜に紛まぎれて消えてしまう。

「あれ、どこ行ったの？」

　慌あわてて辺りを見回すが、完全に見失ってしまった。

　ささやかな邂かい逅こうは唐とう突とつに終わり、心にポッカリと深い穴あなが開く。だが小さな友人の残した言葉が、すぐにそれを埋うめた。

「──がんばってね、か……励はげましに来てくれたのかな」

　かすかに表ひよう情じようを和やわらげ、綴は窓を閉しめた。

　事じ態たいは何も好転してはいない。

　だがほんの少しだけ心に日が差した。

　パン、と両手で頬ほおを叩たたいて甘あまえと眠気を追い払はらい、綴は再ふたたび机つくえに向かった。

　それと時を同じくして、ノンちゃんの去った先で一人の青年が呟つぶやく。

「これで、少しはやる気出してくれたかな？」

　外灯に照らされたその顔には、どこかノンちゃんと似に通かよった部分がある。もっともよく見ないと気づかないし、常じよう識しきという鎖くさりで脳のうを縛しばる限かぎり、彼とあの黒衣の小人の関連性せいは見み出いだせまい。

　何より、彼とノンちゃんはその本質が根本的に異ことなる。

　同じ言葉でもまったく違ちがう妖あやしさを込こめ、彼は言う。

「──がんばってね。でないと、僕ぼくの筋すじ書がき通りに事が運ばない」





　夕方の探たん索さく後ご、統馬は一いつ旦たん異界図書館に戻っていた。豪ごう奢しやな赤い絨じゆう毯たんの上を進み、目的地である貸かし出し用のカウンターがあるホールへ向かう。

　その蔵ぞう書しよが全すべて“〝戒かい書しよ”〟であり、異空間にあるため容よう易いには入館できない異界図書館といえど、貸し出しのシステムは存そん在ざいする。それを行うカウンターも同様だ。

　館かんの規き模ぼに比くらべればあまりにも質しつ素そで古風な木もく製せいのカウンターには、顔見知りの初老の男性が椅い子すに腰こしかけて役目を務つとめていた。カウンターは十人規模の広さだが、いるのは彼だけだ。

　銀ぎん縁ぶちの眼鏡をかけた顔は柔にゆう和わそのもので、落ち着いた茶のカーディガンと合わさり、それこそごく普通の図書館にいる親切な司書、あるいは気のいい古本屋の主人という印象を受ける。

「おや、これは副館長。どうかなさいましたか？」

　誰もが安心できる暖かい笑みに、やや顔が険けわしかった統馬も笑みを零こぼす。

「敬けい語ごはやめて下さいよ、森もり尾おさん」

「いやいや、今はあなたが上司です」

　親子ほども年の離はなれた若わか者ものに、管理部長の森尾は静かに答えた。

　異界司書の中でもかなりの古ふる株かぶであり、その人ひと柄がらから人じん望ぼうも厚あつい彼は、本来ならばもっと重じゆう職しよくにつくことも可か能のうな人間だ。だが後進に道を譲ゆずり、今はこうして「管理」のエキスパートとして“〝戒書”〟を見守っている。

　ちゃんと自じ宅たくがあるはずなのだが、何な故ぜか統馬がカウンターに顔を出すと必ずそこにおり、様々な相談に乗ってくれる。

「……毎回思うんですけど、わざわざ管理部長がここにいる必要ありますか？　そりゃ管理部はある意味鑑かん定てい部ぶより人手不足ですけど、もっと若くてヒマなのはいるでしょう？」

「はは……そうかもしれませんな。だが、私はここの空気が好きでね。それに、第一線を退ひいても、ここなら皆みなさんのお手伝いができます」

「……なるほど。森尾さんらしいや。それじゃ、早さつ速そくお願い聞いてもらおうかな」

「何でしょう？　『閲えつ覧らん』ですか？」

　統馬がここに来るときの目的は、大体それだ。だが彼は首を振ふり、頭を掻かきながら別の用よう件けんを口にした。

「いえ、それもないわけじゃないんですが……今追ってる『真理の解』に関して、何かご存ぞん知じないですか？　未み回かい収しゆうとはいえリストに載のってるわけだし、森尾さんなら何か知ってるかなーと……」

「……残念ながら、私も既き出しゆつ事じ項こうしか知りません。蔵ぞう書しよを全すべて探索でもすればまた違うかもしれませんが、それは管理部を総そう動員しても何年かかるか……」

「……やっぱそーですよね。それに長年追ってるってことは、当然何度も情報は集め直してるだろうし、やっぱりうちの蔵書からじゃ無理かな……」

　溜ため息いきをつき、統馬はカウンターに顔を突つっ伏ぷした。元々仕事嫌ぎらいだけに、こうした地味な仕事はいっそうストレスと疲ひ労ろうが溜たまる。

「お疲つかれのようですね。やはり、副館長ともなるとお辛つらいですか？」

「まあ……元々向いてないんですよ。あのバカ……もとい、彼が裏うら切ぎったんで、僕が苦労をしょい込む破は目めになったんです」

　頬ほおを膨ふくらませたご立りつ腹ぷくの上司に、森尾は苦く笑しようした。どこか懐なつかしそうな瞳ひとみで、かつての統馬達を思い返す。

「……いいコンビでしたからね。彼と貴方あなたは……それこそ、将しよう来らいの館長候こう補ほ同士だった」

「昔の話です」

　ぶすっとした口調の統馬。

　思い出したら、余よ計けいにむかついてきたらしい。

「まあそう言わずに。彼の方は、貴方を親友だと言ってましたよ？」

「他に友達いないだけですよ。性せい格かくわるいし、なまじ人の本ほん質しつなんてものが見えちゃうから、基き本ほん的に他人が怖こわいんです」

「……なるほど、では、副館長は友人が多いと？」

「ええ、愛と勇気と本です」

　統馬は顔を上げ、真顔で言った。

　おそらく、人間の友達は少ないかいないかのどちらかだろう。

「それはそれは。そういえば、昔彼がここに同じようなことを訊ききにきましたね……」

「マジですか？　で、何を教えたんです？」

「特に何も。当時も今も情じよう報ほうは大差ありませんでしたから、彼もそれを知っただけです。もちろん不満そうでしたがね」

「となると……自分で探さがし始めたか」

　統馬の脳のう裏りに、読破と綴が発見した本が浮かぶ。おそらく、あれが述の得た成果だろう。異界司書時代から密ひそかに動いていたに違いない。

「黙だまってたわけね。やっぱ性格悪いや。ついでにブラコン入ってて、協調性に欠けてて、服ふく装そうがワンパターンだ」

　最後の方は統馬自身もかなり当てはまるが、人間自分のことには気がつかないらしい。森尾も苦笑している。

「あ、そうだ、今彼が見つけた本を解読してるんですけど、森尾さん、元は『鑑定』専せん門もんですよね？　時間あったら、お願いしたいんですが……」

　鑑定部の手が塞ふさがっているため、中々有ゆう効こうな要よう請せいだが、あいにく管理部とて暇ひまではない。

　森尾は申し訳なさそうに首を振り、要請を断ことわった。

「申し訳ありません、これから定期巡じゆん回かいでして……」

「そうですか……なら仕方ない。もう少し半人前に任まかせますか」

　残念には違いないが、統馬も定期巡回の重要性は理解している。堅けん牢ろうな異界図書館とはいえ、侵しん入にゆう者しやや“〝戒かい書しよ”〟自体の暴ぼう走そうの可能性はけしてゼロではない。そうした危き険けんの可能性を摘み、蔵書の変化を見み極きわめるには、地道な監かん視しが必要なのだ。

「半人前と言えば、例の娘ですか？」

「そうですよ」

「ふむ……新人の育成も重要には違ちがいありませんが、今回は少々荷が重いのでは？　動きが取りづらくなり、出現場所に向かうのに影えい響きようが出るかもしれませんが、ここは副館長ご自身が『鑑定』をなさるのが得とく策さくでは？」

「うーん……めんどい……じゃなくて、それも考えたんですけど、もう少し彼女を信じてみようかと思いまして」

　先せん輩ぱい風を吹ふかせた発言に、森尾は薄うすく笑った。

　実力があるだけにあまり他人をあてにしない統馬にしては、珍めずらしい言葉だ。

「ほう……彼女には信じるに足るものがあると？」

「うーん……何て言うか……苦手だと思うんですよね」

「苦手？　どういうことです？」

「彼が、あの娘を苦手ってことです」

　ぼんやりとした言葉だが、不思議と確信めいたものを感じさせた。だがまだ森尾を納なつ得とくさせるには足りない。

「それは……何な故ぜ、そうお思いに？」

「う～ん……」

　正直、理由を訊かれると困こまる。はっきり言って、自分の目から見ればどう考えても彼女と述では次元が違う。しかし、視点を変えて述の身になってみればそうとも言い切れない。

　もしも──もしも彼がまだ思い出に囚とらわれているのだとしたら、おそらく綴を見る目は変わってくるはずだ。

「──まだ忘わすれてないよね、きっと」

「何のことですか？」

「あ、いえ……昔のことです」

　適てき当とうにごまかすと、森尾はそれ以上追つい及きゆうせずに穏おだやかに言った。

「なるほど、親友ならでは……というところですか」

「はは」

　曖あい昧まいに笑い、統馬は軽く肩かたを回した。

「じゃ、そろそろ行こうかな」

「また彼を探しに？」

「うーん……そちらは望のぞみ薄なんで、僕は蔵書を当たってみます。彼女を信じたとしても、元々の本自体が罠わなの可か能のう性せいもあるんで、こっちはこっちで『真理の解』の出現場所を探してみます」

「なるほど……ですが、先ほど申し上げたとおり、新たな事実はまず出てきませんよ？　情報課もすでに見切りをつけてそちらからは手を引いていますが……」

　これだけ言えば、普ふ段だんの統馬ならまずやらない。

　だが今回は違った。

　任務の内ない容よう云々ではなく、敵てきと背せ負おうものが。

「……やれるだけ、やりたいんで。多分、月詠君ならそーするでしょ。彼が寝ねたままなら、彼の分までアイツに蹴けり入れてやらないと。それじゃ、お仕事頑がん張ばってください」

「ええ、ご武ぶ運うんを」

　統馬は片かた手てを上げて挨あい拶さつし、ぶらぶらと元来た道を引き返した。

　気のいい先せん達だつとの会話は束つかの間心を和なごませたが、脅きよう威いは消えずに残っている。残された時間は少ないとわかっていても、今のところ打つ手はない。

　何より、心のどこかで不安が蟠わだかまっている。

『真理の解』を巡めぐる述との争そう奪だつ戦せん──だが、本当にそれだけか？

　単たん純じゆんに『真理の解』の「読書」が狙ねらいなら、もっとこちらの戦力を削そぐはずだ。いや、もっと言えば自分の存在を一いつ切さい明かさず、隠おん密みつに事を進めるのが得策だろう。こちらより多くの手がかりを持っているなら、尚なお更さらそうすべきだ。

　それをあえてしない──理由を考えれば、手に入れる過程を楽しんでいると考えるのが普通だろう。こちらとの攻こう防ぼうを楽しみ、また自らの“〝ストーリー”〟を構こう築ちくしているのかもしれない。

　もちろんそれはあるだろう。

　だが、それだけか？

　ただでさえ危険な敵が、『真理の解』を読むことでさらなる叡えい智ちを手に入れる──それは確たしかに阻そ止しすべき事じ態たいなのだが、予よ測そくできている以上、最悪の事態とは言いがたい。

『真理の解』の読書──その先にさらに何かがある……そんな気がしてならない。

　髪かみを掻かき毟むしって考え込むが、答えは出なかった。

「……な～んか忘れてる気がするんだよね」

　うーんと唸うなって腕うで組ぐみをすると、ふと読破の意見が聞きたくなった。

　彼ならどう考えるか。肉親ならば、また違った意見があるのかもしれない。

　いや、あるいは彼ならば自分の真意に届とどくと踏ふみ、述はフィーアを送り込んだのか。

「あんにゃろ……やっぱり性せい格かくわるいな」

　唇くちびるを尖とがらせながら、未いまだ目覚めぬ読破を思う。

　やはり、彼の目覚めが鍵かぎだろうか。

「早く起きてくれよ。待ってるから、さ」

　誰だれともなしに呟つぶやき、統馬はそのまま異い界かい図書館の奥おくへと進んでいった。

『真理の解』出現まで──残り二日。





「……ねえ、アンタ大だい丈じよう夫ぶ？」

　朝からすでに十回以上繰くり返されたフレーズに、目に隈くまを浮うかべた綴はふらつきながら答える。

「え……あ、大丈夫だよ？　起きてるよ？」

　箸はしを持つ手はおぼつかず、机つくえの弁べん当とうにもほとんど手がつけられていない。睡すい眠みん欲よくが食欲を上回り、精せい神しん力りよくがかろうじて睡眠欲を抑おさえ込んでいる状じよう況きようだ。本人からすれば、一度寝たらもう起きられない、雪山遭そう難なん状態なのだ。

　この状況の原げん因いんはもちろん昨夜のほぼ徹てつ夜やで行った解読作業だが、向かい合って弁当を広げる香か奈なは知る由よしもない。

　さすがにいつもの本好きが祟たたっての夜よ更ふかしでないことはわかるが、親友の尋じん常じようでない様子は理解不能だった。

「何か……あった？」

「え、あ、別にないよ？」

　綴は両手を顔の前で振って否ひ定ていするが、全身から何かありましたというオーラが発せられている。小学生の学芸会よりもヘタクソな芝しば居いに、香奈は怒いかりを通り越して虚きよ脱だつ感を覚えた。

「はあ……隠し事はもっと上手にしなさい。何でそんなに夜更かししたの？　別に宿題もなかったし、本屋も寄らなかったでしょ？」

「ええっと……そのぉ……」

　言い訳をする余よ裕ゆうすらなく、寝不足の綴はただ身を縮ちぢこませた。

　この姿もすでに今日何回か見た。

　授じゆ業ぎよう中ちゆうにウトウトきて教きよう師しに叱しかられたことは数知れず、そのたびにこれだ。昼休みまでお説教の憂うき目にあうのは可哀かわい想そうだが、ここはビシッと言わなくてはなるまい。



    

  
    
      「……あのね、アンタが言いたくないならそれでもいいけど、こんなになるまでやることなの？」

「香奈ちゃん……」

「私だけじゃなくて、おばさんだって心配するよ？　それに、あの無ぶ愛あい想そうな先せん輩ぱいとかも……」

「先輩……」

　急に綴の様子が変わったことを、香奈は見み逃のがさなかった。

「何、もしかしてまたあの人絡がらみ？　何だったら図書館に殴なぐり込こんで……！」

「あ、違うの！　先輩……今、入院してて……」

「入院？　あの殺しても死なないような、ターミネーターみたいな人が？」

「……言い過すぎだよ。その……私、先輩の代わりにやらなきゃいけないことがあって、それで……」

　ぼそぼそと力無い口調から、香奈も事の深しん刻こくさを知った。読破の入院が綴にどういう影えい響きようを与あたえたのかはわからないが、とにかく大変らしい。

「でも……あの人の代わりなんて、できるの？」

「それは……無理かも」

「じゃあ……」

「でも……やらなきゃ」

　強い口調に、香奈は押おし黙だまった。

　こんな綴を見たことは、付き合いの長い彼女でさえ一度もない。

「今までずっと頼たよってばっかりだったから……こんなときぐらい、無理してでも頑がん張ばらなきゃ」

　迷まよいのない顔に、香奈はもう何も言わなかった。

　聞きたいことは山ほど残っているが、こんな顔ができるなら大丈夫だ。

　きっと、そのうちまたいつものドジでのろまで本好きな親友に戻もどる。

「……わかった。でも、無理は駄だ目めよ？　今日は私のこと待たなくていいから、さっさと帰って寝なさい！」

「うん……」

　こうしてとりあえず香奈との一件けんは収おさまったが、結局綴は親友との約束を破やぶってしまった。

　放課後、彼女は言いつけを守らずに図書準じゆん備び室しつの作業用の長なが机づくえに座すわって、ぼんやりと天てん井じようを見つめていた。

　夜を徹しての解読作業だったが、さしたる成果は上がっていない。

　とはいえ読破の教えを思い出しながら、ある程てい度ど『真理への道』の全ぜん貌ぼうは見えてきた。

　全ぜん編ぺんに亘わたって頻ひん出しゆつする“〝光”〟という単語──これはやはり『真理の解』と解かい釈しやくすべきだろう。とすれば、これは『真理の解』を求めて流離さすらう民たみの記録に違いない。彼らは『真理の解』を信しん仰こうの対象とし、常つねにその行方ゆくえを追っていたのだ。

　そうなると、確かに述が見つけた題名は的を射いている。

　光明を見出した綴は、昨夜わかる範はん囲いで書の内ない容ようを時じ系けい列れつ順に並ならべ直した。ここに記された民が本当に『真理の解』を目指したのなら、その先に出現場所の手がかりがあるはずだ。

　まず旅を始めた時期のものとおぼしき文章を抜き出し、そこを基き準じゆんに年表を作る要よう領りようで文章を繋つなげていく。そして、朝方に彼女は日記の最後の部分に辿たどり着いた。



　七の月　終ついの日



　我われ、天より光を得たり。

　時は満ち、場もまた揃そろいし日なり。

　されど、我光触ふれることあたわず。

　選ばれし同胞はらからもまた、闇やみに閉とざされん。

　光失われ、我らまた悠ゆう久きゆうの星の巡めぐりを待つ。



　内容から察するに、おそらく『真理の解』に辿り着いたのだろう。だがそれだけだ。具体的な地名もなく、出現場所の法ほう則そく性せいも見当たらない。

　そもそも、これはあくまでその時代の出現を記したもの、わかったところで参考になるだろうか？

　結局徹夜の代だい償しようはこの程度で、手がかりとは呼よべない。

　それでも諦あきらめきれずに文章とにらめっこを続けている。

　準備室を選んだのは、ここなら読破が力を貸かしてくれそうな気がしたからだが、それでも事態は好転しない。

　寝不足も手伝い、綴は虚うつろな瞳ひとみでただ唸うなっていた。

「う～ん……」

「ずいぶんお困こまりね～」

「え？」

　突とつ然ぜんの声に慌あわてて横を向くと、真由が顔を突つき出して文章を見つめている。ずっと自分の机で寝ていたはずだが、いつの間にか起きていたらしい。

「な、何でいるんですか……？」

「何でって、私の部屋だし。ところで、月詠君また休み？」

「はあ、まあ……」

「ふ～ん、で、貴方あなたは何悩なやんでるの？」

　真由は手を伸のばし、綴が止める間もなく紙を手に取った。

「何これ？　な～んか、胡う散さん臭くさい文章だけど」

「え～と、ざ、雑ざつ誌しの付録にあった……あ、暗号です」

　無い知ち恵えを絞しぼった言い訳わけだが、真由は特に疑うたがうこともなく、ぼんやりと紙の内容を見つめている。

「あ、そうなんだ。てっきりどっかの古文書か伝でん承しようかと思った」

「え……？」

「だって、この光って多分お宝たからかなんかでしょ？　それに、ちょっと宗しゆう教きよう色が出てるわね」

　さりげない言葉に、綴は露ろ骨こつに訝いぶかしげな表情を浮うかべた。

「え、先生わかるんですか？」

「いや、わかるっていうか、何となく。一いち応おう民みん俗ぞく学者の端はしくれだし、私の研究テーマとちょっとかぶってるしね」

「はあ……」

　人は見かけによらないな、と綴が失礼なことを思う傍かたわらで、真由は自分なりの分ぶん析せきを始めた。

「この光ってのは、何かを象しよう徴ちようしてるものかな？　宗教学的に言えば、いわゆる神様とか、人間を超えた力とかそーゆーもの。深読みすると、富とみとかお宝かもね。神話とか伝説で言うと、何かのアイテムとか、形のないすごい力とか」

「すごい力……」

　漠ばく然ぜんとした言葉が、綴の中で少しずつ形を取り始める。

　何かが、何かが自分の中で動き出していく。

「で、それを手に入れるには、時と場が必要と。ＴＰＯに気をつけろってことね。私の専門領りよう域いきで言うと、祭りみたいなものかしら？　今は単なるどんちゃん騒さわぎの印象が強いけど、元々祭りって神しん聖せいな行事だから、然しかるべき時に、然るべき場所で決まったやり方でやらないといけないわけよ」

「なるほど……あの、続きはどうですか？」

「うーん……資し料りようがこれだけだからほとんど推すい測そくだけど、普通に考えれば、これ書いた人はその“〝光”〟とやらを手に入れられなくて、誰か他の人が手に入れちゃったと。でもこれを読む限かぎりでは、その手に入れた誰かもロクな目にあってないようだけど……闇やみってのは、どの文化でも大たい抵ていネガティブなイメージだしね。それで、この人達は、その“〝光”〟とやらのため、また次の機会を待つと」

　そこまで言うと真由も少し真ま面じ目めな顔をして考え込んだ。

　綴もまた今の彼女の言葉から、必死に自分なりの考えを組み立てていく。

　真由の推すい論ろんはおそらく当たっている。読破から聞いた『真理の解』の読書に付ふ随ずいする副作用も、それを裏うら付づける。

「……これ、ここに書かれているのは二人だけど、同胞はらからって言い方からして、多分他に仲間が何人かいるわね。とすると、宗教的結束による教団の類たぐいか、あるいはどこかの部族か……どちらにせよ、共通の教きよう義ぎなり伝承を持った共同体か……何か面おも白しろそうね」

　珍しく学術的興味を露あらわにした表情を見せ、真由はあらためて綴に文章の出自を尋ねた。

「ねえ、これ本当にただの雑ざつ誌しの付録？　もし何かの古文書とか言い伝えの類なら、参考までに教えてほしいんだけど……」

「あ、いえ、それはちょっと……」

「あら、残念。まあ、これだけの文章じゃわかることはたかが知れてるけど」

「……本当にそうですよ。どうせなら、もっとわかりやすく残してくれれば……」

　疲ひ労ろうもあって愚ぐ痴ちを零こぼすと、真由が珍しく真面目な表情でそれを諭さとした。

「あらら、それは現代人の傲ごう慢まんってやつよ。そもそも、あなたは何か行動するときそれを後世に残そうなんて思う？」

「それは……ないですけど……」

「でしょ？　この文章にしたって、多分書いてる人は単に記録を残してるだけで、遠い未来に読まれるなんてこと、考えてないわよ？　大体、伝でん統とうを積極的に保ほ護ごしたり、後世に伝えたりしようとする思想が確かく立りつされたのなんて、ごく最近だもの。私も民話とか伝説を調べるときは苦労するけど、それは仕方のないことだしね。それに、本当に大事なことは形として残ってなかったりするのよ？」

　真由の軽い講義めいた会話に引き込まれ、綴は続きを急せかした。

「え、それってどういうことです？」

「う～ん……そうね、まあ特に積極的に伝える気はなかったけど、結果として根付いちゃった習慣とかかな。そういうものって、目には見えないけど、私達に対する大きなメッセージだったりするし。つまり、一見わかりにくくても、先人は私達に何らかの形で遺い産さんを残してるってことね。時には、それは先人が意図しなかったのにそうなることもあるわ」

「なるほど……あれ……じゃあ、これも……」

　真由の言葉に触しよく発はつされ、綴の中で何かが動き出す。

　字じ面づらだけではない、書面の奥おくに隠かくされたメッセージ。

　おそらくは著ちよ者しやの意図していないもの──だがそれは“〝本”〟が記されたことで発はつ現げんし、気づく者気づかぬ者、どちらにも見える形で投げ出されている。

　──先せん輩ぱいなら、きっとわかる。読書は一方通行のコミュニケーションじゃなくて、本との会話……そう前に言ってた。じゃあ、この本は何を……？

「あら、どうしたの？　ねえってば、おーい、もしもーし」

　様子のおかしい綴に気づき、真由は肩かたを軽く揺ゆさぶってみるが、彼女は俯うつむいて何事かブツブツと呟つぶやくだけで返事をしない。

　ちょっとヤバイかな、と真由が思ったとき、彼女は突とつ然ぜん顔を上げ、真由に礼を言った。

「先生、ありがとうございます！　すごく助かりました！」

「あ、あら、そう？　どういたしまして……」

　満まん更ざらでもなさそうな真由。

　だが綴はそんな彼女に目もくれず、長なが机づくえの紙の束を携たずさえて外に出て行く。

「私、大事な用があるから失礼します！　本当に、ありがとうございました」

　綴はそのまま早足で館内に身を躍おどらせ、去っていった。

　残された真由は事情がさっぱり呑のみ込こめず、首を捻ひねっている。

「……最近の若わかい娘むすめは、元気が有り余あまってるわね～。でも、逆ぎやくにこっちは……」

　真由の視し線せんは、館内と準じゆん備び室を隔へだてる壁かべに注がれていた。上半分がガラス張ばりのそれからは、貸かし出し用のカウンターで読破の代わりを務つとめる少女が見える。

　元気よく飛び出した綴と対照的に、彼女は──睦美はただ、暗く沈しずんだ表情のまま立ち尽つくしていた。





「はい、四海です」

「あ、私です、楠本です！」

　図書館裏の人目につかない場所で、綴は統馬に電話をかけていた。運よく繋つながり、心なしか疲れた声で統馬が応じる。

「どうしたの、何かわかった？」

「あってるかどうかはわかりませんけど……あの本は、多分『真理の解かい』を追ってる人達の記録だと思います。前に先輩から聞いたんですけど、すごい力を持つ“〝戒かい書しよ”〟は、それだけで崇すう拝はいされたりするんですよね？」

「確かに、そういうケースは少なくない。教きよう団だんの経きよう典てんとか、聖せい遺物のような扱あつかいを受けることもあるよ」

「多分、『真理の解』もそんなふうに扱われてたんじゃないですか？」

「なるほどね……確かに、『真理の解』ほどの“〝戒書”〟、ましてその力を考えると崇拝の対象とした集団がいても、おかしくない。で、他に何か掴つかめた？」

　ここまでなら、知ち恵えを絞しぼれば何とかなる段階だ。問題はその先にある。

「掴めたっていうのとはちょっと違うんですけど……最後のところを見ると、この日記を書いた人は『真理の解』がどこにいつ現あらわれるか知ってて、手に入れたみたいなんです」

「なるほどね……ってことは、それこそ四百六十七年単位で旅してたのか？」

「そうも思ったんですけど……それだと、短すぎませんか？」

「あ、そっか」

　電話の向こうで、統馬がポンと両手を叩たたく。確かに、あの本の分量ではどう考えても数百年分の記録には遠い。概がい略りやくというならともかく、綴が『鑑かん定てい』した内ない容ようは細々した日記なのだ。

「となると……旅はあくまで短期間、『真理の解』の出現時期が来たときのみってことなのか？」

「はい、日記の最初の方にも、これから探さがしに行く……みたいなこと書いてあったから、多分そうです」

「そうか……で、出現場所に関しての記き述じゆつは？」

　いよいよ話が核かく心しんに迫せまり、綴は自分のおぼろげな考えを統馬に伝えようと努める。

「特に載のってませんでした。この日記の時代のときのも……旅の途と中ちゆうの地名は、いくつか載ってましたけど……」

「う～んそれじゃちょっとキツイな」

　落らく胆たんを見せる統馬に、綴は畳たたみ込むように言った。

「あ……でも、最後の方に悠ゆう久きゆうの星の巡めぐりって書いてあって……星の巡りって、多分季節の変化とか、星座の移うつり変わりのことを言ってますよね？」

「まあ、多分。でもそれがどうしたの？」

「いえ、つまり……この日記を書いた人は、そういうことを頼たよりに『真理の解』を探してたんじゃないでしょうか？」

「…………」

　統馬が押し黙った。

　さすがに異界図書館副館長、今の言動からおおよその答えを導みちびき出したらしい。

「……どういう基準で行き先を決めたかははっきりわからないですけど、でも、この人の旅した道のりとその……星の巡りとかを重ね合わせたら、何かわかるかもって……」

「……確かにそうだ。なるほど……大体読めてきた。その日記、日付とかなかったかい？」

「あ、あります」

「よし……現在の暦こよみとは違うだろうが、その本の年代と文字から地ち域いきが絞られれば、特定できるかもしれない。そして、暦がわかればそのときの星座や季節も読める。あとは道程と重ね合わせれば、何らかの法則性が出るかもしれない。お手て柄がらだ、よくやった」

　思いがけない称しよう賛さんに、綴の顔が少しだけ和なごむ。

　日記の著者とその仲間が旅した道のり──その軌き跡せき自体が何らかのメッセージになると、ここにきてようやく気づけた。

　まだ楽観はできないが、わずかでも手助けができたことが嬉うれしい。

「でも、間に合うんですか……？　それに、先輩は……」

「今はお互たがいできることをやるしかないさ。僕ぼくは君にも渡わたしたデータを持って鑑定部の方に押しかけてみる。一人でもいいから捕つかまえて、何とか場所を割わり出すよ。君は待機しててくれ」

　向こうも焦あせっているらしく、忙せわしい様子で電話は切れた。

　無機質な電子音は突き放すような印象を与あたえるが、けして冷たくは感じない。

　ようやく心に少しだけ希望の光が灯ともり、綴は図書館の壁にもたれて小さく息を吐ついた。

　やれるだけのことはやった。

　あとはただ──祈いのるだけ。

　早く目を覚ましてほしい──

　綴はそう切に祈った。





　夜は等しく世界を覆おおう──この言葉には多くの者が納なつ得とくするだろう。

　だが、けして正しくはない。

　闇やみの量が公平でも、それを駆く逐ちくする光の量が場所によって不公平である以上、夜の暗闇は大きく姿すがたを変える。今となっては、真の闇夜を求めることは難むずかしくなってしまった。

　だが、まだ確実にそれは存そん在ざいしている。

　未いまだ光の届とどかぬ地の中で、その青年は闇の中に身を浸ひたらせていた。

「そろそろか」

　全身を彩いろどるシルバーアクセサリーがかすかな月光を反はん射しやし、闇の中でもその存在感をアピールする。

　どことも知れぬ場所に佇たたずみ、彼は詩を吟ぎんずるように即そく席せきの相あい棒ぼうに話しかけた。

「ここならどうだい？　君の元いた世界にも多少近い。仲間にも、声をかけやすいんじゃないかな？」

　──そうだな。

　闇よりも昏くらい声は応おうじ、青年の傍そばに屈くつ強きような人ひと影かげが浮かび上がる。

「それはよかった。正直なところ、僕も場所選びには悩なやんでいてね。全すべての条じよう件けんが揃そろう所となると、近場ではここぐらいしか見つからなかった。それじゃ僕も手伝うとしようかな。こちらにおいで」

　青年の両手から無数の紙束が飛び散り、地を覆った。

　紙はＢ５用紙ほどの大きさで、その一つ一つに精せい妙みよう緻ち密みつなことこのうえない魔ま法ほう陣じんが描えがかれている。円と六ろく芒ぼう星せいに呪じゆ的てきな文字をミックスしたそれらは、青年の言葉どおりの役目を果たした。

　地に落ちたそれらの一つ一つから、ズルリと腕うでが生えた。

　紙はそれ自体が現世と異界を繋ぐ門となり、彼らを招まねいた。

　面積は圧あつ倒とう的てきに足りないはずなのに、いかにして這はい出たのか、やがて腕のみならず胴どう体たいも顔も魔法陣から姿を現す。

　五分と経たたずにその場には中肉中ちゆう背ぜいの人──いや、人ならざる闇の住人が溢あふれかえり、青年を取り囲んだ。

「……まだ、もう少し数が必要かな」

　──十分だろう。私にははるかに及およばぬとはいえ、人間如ごときでは相手にならん。

「少しは学習したら？」

　揶や揄ゆするような言葉に、声は押し黙った。

「ここに来るのは、僕の弟さ。ならばこの程てい度どじゃ足りない」

　──だが、何な故ぜ迎むかえ撃うつ？　その必要はあるのか？

「あるとも。ここしばらくあしらうばかりだったからね。たまには兄弟水入らず、同じ土ど俵ひように上がっての争そう奪だつ戦せんも悪くない」

　──目覚めるのか、奴やつは？

　まだ信じがたいらしい声に、青年は薄うすく笑った。

「ああ。目覚めるべきときに目覚め、来るべきときに来る──それが僕の弟だ」

　──いずれにせよ、私が出向く。それで終わりだ。

「それはやめた方がいいよ」

　心配そうな口調に、声の主は怪け訝げんな顔をしている。

　──何故だ？

「死ぬからさ。今度は彼も本気を出す。そうすれば、君は百パーセント死ぬ」

　──馬ば鹿かな……。

　相手は信じようとしない。実じつ際さい一度は完かん膚ぷなきまでに斃たおした相手だ。警けい戒かいする方がおかしい。

「気持ちはわかるよ。僕がどれほど言葉を尽くそうと、君は行くだろう。それもまた僕が書いた筋すじ書がき……だが、少しだけ心が痛いたむ」

　──愚おろかなことを。傲ごう慢まんはそれぐらいにしておけ。私は必ず奴の首を貴様の前に届とどける。そして、次はお前を殺す。

「好きにすればいい。できるなら、ね」

　少し悲しげに目をふせ、青年は目を閉とじた。

　所しよ詮せんは人間と魔ま物もの──相あい容いれることはない。それがどのような結末に繋つながるか、彼はとうに知っていた。

　だからこれ以上は何も言わず、ただ自身の書いた“〝ストーリー”〟に委ゆだねた。

「さて……あとは統馬か。君も僕の思い通りに動いてもらおう」





　綴の報ほう告こく以い降こう、事態はかなり好転していた。

　運よく鑑かん定てい部の手が空き、『真理への道』が執筆されたおおよその年代と地ち域いきも特定できた。

　おそらくは十六世紀頃ごろの北ほく欧おうのもので、綴の齎もたらした情報と合わせると、その時代に存在していた『真理の解』を崇すう拝はいし、その入手を目的とした教きよう団だんとおぼしき組そ織しきの一員が記した物──という結果が出た。

　統馬はそれを異界図書館の一角にある会議室で聞き、さらにその先、当時の状じよう況きようから今回の『真理の解』の出現場所を割わり出すところまで話は進んでいた。

　鑑定部の者は他の仕事があるため退たい室しつし、今統馬は「コ」の字型に配置された机つくえの中央の席で、世界地図を映したプロジェクターを見つめる。

「……『真理の解』の出現時期は惑わく星せい配列と星座の動きが絡からんでくるわけか。だが何故それが場所に関わってくる？」

　己おのれ以外は無人の部屋での呟つぶやきは、本来なら独ひとり言になるべきものだ。

　しかし、姿すがたを見せない者の出す性せい別べつ不明の無む機き質しつな声が問いに応おうじた。

「元々、人や世界の運命は星の動きに左右されるという思想は古くからあります。占せん星せい術じゆつなどがいい例でしょう」

　淡たん々たんと説明するのは、異界図書館七不思議の一つ「見えざる調ちよう査さ官かん」だ。

　一いつ切さいの正体を明かさずに異界司書達を支し援えんする存在は、今またいつものように灯あかりを落とした会議室で、その声だけを響ひびかせている。

　他の異界司書がそうであるように、統馬もその正体が気にならないわけではないが、今はそんなことを邪じや推すいしている場合ではない。

「なるほどね……星の動きは、我々の世界と『真理の解』がある異空間の境きよう界かい線せんにも影響を与あたえるわけだ」

「はい。ですが、その影響はごくわずか、数百年単位でごくわずかに綻ほころびができる程てい度どです」

「そして、その綻びができる時期は今と。で、場所はどうなる？」

「推すい測そくすると、その綻びのできる“〝特異点”〟は一定せず、時代ごとに場所を変えます。いわゆる次元の歪ゆがみ、界門の類となりますが、それは我が異界図書館も古くから遭そう遇ぐうしており、鑑定部と管理部の予想、さらに惑星配列の影響を考えますと、この地域に限げん定ていされます」

　プロジェクターに映し出された世界地図の一部に、豆電球ほどの小さな灯りが点ついた。赤道を越え、ほぼ地球の真裏に当たる地点だ。

「遠いな……」

　率そつ直ちよくな感想を呟つぶやき、統馬は椅い子すに背せをもたれかけた。

　副館長として時に空間すら操あやつる身であるが、移い動どうには通つう常じようと同じ束そく縛ばくが伴ともなう。異界図書館から出たところで、戻もどれるのは自分が入館した地点だけと決まっており、結局移動は飛行機にでも頼たよらざるを得なかった。

『真理の解』出現まであとわずか、準じゆん備びを考えればとにかく今すぐその場所に急行しなくてはならない。

「ま、行くしかないか。僕以外に特とく務む班はんは何人来られる？」

「同行できるのが二人、現地合流できるのは一人になります」

「まずまずだね。移動手しゆ段だんの準備は？」

「すでに各国政せい府ふに取り付けてあります。現状考えうる最速のコース及および手段での航行が可か能のうです」

　テキパキとした淀よどみない対応に、統馬は頷うなずきつつも、席を立とうとしない。

「どうかなさいましたか？　急いで出発なさってください」

　訝いぶかしむ声に従したがうのは、副館長としては当然の判はん断だんだろう。

　だがどこか──何か引っかかる。

「何か気になることでも？」

「いや……別に」

　ようやく立ち上がり、統馬は部屋を出た。これから一時間も経たたないうちに、彼は遠い異い境きようの地へ旅立つことになる。





　完全に正確とは言えないものの、眠ねむりに落ちてからどれほどの時間が経けい過かしたかは把は握あくしている。

　まもなく、時が満ちる。

　それはいい。

　すでに予想されていることだ。

　だが、その時を利用しようとする者の思おも惑わくに、果たして誰だれが気づいているだろうか？

「くっ……」

　底なし沼に引き込まれたように重い体を揺ゆり動かし、手を宙ちゆうに伸のばす。だが、その手を掴つかむものは誰もいない。

「い、そ……げ……誰、か……」

　喘あえぐ声を聞く者も誰もいない。

　やがて眠りの呪じゆ縛ばくが再ふたたび彼を襲おそい、小さな抵てい抗こうすら不可能にする。

　それでもなお彼は孤こ独どくに戦い、ひたすら目覚めを求め続ける。

『真理の解』出現まで──残り一日。





「あれ？」

　統馬への報告後、香奈のいいつけどおり早めに帰き宅たくしようとしていた綴は、ふと奇き妙みような声を聞いた。

　──来る。

　確かにそう聞こえたが、周囲には誰もいない。しかし空耳と片かた付づけるには、何か引っかかる。

　首を傾かしげながら空を見上げると、いつの間にか暗雲が立ち込めていた。

　天気予報では一日中晴れのはずだが、どうしてだろう？

　気になって眺ながめていると、暗雲は風もないのに動き、ある一いつ箇か所しよに向けて流れている。

「…………？」

　周囲の人間は誰一人気づいていないが、それはどう見ても異様な光景だった。暗雲は徐じよ々じよに濃こさを増まし、ほとんど夜の闇に近い色を示しめしている。

　それなのに明るさに変化はなく、そして誰も気づきはしない。

　異常事態に、綴は不安と共に暗雲の流れる方向を見た。

　それは図書館裏の森の先にある裏山──生徒は立ち入り禁きん止しであるが、学校のシンボルの一つとして誰もが目にしているものだ。

　いまその頂上には吸すい寄よせられるように暗雲が集まり、小さな渦うずを作り出している。その中央の空くう洞どうは、暗雲よりも深い闇──奈な落らくだ。

　その先がどこに繋がっているのかはわからない。しかし、間違いなくそれはあるべき世界の歪んだ光景だった。

「何なの、あれ……？」

　恐きよう怖ふのこもった言葉が放たれたときと同時じ刻こく、二人の兄弟もまたそれぞれ言葉を口にしていた。

　弟は病室で──

「始まる……」

　と。

　兄は何処いずことも知れぬ闇の中で──

「おいで、『真理の解』。ここが君の場所だ」

　と。



    

  
    
      　第四章　『死書』解かい禁きん






　──お兄ちゃん、絵本読んで。

　弟のリクエストに、兄は苦く笑しようしながら読んでいた本を閉とじた。

　──おやおや、またかい？　それはもう前に読んであげただろう？

　──だって、他の本も全部読み終わっちゃったもの。

　弟は唇くちびるを尖とがらせると、急に何事か思いつきまた兄にねだった。

　──あ、じゃあまたお兄ちゃんが絵本を描かいてよ。

　さらなる要求に、兄は苦笑を深めた。

　──はいはい。何かリクエストは？

　──うーんと……あ、前に描いてくれた女の子と小人の話！

　──わかったよ。でも、何でだい？

　──僕ぼく、あの女の子好きなんだ。

　屈くつ託たくなく笑う弟を見て、兄は顔を綻ほころばせた。弟の喜ぶ顔──それこそが最大の報ほう酬しゆうであり、他には何もいらない。

　──じゃあそのうち描くとしよう。今日は我が慢まんするんだ。いいね？

　──うん……あ、じゃあピアノ弾ひいて！

　──はいはい。

　弟にとっては作家でありピアノ奏そう者しやでもあった兄は、新たな要求を受け入れ、立ち上がった。

　ほどなくして部屋には美しい旋せん律りつが立ち込め、ようやく弟も満足し始めた。

　かつて兄が自ら作曲したその曲は、今はもう弟の記き憶おくの中にしか存そん在ざいしない。

　楽がく譜ふだけは何とか覚えているものの、自らが奏かなでる旋律は、兄のそれに遠く及およばないのだ。

　弾くたびにもう戻もどらない過か去こが甦よみがえり、抗あらがいようのない事実が叩たたきつけられる。

　兄は敵てき──斃たおすべき敵。

　だが──それだけか？

　自問自答するも答えは出ず、読どく破はの精せい神しんは未いまだ無む明みようの闇やみを彷徨さまよう。





　綴つづるが裏うら山やまの怪かい異いに遭そう遇ぐうする少し前、睦むつ美みはすでに図書館にいた。

　本来ならば放課後の業ぎよう務むは司書教きよう諭ゆの領りよう域いきであり、読破の仕事だ。

　しかし前者は頼たよりにならず、後者は未いまだ登校していない。

　綴から読破の病びよう状じようは聞いているものの、もちろん不安が消えたわけではない。むしろ、より濃こくなってしまった。

　本当はすぐにでも病室に押おしかけてつきっきりで看かん病びようしたいところだが、読破がおらず、綴もまた異界司書としての任にん務むに就ついている今、図書館を切り盛もりできるのは自分しかいない。

　その気になれば真ま由ゆを駆かり出すこともできるし、各クラスの図書部員に声をかけることも可か能のうだ。読破の仕事ぶりに学園の人間の多くが勘かん違ちがいしている節もあるが、本来図書館の運うん営えいは彼一人に委ゆだねられるべきものではない。

　それゆえ、何も睦美のみが読破の代理を担になう必要など、本来ありはしないのだ。

　それでも彼女はあえてこの場所に身を置いていた。

　どうせ、彼を見み舞まったところで何もできはしない。

　彼は何も反はん応のうを返してくれない。

　何より、彼自身がそれを望まぬはずだ。

　だからこそ彼女は少しでも彼の役に立つため、その存そん在ざいを感じるために、こうしてカウンターに立っている。とはいえ、その表情はじっと苦く痛つうに耐たえているようにしか見えない。

　葛かつ藤とうに決け着りをつけ、決心は固めたものの、人の心は理り屈くつでは割わり切れない。沈しずんだ面おも持もちでぼんやりと立ち尽くし、利用者が訪れるのを待っている。

　そんなとき、不意に両りよう頬ほおが摘つままれた。

　ハッと前を見ると、指で摘んでいるのは真由だった。準じゆん備び室にいたはずだが、いつの間にか出て来たらしい。

「な、何するんですか……！」

　いきなりの暴ぼう挙きよに抗こう議ぎするが、真由は動じない。さらに額ひたいにデコピンまで入れてきた。

「な～にするんですか、じゃないわよ。何でそんな辛しん気き臭くさい顔して突っ立ってるの？　あのね、学生とはいえ一応サービス業の仕事してるんだから、もうちょい営業スマイルしてくれる？」

　ここぞとばかりにふんぞり返る真由だが、睦美は冷たくそっぽを向いてあしらう。

「仕事をしない人に、そんなこと言われたくないです。それに……」

「月つく詠よみクンがいないのに、笑顔なんて作れないって？」

　図星を突つかれ、睦美の顔が強こわ張ばる。真由はその様子に気づきながらも、あえて言葉を紡つむぐ。

「月詠クンは、たとえ私やあなたがどうなろうと、仕事は仕事でちゃんとするわよ？　それができないなら、自分から仕事を休むわ。なのに、彼の代わりを務める貴方あなたが、そんなんでいいわけ？」

「そんなの、そんなのわかってます……！　でも……！」

　でも──図書館に、読破を感じられる場所にいたい。

　そんな気持ちは、見ているだけで痛いたいほどわかる。

　やれやれと肩かたを竦すくめた真由は、準備室から持ち出した物を睦美に投げてよこした。やや慌あわてながらそれを受け取ると、それは睦美がカウンターに立つ前に準備室に置いておいた、学生鞄かばんだった。

「あの、これ……」

「もう今日はいいから帰んなさい。月詠クンのとこにでも行っちゃえば？」

　優やさしい微笑ほほえみに、一いつ瞬しゆん睦美も誘ゆう惑わくに屈しかける。だが、すぐに自分の使命が頭をもたげてきた。

「で、でも……」

「でも、何？　月詠クンに会いたいの？　会いたくないの？」

「それは……あ、会いたいに決まって……」

「だったら行ってきなさいよ。会っても後こう悔かいするかもしれないし、会わなくても後悔するかもしれないのよ？　だったら、やりたいことして後悔しなさいよ」

　生き真ま面じ目めな表ひよう情じように、睦美も気け圧おされた。

　確たしかに──そうだ。自分のやりたいことは、もう決まっている。

　ごくわずかな逡しゆん巡じゆんの後、いつもの自分を取り戻した睦美は、いつもの口調でクールに言う。

「……たまには、まともなことも言うんですね」

「……一言多いわよ」

　ブスっとした真由に軽く頭を下げ、睦美はカウンターを出た。

「ありがとう……ございます」

　照れているのか、真由は目を合わせようとしない。そんな彼女の脇わきをすり抜け、睦美は小走りで床ゆかを駆けていく。

　去っていく彼女を見ながら、真由はようやく肩の荷が下りたように息を吐はいた。

「……ったく手間のかかる。若わかいって大変ね。……って、ちょっと年とし寄よりくさいかしら？」





　綴は、変へん貌ぼうする裏うら山やまを前に、一人立ち尽つくしていた。

　これまで体験したものとは違う、世界そのものの在あり方を崩ほう壊かいさせかねない、未知の恐きよう怖ふ。

　しかも、それはどうやら自分にしか見えていないらしい。異い界かい司書として研けん鑽さんを積むうちに何か特とく殊しゆな力でも身につけたか、あるいは栞しおりの効こう力りよくか──どちらにせよ、視し認にんできるだけで、有効な対たい処しよは取れるわけではない。

　そのため、今取るべき対処は、有効な対処を取れる人間に連れん絡らくを取ることだ。急いで携けい帯たい電話を取り出し、統とう馬まに電話を入れる。

　だが、繋つながらない。

　どうやら、自分の解読結果を元にすでに動いたらしい。となれば、他に頼たよれる人間はいない。見習いの自分には、まだ異界図書館に関してはごくごく限かぎられた情じよう報ほうしか与あたえられておらず、知ち己きの異界司書もいない。

「どうしよう……でも、あれ……何？」

　もう一度目を凝こらしてよく見てみるが、変化はない。幻げん覚かくではないようだが、非ひ現げん実じつ的だ。とりあえず何とか自分の知ち識しきに当てはまるものがないか、よく思い返してみる。

　おそらく、あれは次元の歪ゆがみや裂さけ目といった類たぐいのものだろう。読破にも過か去こそうした事例があることは聞いていたし、異界図書館への「入館」はそうした現象を任意かつ周囲への影えい響きようを最小限に留とどめた類のものらしい。

　だがそうした現象は通つう常じようはほとんど起きず、起きても人が巻まき込まれるケースは少ない。まして大規き模ぼなものになると数百年に一度、それも大体は起こる前にほぼ阻そ止しされる、そう彼は言っていた。

　とはいえ、眼がん前ぜんにはあの光景が広がっている。まさか数百年に一度の出来事が、今ここで──？

「あれ、数百年……？」

　その単語が、ふと引っかかった。考えてみれば、今自分が追っている“〝戒かい書しよ”〟がまさにそんなものではないか。

「でも……ここに、来るの？」

　混こん乱らんする頭を何とか整理し、よく考えてみる。

『真理の解』の出現場所が、まさかここなのか？

　いや、それはない。それならば、統馬も来ているはずだ。自分や統馬が間ま違ちがっていたという可か能のう性せいもけしてゼロではないが、自分はともかく統馬は何度も確認を重ねたはずだ。ミスの可能性は低い。

　何より、一日早い。

「じゃあ、何で……？　誰だれかが何かを……した……？」

　人じん為い的な可能性を疑うたがった瞬しゆん間かん、脳のう裏りをあの青年の顔がよぎる。

　確かく証しようはない。

　だが自分の知識には、こんなことを仕出かす人物は一人しかいない。

　では、彼の目的は？

「ええっと、あの人は、『真理の解』が欲ほしいわけだから、私達は邪じや魔まなわけで……ん、邪魔……あ！」

　ようやく彼の意図に辿たどり着き、綴は手を叩たたき合わせた。

　邪魔者の異界司書──彼らが出現場所に辿り着けば、たとえ先回りしていても面めん倒どうなことになるだろう。一番いいのは、彼らを見当違いな場所に行かせ、自分だけが正しい出現場所に赴おもむくことだ。

　そう──出現場所を変え、主力の行く地点を間違ったものに変えればいい。

　さらに出現時期を早めれば言うことはない。

　少なくとも、彼にはそんな考えを抱いだく時間と技術は充じゆう分ぶんにあった。

　考えてみれば、述のべるがあの『真理への道』を手に入れたのは、何年も前のことなのだ。

「……だから、あそこに……？　でも、どうしよう……！」

　救きゆう援えんは呼よべず、刻こつ々こくと時は過すぎていく。やがて部活も終わり、香か奈なもいつもの待ち合わせ場所に来るだろう。そのとき、彼女に危き害がいが及およばないと言えるか？　何より、異界司書としてこの現状を放っておいていいのか？

　恐怖に足は竦すくみ、身は小こ刻きざみに震ふるえている。それでも、綴は我われ知しらず走り出していた。何もできないかもしれない。でも、読破ならきっと行くだろう。なら、理由はいらない。

　図書館裏の森に入り、裏山を目指す。

　荒あらい息で駆かける彼女をはるか高みで待ち受ける青年は、意外そうに呟つぶやいた。

「おや、君が来るのか？　まあ、準じゆん備び運動ぐらいにはなるかな？」





“〝眠ねむり”〟との戦いは、すでに最終局面に突とつ入にゆうしていた。

　二日間に及ぶ戦いは確実に読破の精せい神しんと肉体を蝕むしばみ、抵てい抗こうの力を奪うばっていく。だが屈するわけにはいかない。屈すれば待っているのは永と遠わの眠り、けして覚めない夢ゆめの世界だ。

　彼はそこから何とか逃のがれようと無明の闇やみであがくが、“〝眠り”〟の呪のろいはそんな彼の心を挫くじこうと様々な追つい憶おくを見せる。そして今、最も忌いむべき記き憶おくが甦よみがえろうとしていた。

　それは決別の日、兄が敵てきとなった日。

　暗い夜道を、高校に入学したばかりの自分が駆けている。

　統馬の口から出た言葉──兄が異界図書館を裏切り、野に下ったとの知らせを聞き、まずは兄の真意を確たしかめるべく連れん絡らくを取ろうとした。

　しかし、携けい帯たい電話を持たない兄に対しては無む駄だな努力であり、彼はわずかな可能性を求め、自じ宅たくのマンションへ戻もどった。長年兄と暮くらした家は、いつものように彼を出で迎むかえたが、同時に失望させもした。

　息を切らしながら兄の部屋へ入ると、すでに一いつ切さいの家具が消え、完全に生活の痕こん跡せきが消え失うせていた。唯ゆい一いつ残されていたのは、兄の蔵ぞう書しよでまだ自分が目を通していない数冊さつの本、そしてその上に置いてある美び麗れいな文字で書かれた手紙だけだ。



　本は君に贈おくる。

　　　　　　　　述



　別れの挨あい拶さつすらない素そっ気け無ない文面──だが、紛まごうことなき兄のものだ。唇くちびるを噛かみ締しめながらそれを握にぎり潰つぶし、自分は再ふたたび外に出た。兄の姿すがたを捜さがし求め、近くを駆けずり回る。

　昔、転んで怪け我がをしてその痛いたみに泣いたときも、広い大型書店で兄とはぐれて迷まい子ごになったときも、こうして兄を求めた。目に涙なみだを溜ため、ただ無心のままに名を呼よび、己おのれにとって絶ぜつ対たい的な存そん在ざいを求める。

　成長した今でも、その姿は変わりなかった。

「どこにいるんだ……兄さん！」

　ありったけの声で叫さけんだ後、疲ひ労ろうのため身を屈かがめて俯うつむき、両りよう膝ひざに手を置く。呼こ吸きゆうを整えてから顔を上げると、視し線せんの先に黒のシャツとスラックスを着た長身の青年が立っている。その姿、そして全身を彩いろどるシルバーアクセサリーは、紛れもなく兄のものだ。

　たとえ服ふく装そうが違い、体たい格かくが違い、時代が違ったとしても、兄はいつだって呼べば来てくれた。だから、今そこにいるのは偶ぐう然ぜんでもなんでもない。互たがいにとって必然だ。

「兄さん……！」

「どうしたんだい、読破？　ずいぶんと疲れているようだけど」

　心配そうな顔に、他意はない。単たん純じゆんに自分の疲労を心配し、何でそんなことになったのかと、首を捻ひねっている様子だ。

「どうした、だって……？　兄さんこそ、何で裏うら切ぎった？」

　血を吐はくような問いかけに、彼はようやく自分の所業を思い出したらしい。ああ、と手を叩たたいて軽く頭を掻かく。

「裏切った、か。まあ、君らから見ればそうだね。でも、僕ぼくは別にそんな気はない。僕はただ“〝戒かい書しよ”〟を読むため、その力を得るために束つかの間あの場所に身を置いてただけさ。僕がなりたいものが何かは、君が一番知ってるだろ？」

「……作家だ。でも、だからって何な故ぜ我われ々われを裏切る……？　敵になる……！」

　本当は、我々ではなく私をと言いたかった。他の誰がわからなくとも、兄だけは自分の表ひよう情じようからそれを感じ取っただろう。

　それゆえ、述はそれ以上の発言を止めた。ここで何を言おうと無む駄だ、そう判はん断だんしたのかもしれない。実じつ際さい、自分はいかなる言葉でも納なつ得とくしなかったはずだ。

「兄さんのせいで、多くの“〝戒書”〟が解かい放ほうされた。その責せき任にんはどう取る……？」

「責任、ね。だが僕はもう異い界かい司書じゃない。そして、“〝戒書”〟自体に罪はないさ。結局は読む人間の問題だ」

「そんなことは訊きいていない！　家からも出て、これからどうする気だ……？」

「変わらないさ、何も」

　神しん妙みような顔で兄が言った。その穏おだやかで優やさしい瞳ひとみは、いつも自分を安心させるそれとまったく変わりはない。

「僕と君は兄弟で、僕は君の兄だ。離はなれてたって、何も変わらない。ただ、僕はこれから君と違う道を、自分の道を歩いていくんだ。君だってそうさ。わかるだろう、読破？」

　言い聞かせるような言葉は、確かに自分の怒いかりを鎮しずめる力を持っていた。迷いのない兄の瞳ひとみを見れば、もういかなる言葉を以もつてしてもその決意を揺ゆるがせないことはわかる。何より、今まで兄の言葉はいつだって正しかった。

　それでも──

「私は……認みとめられない！」

　そう叫んだ自分に困こまったような笑みを向け、兄は左手に持っていたものを投じた。相手のことを思いやった速度は、掴つかみやすいことこのうえない。

　顔の前でそれを手に取った自分は、その形に困こん惑わくを隠せなかった。

「これは……本？」

　外見は確かにハードカバーの本──しかし表紙は完全な黒くろ塗ぬりで、書名も著ちよ者しや名めいもわからない。だが本ほん能のう的に作者は誰だか悟さとった。

　兄だ。

　子こ供どもの頃ころから幾いく度どとなく自分のために本を記してきた兄、その最新作が今この手にある。

「これは……」

「ささやかな餞せん別べつさ。これから、異界司書として生きる君へのね」

　兄は優しい瞳でそう告げた。何の打算も策さく略りやくもない、ただ弟の門出を祝い、その未来を案じるごくごく平へい凡ぼんな兄がそこにいる。

「君はこれから先、多くの困こん難なんに出会うだろう。たとえ僕が関わらなくても、君の進む道は茨いばらの道だ。もし大きな敵てきが現あらわれたら、勝てないと思ったら、ためらうことなくそれを、『死書』を開くんだ」

「何を……言ってる？　こんなもの、私には必要ない！」

「悲しいことを言わないでくれ。約束を忘わすれたのかい？」

　約束、という言葉に思わず体が反はん応のうした。

　これまで、兄が約束を破やぶったことはない。そもそも、守れないことなら最初から約束をすることもなかった。

　だからこそ、兄は幼おさない日に交かわした約束に対する答えを、別べつ離りのときに示しめしたのだ。

「これからは、それが君を守る。たとえ僕が傍そばにいなくてもね。それじゃ……また、ね」

　兄は背せを向け、夜の闇やみに溶とけ込むように去っていく。

　当然自分は追ったが、追いつくことはなかった。最初から自分を捲まく用意を道に仕込んでおいたのか、全速力で駆けても兄には追いつけず、やがて姿すがたを見失ってしまう。

　放心して地面に両りよう膝ひざを突いたとき、兄の言葉が脳のう裏りに甦よみがえってくる。

　けしてさよならとは言っていない。彼は、またと言った。

　それがそう遠くないことは、そのときの自分には知る由よしもなかった。

　そして、兄が残した『死書』がいかなるものかも。

　だが全すべては変えようのない過か去こだ。

　それに縛しばられて立ち止まれるほどの余よ裕ゆうはない。

　時は近く、敵は強い。

　ならば、選ぶ道は一つしかない。

　過去を引きずりながら、現い在まを求めながら、その右手を宙ちゆうに伸のばす。

　今こそその力が必要なのだ。





　目を覚ましたとき、綴は何な故ぜそこにいるのか、まったく身に覚えがなかった。

　ふと気がついて辺りを見回すと、鬱うつ蒼そうと茂しげる木々が見える。そして、妙に暗いことが気になって空を見上げると、裏山に入る前に見たあの暗雲が、かなり近づいて見えた。

　暗雲の収束は続いており、ある一点に向けて紙こ縒よりのような形状に変化し、地に向かってその先せん端たんを伸ばしている。

　まさに創世記を思わせる光景──雲を集めて極きよく限げんまで捻ひねり合わせ、さらにその先端を大地に下ろすとは、まさしく神の所業に違いない。

　あまりの怪かい異いに綴は声も出ず、さらにその収束した暗雲が己のすぐ傍に下りていることが言葉を失わせた。

「ここって……」

「気がついたかい？」

　身を震ふるわせる綴に、述は微び笑しようを浮うかべて声をかけた。

　だが、返事はなかった。

　無理もない。

　この怪異の中心にいる者、それこそが述だったのだから。

　彼を見たことで、綴は今自分がいる場所が裏山の頂ちよう上じよう部ぶ分ぶんであることを確かく認にんし、同時にその佇たたずまいにあらためて首を傾かしげた。

　自分の数メートル先で、リラックスした感じの述が地に座すわり込こんでいるが、その周囲は奇き妙みような品々で取り囲まれている。



    

  
    
      　Ａ４用紙とおぼしき紙、木の枝えだ、小石、葉っぱ──紙以外はこの場所で調達したと思われる品は、おそらくある一定の法ほう則そくの下もとで述を取り囲み、一つの円を為なしていた。綴の知ち識しきでも、それが何かしらの魔ま術じゆつ的意味を込めたもの、いわゆる魔ま法ほう陣じんと呼ばれる類たぐいのものであることはわかる。研けん修しゆうでもいくつか例は見たし、実じつ際さいにそれが行使されるのを目にしたこともあった。

　だが、今回のそれは異い質しつ──というか、かなり手の込んだものに見えた。述を中心として、半径はざっと三メートル、お世辞にも大型とは言えないが、その複ふく雑ざつ怪奇な配置は中々時間がかかるだろう。かのストーンヘンジとは別の意味で謎なぞに満ち、その用よう途とへの興きよう味みを見る者に抱いだかせる。

　さらに、紙や小石といった“〝円”〟を構こう成せいする全すべての物には述の手によるものと思われる、膨ぼう大だいな数の記き述じゆつが見られる。それこそその表面を全て覆おおうほどの緻ち密みつな書き込みで、これもまた何やら魔術的な文字であることも間違いないだろう。おそらく、この書き込みともろもろの配置がこの“〝円”〟の重要な要素に違いない。

　そして、最も重要と思われる部分は“〝円”〟の中心、述のすぐ前にあった。

　そこには、この薄うす暗ぐらい土地を照らす小さな火が焚たかれている。とはいえ、それは当然単なる焚たき火びではありえない。そもそも火には別に木の枝がくべられているわけでもなく、ただ単たん純じゆんに燃もえたち、しかもそれは地面から数センチ浮ういている。

　どう見ても物理法則を完全に無視したその火は、それこそ墓はか場ばに出る鬼おに火びに近い存在だった。

　述はそんな火を前にしても顔色一つ変えていない。ただ傍かたわらに置かれたコピー用紙の束を適てき当とうな大きさに破やぶり、木の代わりとでも言うかのように、火にくべている。その紙もただの紙ではなく、火にくべる前にその“〝超ちよう絶ぜつ速そつ記き”〟で何やらしたためた後放り込んでいる。

　数分おきに行うその行動は一見簡かん単たんそうだが、述の顔には珍めずらしく疲ひ労ろうの相が浮かんでいた。おそらく、かなりの時間ぶっ続けで行っているに違いない。周囲を囲む“〝円”〟の作成も考えると、彼は彼なりに苦労しているようだ。

　まったくもって不ふ可か解かいな光景に、首を傾かしげていた綴だが、ようやくある程てい度ど落ち着きを取り戻し、思い切って述に疑ぎ問もんをぶつけた。

「あ、あの……何で私ここに……？　もしかして、あなたがさらって……」

　そこまで言うと、ぷっ、と述が吹ふき出した。

「アハハ、それ本気で言ってる？　何にも覚えてないんだね……。君はね、転んで気絶したんだよ？」

「え？」

　そう言われて両りよう脚あしに視線を落とすと、確かに右の膝ひざを擦すりむいた痕あとがある。それを見た途と端たん、急に記憶が甦よみがえってきた。

　そう──あれは、裏山に向かうべく森を抜けた後のこと。

　幸運にも迷まよわずに森を抜ぬけ、いざ山登り──と思いきや、いきなり転んでしまった。だがそれで気絶したわけではない。

　イタタ、と立ち上がったとき眼がん前ぜんにいたもの──それを見て、自分は気絶したのだ。

「あ、あれは……」

「僕のパシリ──もとい、使い魔の眷けん属ぞく、ようは魔物の一種だね。君みたいな人に邪魔されないように、この山一帯に張はり巡めぐらしてある。もっとも、見ただけで気絶されるとは思わなかったけど。ずいぶんお疲れみたいだし、眠ねむれてよかったんじゃない？」

「う……」

　情なさけなさが込み上げてきたが、こればかりはしょうがない。どちらにせよ、述が相手では結果はさほど変わらなかっただろう。

「とりあえずここに連れてきてもらったけど、元気そうで安心したよ。できれば、邪魔しないで見ててくれ。もうすぐ来る」

「え……？」

　上を向いた述に倣ならい、綴も空を仰あおぐ。

　近くに見える収束した暗雲が、この場所に向けて降こう臨りんしようとしている。いや、それは最も早はや雲などではなく、もっと黒く、もっと昏くらい闇やみ、闇の柱だ。その細く尖とがった先せん端たんは、まさしく述の眼がん前ぜんで煌こう々こうと燃もえ立つ火に向かっていた。

　徐じよ々じよに、徐々にではあるが、それは天空の高みから黒衣の青年が見守る火に向かって伸びているのだ。両者の距きよ離りはまだ数十メートルはあるものの、そう遠くないうちにランデブーを迎える。

　そのときに何が起こるのか、それを知らないのに綴は我われ知らず自分を抱きしめていた。

「な、何を、何をするんですか……？」

「呼んでるんだよ、君らが追っている物をね」

「やっぱり……『真理の解』をここに……？」

「ご明察。一日早いが、ここまで時期が近付けば、なんとか空間を捻ねじ曲げて、本来の出現場所ではない、この場所に呼べる。問題はどうやって統馬の目をくらますかだったが、君のおかげで助かったよ」

　感かん謝しやを言われても、受け取る気にはなれない。

　全すべては、この男の手の平の上で踊おどらされていたのか？

「ど、どうして私のおかげなんですか？　別に私じゃなくても、あの本を読めば誰だれでも……」

「確かにね。かつて僕ぼくが読み取ったように、得られる答えは一つだ。だが、ここで重要なのは誰がそれを為なすかだ。見習いの君が頑がん張ばって解読する──僕の予想外の出来事が助けになった」

「どういう……こと？」

「人は努力には見返りを求めるのさ。努力すれば、それに見合った成果を望む。それは他人に対しても同様だ。統馬だってそうさ。見習いの君が頑張って出した答えが間違っているはずがない。絶ぜつ対たいにあっている──意い識しきしないうちに、そう考えてしまう。そのうえ、時間がない。焦あせりは視野を狭せばめ、その解答を唯ゆい一いつ絶ぜつ対たいのものだと信じ込んでしまう。実際、本来は正しい答えだからね。だからこそ惑まどわされ、僕は自由に行動できる」

　平然と言い放った述に、綴は初めて怒いかりを覚えた。

　拳こぶしを握にぎり締しめて体を震ふるわせるが、述をどうこうできるわけもない。

「怒るのは自由だが、無駄だと思うよ？　おとなしく待った方がいい。僕のようにね」

「待つ……？」

　それが待ち人に対する言葉に思え、綴は思わず口にしていた。

「そう、待ってるのさ。読破をね」

　事も無げに言い放った言葉に、綴はかすかな怒りを覚えた。今までは漠ばく然ぜんとしかわかっていなかったが、読破をあんな状じよう態たいにしたのはこの青年のはずだ。

「どうしてそんなことが言えるんです？　先せん輩ぱいをあんな目に遭あわせて……！」

「来るよ」

　青年の力強い言葉に、綴は押おし黙だまった。そんな彼女を宥なだめるように、述は微笑してもう一度言った。

「読破は来るよ。必ず、ね」





　真由に促うながされた後、睦美はすぐ読破のいる大塚総そう合ごう病院に向かっていた。逸はやる胸むねはかなりの不安も抱えており、まず彼の眠ねむる病室に行けるかも心配だった。

　だが統馬の指し示じによるものなのか、部外者である自分もあっさりと部屋の位置を告げられ、面会者として扱あつかわれた。

　さして時間もかけずに病室の前まで辿たどり着くと、急に心細さが湧わいてくる。病院を訪おとずれた以上、読破の容よう体だいについてそれなりの覚かく悟ごはあった。極きよく端たんな話、部屋に入ったら彼が死んでいるなどということも、ないわけではない。

　ありえないとは思うものの、不安は払ふつ拭しよくできない。だから彼が返事をできぬ状じよう況きようとわかっていながら、ついノックをしてしまった。願わくはいつもの声で入室を許きよ可かしてほしい──そんな思いを込こめて。

　だが、返事はない。

　しばしの逡しゆん巡じゆんの後、睦美は大きく息を吸すい込んで部屋に踏ふみ込んだ。最初は身を強こわ張ばらせて目を瞑つぶっていたものの、やはり誘ゆう惑わくには勝てず、すぐに目を開けてベッドの方を見てしまう。

　そこには、思ったよりずっと安らかな姿すがたで読破が眠っていた。

　思わず安あん堵どの溜ため息いきを漏もらすが、けして手て放ばなしで喜べるような状態ではない。

　図書館での綴の様子を見れば、読破がどのような病状か想そう像ぞうはつく。

　命の危き険けんも伴ともなう仕事に就つく以上、彼は覚悟していただろう。

　だが睦美にはそんなものはない。

　いつだって彼は平気な顔をして帰ってくる──そう信じていた。

　少なくとも、今こうして眠り続ける彼を見るまでは。

「部長……」

　少しやつれた顔をたおやかな両手で包み込み、睦美は呟つぶやいた。

　そのまま、そっと唇くちびるを近づける。

　このまま互たがいのそれが触ふれ合おうと、咎とがめる者もいなければ阻はばむ者もいない。

　しかし、二つの唇は重なる寸前に睦美自身の手によって止められ、彼女は読破から身を離はなして自じ嘲ちよう気味に笑った。

「いつもは、こんなことできませんよね……。仕事してて、楠くす本もとさんや先生もいて、私のことは見てくれなくて……でも……」

　感情の波を必死に堪こらえ、睦美は言葉を切った。

　しかし、溢あふれ出る想おもいは止められない。

　目に涙なみだを浮うかべ、読破の胸に顔を埋うずめる。

「こんなの……イヤ。こんなの……イヤです……！　私のこと見てくれなくても、いつもの部長がいいです……！」

　押おし殺した叫さけびが漏れたとき、ピクッと読破の胸が波打った。

「……部長？」

　睦美が顔を上げると同時に、読破もまたしきりに何事か呟き、右手を宙ちゆうに伸のばして喘あえぎ始めた。

「部長……！」

　慌あわてて看かん護ごをしようとするが、どう対応すればいいかまったくわからない。体をさするにしても特に外がい傷しようや呼こ吸きゆう系けいの疾しつ患かんがあるわけではないし、渇かわきを癒いやすための吸すい飲のみも部屋にはなかった。

　ナースコールをしようかと思ったとき、睦美はふと読破の不自然さに気づいた。ベッドに眠る読破は確たしかに読破には違いないのだが、何か違ちがう。自分の見知った彼とは、何かが決定的に異ことなる。

　それは内面的なものではなく、あくまでも外面的なものだ。ベッドの読破は制せい服ふくのまま、何な故ぜか眼鏡めがねまでかけたままでいるものの、それでも何か違う。普ふ通つうなら病人だから平時と違って当然と片かた付づけるところだが、睦美はできなかった。

　日ひ頃ごろ誰だれよりも彼と親しく、その姿を目まの当たりにしている彼女は、今の読破に欠落しているものに気づき、その存そん在ざいが気になってしまう。

　辺りを見回してみると、ベッドの横にある棚たなが目に入った。その上に置いてあるのは、彼を彼たらしめる最も重要な要素、黒本だ。

「これ……！」

　雷鳴に打たれたような衝しよう撃げきが全身に走り、睦美はそれを手に取った。確かく証しようはないものの、確信はある。読破が求めているのは──これだ。

　彼女は初めて手にした黒本を、読破が伸ばした右手に握にぎらせる。本自体に変化はない。だが、主あるじは違う。

　黒本を手にした瞬しゆん間かん、読破はその閉とざされた両りよう眼めを見開き、上体を起こした。

「部長……！」

　歓かん喜きの涙を浮かべ、睦美は彼の顔を覗のぞき込んだ。胸むねがいっぱいでそれ以上何も言えずにいる睦美とは対照的に、読破は目覚めたばかりにも拘かかわらず、その頭ず脳のうをフル回転させていた。

　部屋を見回して自分の境きよう遇ぐうを確認し、睦美がいることでどこの病院かおおよその見当をつける。さらに、黒本とそこに挟はさまれた栞しおりが自分の手の中にあることを確認すると、すぐにベッドから下りて靴くつを履はいた。

「ぶ、部長、どこ行く気ですか？　安静にしてないと……！」

「もう嫌と言うほどした。時間がない。それに、どうも嫌いやな気配が学校の方からする。どうやら近場を選んだらしい。皮肉な話だが、それを感じ取ったこともあって私は起きられた」

　いつもと変わらぬ理知的かつ冷静な口調で述べ、彼は病室のドアの前に立った。しかし体がよろめき、片かた膝ひざを突ついてしまう。眠りの呪じゆ縛ばくからは逃のがれたものの、その残ざん滓しは確実に体力を奪うばい、本来の力を殺そいでいる。

　それでも立ち上がって部屋を出ようとする彼を、睦美はなおも言葉を紡つむいで止めた。

「どうして部長が行くんですか……？　病み上がりだし、他の人が……！」

「人手不足が異界図書館うちの常つねだ。それに、私を眠ねむりで足止めした兄が手をこまねいているとは思えない。何らかの手を打っているはずだ。さらに彼は途と方ほうもない存そん在ざいを従したがえている。館長クラスが動かん限かぎり、私が行くしかない」

　傲ごう慢まんでも過か信しんでもない声は、正確な自じ己こ分ぶん析せきに基もとづいている。その根こん拠きよである黒本は、今彼の小こ脇わきに抱かかえられている。

「でも……！」

「君は前にもそんなことを言って私を引き止めたな。だったら、私が何を言うかもわかっているはずだが？」

　冷たいとも取れる響ひびきだが、それは相手が睦美だからこそだ。彼女なら自分が最終的にどんな決けつ断だんを下すか、何のために行くのか理り解かいしてくれる。だからこそ、こんなふうに突き放せる。

　しかし、今日の睦美はそんな物分かりのいい女にはなれなかった。

「行かせるなんて、できないです……！　それに兄って……」

　思いがけない言葉を聞き、睦美は困こん惑わくしている。彼女を納なつ得とくさせるためか、読破は初めて語られる真実を口にする。

「兄は敵てきだ。君も知るあの地下書庫……あれも、兄が残したものだ」

「え……？」

「あそこは、学園が建つ前からあの場所にあった。そしてそれは、私の家が所有していた。兄さんは幼おさない頃ころからあそこに本を集め、学園の物となってもそれを続けた。兄さんが敵になり、学園を去ったとき、あそこには数あま多たの“〝戒かい書しよ”〟が残された」

　語られる事実に、睦美は驚おどろきを隠かくせない。

　常日頃から図書館に愛着があるのは知っていたが、まさかその裏うらに彼の肉親がいるとは想そう像ぞうもつかなかった。

　だがそうだとしたら、彼は地下書庫にこもるとき、どんな気分だったのだろう？

　たとえ任にん務むに関わる“〝戒書”〟を見つけたとしても、それは全すべて兄の残した負の遺い産さんなのだ。

　それを思うと、睦美の胸はひどく痛いたんだ。そして、何としてでも彼を引き止めたいと願う。涙なみだを浮うかべた目を伏ふせ、悲しげに問いかける。

「……何で行くんですか？　お兄さんが敵なのに、仕事なんて……」

　一瞬、読破の顔に形けい容ようしがたい表ひよう情じようが浮かぶ。背せを向ける睦美は見られないものの、その反はん応のうは優ゆうに感じ取れた。

「部長、さっき何度も呼んでました。兄さんって、何度も。それなのに、行けるんですか？　お兄さんのこと、斃たおせるんですか……？」

　叩たたきつけるような問いかけへの答えは、幾いくばくかの時を要した。やがて出た答えは、絞しぼり出すような掠かすれた声だった。

「……わからない」

「だったら……！」

　畳たたみ込むように言う睦美の声を、読破はどこか遠い目で聞いていた。様々な思いが交こう錯さくし、容よう易いには答えを出させない。それでも、彼はあえて語った。

「私は、ずっと心のどこかで兄さんを信じてた……」

「部長……？」

「いつだって傍そばにいて、いつだって守ってくれた兄さんだ。だから、今私が見ているのが悪い夢ゆめで、そこにいる敵はただの幻まぼろし、兄さんじゃない──そんな都合のいい考えを、きっとどこかに抱いだいてた」

「…………」

　読破の背は、今限りなく寂さびしく、頼たよりなく見えた。今ここで語られているのは、彼の最も奥おく深ふかくに眠ねむる脆もろい部分なのだ。

「……だが、本当はもう大分昔に気づいていた。兄さんが私以外の人間をどう思っているか、どんな目で見ているか──気づいていて、目を逸そらしていた。だから、あのときも今も認みとめたくなかった。いつか自分の行いを悔くいて、また帰ってくる──そんな都合のいい幻げん想そうを抱いていた。だから、きっと兄さんを斃す覚かく悟ごなんてなかった」

　綴がいれば、そんなことはない、と否ひ定ていしたかもしれない。

　確かに、読破はいつだって本気で「回かい収しゆう」に取り組み、兄にも全力で黒本を見み舞まった。

　だがそれは兄ならばたとえ全力の一撃げきでも大だい丈じよう夫ぶ──そんな確信があったからだ。いかなる必殺の一撃であれ、それがまったく相手に通じないことを悟さとったうえで放たれるのならば、何の意味があるのだろう。

　何より、黒本を開かない時点で自分は甘あまさを残している。

　兄もその点は何度も指し摘てきしている。

　相変わらず優やさしいね、と。

　開かない理由はいくらでも挙げられ、充じゆう分ぶんに他人を納得させることもできる。だが、逃にげではないと言い切れるだろうか。

「……今度だって、同じかもしれない。私はきっとためらって、きっとどこかで兄さんを信じてる」

「だったら、行かないで……！」

　ドアまで駆かけ寄よった睦美が、読破の背に飛びつく。彼は微び動どうだにせず、ただ彼女のぬくもりを背に感じている。

「だったら、行かなくたっていいじゃないですか？　そんなに好きなお兄さんなら、部長が行かなくたって、他の人に……！」

「駄目なんだ」

　自分に言い聞かせるように、読破は言った。

「夢の中で、あらためて気づいた。君の言うとおり、兄さんはいつまでも大好きな兄さんだ。だから──その兄さんが、他の人間の手にかかるのを許ゆるせない。その身を他の誰だれにも委ゆだねたくない。だから、私が行かなくちゃならない」

　悲ひ愴そうな決意が揺ゆれる瞳ひとみは、病室の白いプラスチックのドアではなく、その先にいる兄の姿すがたをとらえていた。けして迷まよいがないとは言えない。だが、その迷いも背負う覚悟はある。



    

  
    
      「何度でも行くさ。何度迷っても、何度ためらっても、私は兄さんを止めに行く。別に仕事とか使命感とかじゃない。ただ私がそうしたいだけ、ただの我わが儘ままだ。だから──だから、私は行くんだ」

　静かに言い終えた言葉は、完全な拒きよ絶ぜつを示しめしていた。今までにないほど近づいた二人だが、その間にはけして埋うめられない大きくて深い溝みぞがある。それに打ちのめされた睦美は、ただ子こ供どものように読破の背に顔をうずめ、無言で泣きじゃくっている。

　その姿に何を想おもったか、読破は背を向けたまま、そっと自分の肩かたの後ろにある小さな手に触ふれた。

「……部長？」

　はっと顔を上げた睦美。

　振り向こうとしない読破とは、未いまだに目も合わないし顔も見られない。それでもそんなことがどうでもよくなる──そんな動作だった。

「別に死にに行くわけじゃない。だから泣かないでくれ」

「…………」

「夢の中で、君の声が聞こえた」

「あ……」

　思わず頬ほおを染そめ、口ごもる。

　読破は幾いく分ぶん優しい声で続けた。

「目が覚めたのは、そのおかげかもしれない。だが、君は夢の中でも泣いていた。もうたくさんだ。今度は、いつものままでいてくれ。いつものように──図書館あの場所で待っててくれ」

　それは彼にとって切実な願いだったに違いない。「回収」を終えて戻もどれば、変わらず睦美がそこにいる──その当たり前の日にち常じようが、死と隣となり合わせの非ひ日常の疲つかれを束つかの間癒いやしていたのは、紛まぎれもない事実だ。

　いつしか自然と睦美は身を離し、読破は束そく縛ばくから解かい放ほうされた。

　互たがいに何も語らず、読破は無言で部屋を去った。帰ってくる、とは言っていない。言う必要がなかったからだろう。これまで繰くり返されてきたことを、わざわざ言う必要もない。

　だから、あれでよかった。

　だが、それと愛いとしい者を案じることは別だ。読破を見送った後、睦美はその場にペタンと座すわり込んだ。

　一人きりの病室で、ただ嗚お咽えつの音だけがこだました。





　無む限げんとも思える敷しき地ちの中で、一ひと際きわ豪ごう華かな調度品に彩いろどられたその部屋は、今数日ぶりに主あるじを迎むかえ、部屋全体に歓かん喜きにも似にた不ふ可か思し議ぎな空気がこもっていた。どれほどの調度品、どれほどの蔵ぞう書しよであれ、象ぞう牙げ色のデスクに腰こし掛ける女じよ性せいの美び貌ぼうを引き立てるだけにすぎない。

　異い界かい図書館館長──天てん堂どう美み姫ひめ。

　所用を終えた彼女は、今デスクに腰かけて一時の休息を味わっていた。ボタンを上から二つほど外したブラウスと、ミニのタイトスカートというくつろいだ格かつ好こうで、眠っているのかその瞳は閉とじられている。

　図書館の一角ゆえに完かん璧ぺきな静せい寂じやくが保たもたれ、室内は物音一つしない。あえて言えば、規き則そく正しい寝ね息いきの音がするのみだ。

　それが急に止まり、薄うすく両りよう眼がんが開かれた。

　視し線せんの先には、いつの間にか机つくえの上に載のっていた蒼あおい栞しおりがある。

　すぐに誰のものか悟さとった美姫は、微び笑しようを浮かべてそれを手に取った。

「あらあら、栞だけ寄よ越こすなんてイケナイ子。よっぽど切せつ羽ぱ詰つまってるのね。いいわ、カワイイから許してあげる」

　艶えん然ぜんと囁ささやき、美姫は立ち上がった。

　それから数分後、館長室のドアが開き、真しん紅くのスーツに身を包んだ美姫が出て来た。ともすれば品がない単なる派は手でな出で立ちで終わるところだが、彼女の場合はまさにそれを着て生まれたと言わんばかりに着こなしている。

　化け粧しようも直したのか、いつも以上にその美貌は際立ち、街に出れば男女問わず足を止め、その顔に魅み入いって陶とう然ぜんとなることだろう。

　本人もそれを自覚しているらしく、自信に満ちた顔には館長の威い厳げんが満ち、優ゆう雅がな足取りで廊ろう下かを歩く。

　すると、たまたま通りかかった管理部長の森尾が目を細めて言った。

「おや、お出かけですか？」

「ええ、カワイイ部下が、私を呼んでるの。すぐに仕事に戻もどるから、留る守すをお願い」

「かしこまりました」

　丁てい重ちように頭を下げるが、けしてお気をつけて、などとその身を案じる無ぶ粋すいな言葉は言わない。

　己おのが意い志しで出向き、己が意志で戻る──美姫とはそういう女だ。

　悠ゆう然ぜんと歩む彼女の手には、いつしか真紅の栞が煌きらめき、その身を現うつし世よへと誘いざなう。

『真理の解』出現まで──あとわずか。





　大急ぎで学園に戻った読破は、即そく座ざに裏うら山やまの怪かい異いに気づいた。

　とはいえ、それがはっきり視認できているわけではない。何かが起こっている、それこそ世界の在あり方を揺ゆるがしかねない歪ゆがみが生じている気配は感じる。

　だが、あくまでそれだけだ。

　それでもその気配だけで読破は兄の意図を悟さとった。

「……やはり、読むだけでは飽あき足らんか」

　忌いま々いましげに呟つぶやき、図書館裏の森に足を踏ふみ入れる。すると、不意に綴のことが頭に浮かんだ。ここに向かう途と中ちゆうで携けい帯たい電話に連れん絡らくを入れたものの、反はん応のうはない。それだけならまだいいが、栞の方も一いつ切さい反応がないのが気になった。

　──やはり、先に行ったか……。

　無む謀ぼうな、とは思うが、状じよう況きようを考えれば独どく断だん専せん行こうとは言い切れない。少なくとも、ずっと惰だ眠みんをむさぼっていた自分よりはマシだろう。おそらく彼女は彼女なりに動き、判はん断だんを下したはずだ。

　ならば、自分もそうするしかない。

　頂ちよう上じように向け、読破は一目散に駆けた。

　今でこそ立ち入り禁きん止しであるが、開校当初は何らかの施し設せつを建設する予定もあり、部活動のランニング場所としても用いられた場所だ。だが豪ごう雨うの際さいの土ど砂しや崩くずれや、学校の経けい営えい方ほう針しんの変へん更こうもあり、現在では人気のない豊ゆたかな緑に囲まれた山となっている。

　頂上まではそう遠くなく、勾こう配ばいもきつくない。獣けもの道みちよりもはるかに歩きやすい山道もあり、少なくとも、一時間ほどあれば無事に着くだろう。読破ならば、もっと早く辿たどり着くことは言うまでもない。

　だが、ほぼ中ちゆう腹ふくまで来たとき、彼は異変を察知した。

　辺りは木々のない平地に近い場所で、木々は読破から数メートル退しりぞいた位置に生おい茂しげっている。あえて言えば、その場所は今このときのために、そうした土地であったのかもしれない。

　前方から下りてくる人ひと影かげに、読破は言い知れぬ不安を覚え、身を強こわ張ばらせた。

　それが人ではない半はん獣じゆう半人の魔ま物ものと気づいたとき、予感は確かく信しんに変わる。

「フィーア……！」

　かつて一敗地に塗まみれた敵てきは、そんな過か去この出来事など歯し牙がにもかけた様子はなく、ただ冷めた瞳ひとみで読破を見つめている。しかし、それにはごくわずかだが感かん嘆たんの思いが込められていた。

　──目覚めたか。あの男、やはり侮あなどれん。

「……なるほど、兄さんは私の目覚めまで読んでいたか。だが、この先はどうなる？」

　読破が一歩踏み出す。

　いかなる強敵が相手とはいえ、立ち止まるわけにはいかない。

　相手もまた、束つかの間の主あるじの命に従い、戦せん闘とう態たい勢せいに入った。

　──何だ、これは……？

　読破は複数の視し線せんを感じた。それも尋じん常じようでない数の、それこそ百に届とどくかという数だ。しかも、人のものではない。

　あるものは横、あるものは後ろ、あるものは木々の陰、あるものは堂々と前から──数多の異形な存在が、読破を見つめ、取り囲んでいた。

　彼らは皆みな、一様に同じ姿すがたをしている。すべて中背の人型だが、けして中肉ではない。それこそ骨ほねと皮だけにやせこけ、全身がひょろ長い。体表は漆しつ黒こくでのっぺりとしており、一いつ切さいの起き伏ふくがなかった。一応顔には目、鼻、口といったパーツはついているものの、これもマネキン人形のようにあくまで人を模もしたもののようで、特とく徴ちようとは言いがたい。性せい別べつ、年ねん齢れい、いかなる情じよう報ほうも与あたえてはくれないのだ。

　そんな奇き妙みような存在を目にすれば、経けい験けんが浅くて怖こわがりの女子高生ならば気き絶ぜつしてもおかしくはない。だが読破は無む論ろん気にかけず、ただその正体に興きよう味みを抱いだいている。

「コイツらは……一体？」

　──我われらが眷けん属ぞく。あの男の力によって、この場所では自在に振ふる舞まえる。人に近く、されど人でなき“〝影かげ人びと”〟、ソイツが相手だ。

　そうフィーアが語った瞬しゆん間かん、読破は一いつ斉せいに彼らの襲しゆう撃げきを受けた。

　これだけは立りつ派ぱな長く伸のびて尖とがった爪つめを備そなえ、膨ぼう大だいな数の敵が彼に喰くらいつく。

「くっ……！」

　読破は黒本で相対するものの、如何いかんせん数が多い。黒本で頭部を叩たたけば全身が爆はぜて消しよう滅めつするものの、増ぞう援えんがいるのか攻こう撃げきの手はまったく減へらない。

　四方を囲まれ、時には頭上から飛びかかる輩やからもおり、劣れつ勢せいは目に見えて明らかだった。加えて、体は本調子ではない。

　体のあちこちを切り裂さかれながら必死に戦う読破を、フィーアは輪から離れてやや失望の眼まな差ざしで見つめていた。やがて片かた手てを伸のばし、そのてのひらからかつて読破を“〝眠り”〟に落としたものと、同種の力を放つ。

　白い光線がてのひらから飛び出し、奮ふん戦せんする読破に当たる。その瞬間、彼は雷かみなりに打たれたように動きを止め、その場に両りよう膝ひざを突いた。直ちよく接せつ零ゼロ距きよ離りで喰らうよりは威い力りよくが弱いようだが、その“〝眠り”〟の力は、急速に自分から抵てい抗こうの力を奪うばっていく。全身から力が抜け、倦けん怠たい感が全すべてを支し配はいしていく。唯ゆい一いつの武ぶ器きである黒本も手から零こぼれ落ち、戦意も消失しつつある。

　──この程てい度どか。もういい、殺やれ。

　溜ため息いきという人間臭くさい動作を交えた命令に、動きを止めていた影人が動き出す。

　最も早はや読破に抗あらがう術すべはない。

　たとえ万全の状態であったとしても、おそらくは勝てない。

　そう冷静に分ぶん析せきしつつも、心の中では二人の自分が鬩せめぎ合い、必死に戦おうとする。

　一人は、いつもの自分だ。

　彼は兄を止めるために戦えと、そして異界司書としての任にん務むも果たせと叫さけんでいる。

　もう一人は、幼おさない頃の自分だった。

　彼はこう叫んでいる。

　──助けて兄さん、と。

　二つの声は重なり、同じ答えを求めた。

　力なく、手が黒本に触ふれる。

　そのとき、遠い日の兄の声が聞こえた。

　──いつだって助けに来るよ。

　そして、援えん軍ぐんは来た。

　そのとき、そこにいる全ての存在は、こちらへ向かう足音を聞いた。

　当然視線はそちらに向かい、足音の主を見み極きわめんとし──心を奪われた。

　理由はただ一つ、その女性のあまりの美しさゆえに。

　無ぶ粋すいを承しよう知ちで付け加えるならば、あるいは百体に届とどく魔ま物ものをまったく恐おそれず、悠ゆう然ぜんとこちらへ向かうその優ゆう雅がな足取りのせいでもあるかもしれない。

　とにかく、フィーアも含ふくめた全ての魔物はわずかな時間一いつ切さいの思考を止め、その女性に魅み入いっていた。

　彼女が読破の下へ一直線に歩いてきても、自然と道を開けてしまう。

　女性もまたそれを当然の如ごとく感じ、微び笑しようを浮うかべて両膝を突いたままの読破へ顔を寄せる。たおやかな手が、館長室で受け取った彼の栞しおりを、元気づけるようにその手に握らせた。

「あらあら、ずいぶん苦戦中ね」

「館長……」

　最強の援軍に、読破の顔に少しだけ希望の光が灯ともる。美姫はその顔を慈じ母ぼの如く胸むねに抱だきかかえ、すまなそうに言った。

「ごめんなさいね、仕事が忙いそがしくて、助すけ太だ刀ちはできないの。だから──これだけ」

　読破の顔をたおやかな顔で包み込み、美姫は真しん紅くの口くち紅べにに彩いろどられたその唇くちびるを近づける。

「わかるわね月詠君──『解かい禁きん』許きよ可かよ」

　敵地の中、非常時の中、そのあまりにも甘かん美びな口づけは為なされた。

　読破は拒こばむことなくそれを受け入れ、二つの唇はしばしの間溶とけ合う。やがて美姫から離れ、彼女は挑いどむようにフィーアを見つめた。

　そのことで、ようやく彼も呪じゆ縛ばくから抜け出し、正常な思考を取り戻した。

　──貴き様さま、何者だ？

「あなたに名乗る名はないわ。どうせ、これから死ぬんだし」

　にこやかに微笑ほほえんだ美姫に、フィーアは怒いかりより戦せん慄りつを覚えた。

　それは述に感じたものとは違ちがう、また別種の恐きよう怖ふだった。

　だがその恐怖の正体は晒さらされることなく、美姫は読破と同型の真紅の栞を掲かかげた。

「あなたの相手は月詠君がするわ。では、ご機き嫌げんよう」

　優雅に手を振ふると、美姫の頭上には突とつ如じよ重じゆう厚こうな鉄ごしらえの門が出しゆつ現げんした。驚おどろくフィーア達を尻しり目めに、その巨大な門はすぐに開き、そして閉とじた。さらにその一瞬後には門は忽こつ然ぜんと消えている。

　奇妙な現象にフィーアは驚きの相を浮かべ、周囲を見回す。だが門はすでになく、美姫の姿もまた消えていた。

　残っているのはただ──読破のみ。

　今なお蹲うずくまる彼を見て、フィーアは鼻を鳴らした。

　──仲間にも見み捨すてられたか。

「いや」

　読破はゆっくりと立ち上がった。その瞳には、今までと違う色が燃もえている。彼がここに来る前に栞に託した要請は今見事に承しよう認にんされたのだ。

「その逆ぎやくだ。そして、もう全てが終わる。最初で最後の警けい告こくだ──死にたくない奴やつは、全員去れ」

　どこか悲しげな口調に、フィーアは初めて読破の変化に気づいた。

　彼の持つ黒本を縛しばる鎖くさりが完全に解とけている。

　ただそれだけのことなのに、フィーアを再び戦慄が襲う。眷けん属ぞくたる影かげ人びとも、じりじりと読破から後こう退たいしている。だが、けして戦線を離り脱だつはしない。

「──どうやら、死にたいらしいな。愚おろかなことだ。何なに故ゆえ私にこれを開かせた？」

　むしろ同情の念すら込め、滔とう々とうと彼は語る。

　最も早はや勝敗云うん々ぬんの問題ではない。そんなものは、たった今決してしまったのだ。

　木々がざわめき、強風が辺りを舞まう。

　周囲の全てが読破の言葉を肯こう定ていし、フィーア達の愚ぐ行こうをなじる。

　何故開かせる、何故それを解き放つと。

　読破は愛用の縁ふちなしの眼鏡めがねを外し、胸むねのポケットに収おさめた。素す顔がおとでも言うべきその顔に、フィーアはあの青年の面おも影かげを認みとめ、総そう毛けだった。

　己おのれを阻はばむ全ての敵てきに向け、読破は冷ややかにその言葉を紡つむぐ。

「『死書』解禁」



    

  
    
      　第五章　封ふう魔ま滅めつ殺さつ






　ついにその時が来た。

　今まで頑かたくなに解放を拒こばまれ、常つねに主あるじの手によって管理され、縛られていたその書は今、一いつ切さいの束縛を受けず完全に開かれている。

　それが何をもたらすかは、読破以外誰だれも知らぬ。

　だがその場の全ては誰も動かず、ただ彼の一挙一動を警戒しつつ見守っていた。

　結けつ論ろんから言えばそれは完全な愚行であり、彼らはただ死を座ざして待っていたにすぎない。そのとき最も賢けん明めいな行動は、戦うことでも見入ることでもなく、ただ逃にげること、それだけだったのだ。

「行け」

　読どく破はが言った。

　それを合図に、『死書』から紙束が飛び出した。

　本から飛び出す紙、それは言うまでもなく綴とじられたページに違ちがいない。ハードカバーの小説ほどの分量のそれは今、表紙の部分のみが主の手に留とどまり、あとは一紙残らず猛もう烈れつなスピードで四方に飛び、影人の顔の前で止まった。

　ページに書かれた内ない容ようはいたってシンプル、単なる横書きの文章だ。文字自体はどのような種類のものかは不明で、色も単なる黒のインクではなく、何やらひどく色いろ褪あせた赤に近い色を使っているらしい。

　はっきりとした情じよう報ほうはそれだけで、そもそも文章を解するのかさえ怪あやしい影人にはそれ以上わかるはずもなかった。

　しかし突如目の前に現れたページは、否いや応おうなく彼らにそこにしたためられた文章を読ませる。理解するしないに拘かかわらず、確かにその脳のう裏りに文章は刻きざまれたのだ。

　そして、彼らは無情なる宣せん告こくを聞いた。

「せめて安らかな死が訪れんことを」

　言葉と共に、血風が飛び散り、ページの群むれは血ちざ桜くらの如ごとく宙ちゆうを舞った。

　そして、全ての影人が同時に息絶たえる。

　目、鼻、口、耳──全ての穴あなから、これだけは人間と変わらぬ赤い血を噴ふき出し、あまりにも凄せい惨さんに、あまりにも無残に、あまりにもあっけなく死んだ。夥おびただしい数の魔物が地にバタバタと倒たおれ込み、そのまま二度と起き上がることはない。死体はすぐに大気に霧む散さんし、その残ざん滓しすら残さない。



    

  
    
      　──なっ……ば、馬ば鹿かな……！

　読破から距きよ離りを取っていたフィーアは、幸いにも読んではいない。それでも恐怖からは逃れられはしなかった。

　こんなことがあるのか？

　仮かりにも異い界かいの魔物、ここまでいとも簡かん単たんに屠ほふられるものなのか？

　かつて己を含む八体の魔物が健在のときでさえ、こうまで簡単な虐ぎやく殺さつは行えなかった。人間達はそれなりに抵てい抗こうし、歯は応ごたえもあった。実じつ際さい、封ふうじ込められもした。

　それなのに、何故この少年は──？

　怯えに近い眼差しを読破に向け、フィーアは震える指先で彼の手にある本を指差す。

　──何だそれは……何なのだその本は！

「これは本などではない」

　どこか物悲しさを秘め、読破が呟く。たった今百に届く魔物を始末したというには、あまりにも切なく憂いを込めた声で。

「一人の天才が、私を守るためだけに書き上げた対全存在用滅殺兵器。本の姿と名を借りた究極の殺さつ戮りく武器だ。一ひと度たびこの中身を目にすれば、いかなる存在であろうと死ぬ。そして、これは読み手を待たず強制的に読ませる」

　──ば、馬鹿な……。

　にわかには信じがたい話だった。

　確かに、文章とは読み手に様々な影えい響きようを与あたえる。

　時には感動を与あたえて涙なみだを誘さそうこともあれば、恐怖におののかせ夜も眠ねむれなくする。場合によっては体調すら左右し得うるだろう。

　そして時にその影響が世界の在あり方にすら及および、数あま多たの悲ひ劇げきの種となり得ることもある。

　それを人は“〝戒かい書しよ”〟と呼よび、異界図書館はひたすら追い続けるのだ。

　だがまさか、読むだけで、ただそこに記された文章だけで、読み手を死に至いたらしめる本が存在するとは。

「別に信じる必要はない。実際、私もまだ一度も読んだことがないから、実感がなくてな」

　かすかに微笑ほほえんだかのように見える表情に、フィーアは底知れぬ戦せん慄りつを覚えた。

　主でさえ内容は知らない──だが、それがもたらすものは目を背そむけたい形でたった今繰くり広げられた。

　フィーアは知らぬことだが、かつて統とう馬まが病室で綴つづるに語った内容は、確たしかに的を射いている。その力と恐きよう怖ふは異界図書館も知るところであるが、肝かん心じんの文章は一いつ切さい知らない。知ったモノは全て死ぬ、最も恐おそるべき“〝戒書”〟。

　ゆえに館長の許きよ可かなくば使えず、読破も常つねに開くことを禁きんじてきたのだ。だがもう戒いましめはない。全ての敵てきを殺すまで、その本はけして閉とじられはしないだろう。

　それを本ほん能のう的に察知したフィーアは、危き機きゆえに、逆に永ながい時を生きた魔物の冷静さを取り戻もどした。

　──……なるほど。では、これならどうする？

　いつの間にか、読破の周囲にはまたも新たな影かげ人びとが集まっていた。しかも、その目は全て固く閉とじられている。

　要は読まなければいいという単たん純じゆん明めい快かいな発想だが、確かに有ゆう効こうではある。視し覚かくに頼たよらずとも、読破を討うち果たすことにそう不自由はない。

　しかし劣れつ勢せいに追い込まれたはずの読破はまったく動じず、再ふたたび手元に舞い戻っていたページを解き放つ。

　山中に舞う白い奔ほん流りゆうは、影人の顔には目もくれず、ただ足元を目指していた。

　同時に影人も一いつ斉せいに読破を狙ねらい、目を閉じたままで襲おそい掛かかる。ざっと一対百の戦いは、始まる前に唐とう突とつに止まった。

　全ての影人が突然足を止めたのだ。

　いぶかしんだフィーアが彼らの足元に目をやると、片かた方ほうの足首に今し方読破が飛ばしたページが貼はり付いていた。変化はただそれだけなのに、影人の足は動かない。一番疑ぎ問もんに感じているのは彼ら自身だが、いくらあがいてもどうにもならないのだ。

「お前達の足は死んだ」

　死神よりも冷たく傲ごう慢まんな宣告が、読破の口から漏もれた。

　──な……に……？

　動どう揺ようするフィーアを気にせず、読破は淡たん々たんとまったく関係のないようなことを語り出す。

「最近では電子書しよ籍せきの類たぐいも増ふえ、読書の在あり方も以前とは変わってきた。だが、私にはどうも馴な染じめない」

　憂うれうように頭かぶりを振る姿は、少年というより時の流れを悲しむ老人に近い。こと読書に関して、彼には古風なこだわりがある。

「読書とは、視覚だけに依い存ぞんした行こう為いに非あらず。他の感覚も重要だ。特に私は、ページを繰る楽しみを重視する。先を読もうと、ささやかな喜びと期待を胸にページを繰るあの喜び──あの手て触ざわりがなければ、どれだけ面おも白しろい本でも読んだ実感が持てない。おそらく、私と同じ意見の者は多いはずだ。読書には、触しよつ覚かくが肝かん要よう。ゆえに触れること、それもまた読書の一部」

　──……！

　冷ややかな言葉に、フィーアはようやく影人の怪かい異いの理由を悟さとった。影人は一体たりとて『死書』を読んではいない。だが、同時に全すべての者の足首に『死書』は触れている。

「『死書』は読めば死ぬ。だが、読まずともそのページに触れただけで、触れた部分が死ぬ。もうお前達の足は二度と動かない」

　その言葉に偽いつわりはなかった。

　漆しつ黒こくの影人ゆえ外見からは判はん別べつできないが、それが人間の足であったなら、間ま違ちがいなくその皮ひ膚ふはどす黒く変色し、壊え死しに似にた症しよう状じようを引き起こしているだろう。そして、それは何も足だけに留とどまらない。

　足を殺されたことで動きを止めた影人達──さらにその生命いのちを完全に絶つべく、死の呪じゆ文もんを綴つづったページの群むれは新たな動きを見せた。影人の足だけでなく、今度は全身目がけて貼り付いていくのだ。

　彼らの生体構こう造ぞうは不明であり、仮かりに頭部や胸部が“〝死”〟を迎むかえたとしても完全に滅ほろびるとは限かぎらない。だが、全身が死ねばどうなる？

　それを証しよう明めいすべく、飛び交かうページは次々に影人の全身を覆おおっていく。それが役目を果たして離はなれたとき、すでにそこに生者はいない。全身を完かん膚ぷなきまでに殺された影人は、先ほど同様完全に滅ほろび、霧む散さんしていく。

　逃のがれようにも、すでに死んだ足では逃にげようもない。声こそ発しないものの、その内面では怨えん嗟さの声が渦うず巻まいていたはずだ。もちろん死を招まねくページがそんな声を聞き届けるわけもなく、主の命に忠ちゆう実じつに従したがい役目を果たしていく。

　影人の全身を包み、殺してから離れる。

　単調な行為が繰り返されるたびに、また一体、また一体と死体が増ふえていく。まったく抵抗のできない相手に繰り返される静かなる殺さつ戮りく──これを虐ぎやく殺さつと呼よばずして何と呼ぶ？

　数分と経たたず全ての影人は再さい度ど駆く逐ちくされ、ただ読破のみがそこに佇たたずんでいた。

　彼の手にあるのは一冊さつの本──ただそれだけだ。それだけが累るい々るいたる屍しかばねの山を築きずき上げ、『封ふう魔ま録ろく』の魔物すら震しん撼かんさせた。

　恐るべきは『死書』──そして、愚おろかなるはそれを解かい禁きんせしめた魔物達。

　雑ざ魚こを蹴け散ちらし終え、読破は冷たくフィーアを指差した。

「何匹びき連れてこようが無む駄だだ。百匹でも千匹でも、この『死書』が殺す。そろそろお前が来い」

　──そのようだな……！

　ようやく己の愚ぐ考こうを悟り、フィーアは読破に向け手を翳かざした。先ほどあと一歩で読破を昏こん倒とうせしめた“〝眠ねむり”〟の力がそこから迸ほとばしる。手て加か減げんなしの全力ゆえか、以前とは違う虹にじのように美しい色しき彩さいを帯びた光が読破に向かう。

　その到とう達たつを、宙を舞っていたページが阻はばんだ。一枚まい一枚の面積は小さいものの、寄より集まれば巨きよ大だいな壁かべともなる。そして今、読破の前方には規き則そく正しく紙々が並ならびたち、長方形の壁を形作っていた。

「“〝死し壁へき”〟」

　──なっ……！

　フィーアは目を疑うたがった。これまで数あま多たの敵を斃たおした己の力、それがまさしく紙一枚の薄うすさしかない壁に触れた刹せつ那な、完全に四散して消しよう滅めつしたのだ。

　──ば、馬鹿な！

「無駄だ。貴き様さまの攻撃は殺した。如い何かなる攻撃であれ、この“〝死壁”〟を越こえることはできん」

“〝死壁”〟が崩くずれ、再びフィーアの前に読破の顔が晒さらされる。しかしまた攻撃を加えても同じこと、またもや“〝死壁”〟が聳そびえ立ち、必ずそれを阻む。読破の周囲に舞う花はな弁びらに似たページの群れは、いかなる攻撃も否ひ定ていするのだ。

　それを誰よりも感じるフィーアは、すぐに追撃を諦あきらめた。間かん髪はつ入れず読破が言う。

「行け」

　ページの群れが一直線にフィーアを目指す。死を運ぶ白い奔流──だが、殺すべき敵はいない。忽然とフィーアの姿が消えた。

「……どこだ？」

　退たい却きやくでないのはわかる。気配は近くにあり、特に姿を隠かくすような技わざを使っているわけでもない。

　となれば、答えは単純だ。

　おそらくは、かつて読破も捕ほ捉そくできなかった超ちようスピードで動いている。いかに『死書』が恐ろしい武ぶ器きとはいえ、ページが追いつかぬほどの速度で逃げれば殺されはしない。後はそのスピードを活いかして読破の命を狙うだけ──

　そんなフィーアの企たくらみを感じ取った読破だが、相変わらず微び動どうだにしない。影人を殺したとき同様、ただ『死書』の表紙だけを携たずさえ、その場に立ち尽つくしている。

　──もらった！

　どこかでフィーアの声が聞こえ、超高速の魔物が迫せまる。

　──……？

　意図せずにブレーキがかかり、動きが止まった。動けと命令しているのに、まったく体が動かないのだ。

　──どういうことだ……！

　焦しよう燥そうを隠さずにあがいていると、いつの間にか読破に見つめられていた。今フィーアのいる位置は、読破の後方、さらにそこから数メートル宙ちゆうに浮ういたところだ。動きさえ止まらなければ見つかるはずはなく、直ちよく接せつ彼に“〝眠り”〟を叩たたき込めたはずなのだ。

　それなのに、今こうして振り返った彼に見つめられ、動けずにいる。

　──何な故ぜだ、私は読んでも触れても……！

　確たしかめるように、全身をくまなく見回す。屈くつ強きような上半身にも、獣じゆう毛もうに覆おおわれた下半身にも、あの死を招まねくページは触ふれていない。では何故──そう叫さけびたくなったとき、周囲の様子に気づいた。

　宙に浮かぶ自分──その周囲を、あの白いページの群れが取り囲んでいた。けしてそこに書かれた文章を読んではいない。触れてもいない。だが、完全に取り囲まれている。それに気づいたとき、背せ筋すじを冷たいものが走った。読破を見下ろせば、彼はどこか憐あわれむような眼まな差ざしをこちらに向けている。

「私の『死書』は全てを殺す。存在も力も、全てをな。そして、空間でさえも」

　──ま、まさか……。

「お前が姿を消したとき、すぐに直接私を眠らせる意図はわかった。つまり、お前は必ず私に近づくということだ。ならばあとは簡単なこと、ただ私の周囲にページを張はり巡めぐらしておけば、お前は勝手に罠わなにかかる」

　そして、フィーアは罠にかかった。

　ここにきてフィーアも読破の言葉を本当の意味で理解した。

　読めば死ぬ。

　触れても死ぬ。

　では、そのページで括くくられた空間は──？

　答えは、フィーアが知っている。己を囲む数多のページはそれぞれが見えない力で結ばれ、如何なる罪ざい人にんすら閉とじ込める牢ろう獄ごくと化していた。それぞれが死を招くページで造つくられた牢獄、ならばその内にあるモノの運命は決まっている。

「──“〝死界”〟。その空間内にあるモノは、全て死に絶える。我わが兄の記せし『死書』に、一切の死角はない」

　冷れい厳げんなる死の宣せん告こくが下され、フィーアの顔が歪ゆがんだ。急に全身を押し潰されんばかりの圧あつ迫ぱく感がかかり、四し肢しがあらぬ方向へ曲がり、臓ぞう腑ふに抉えぐられるような痛いたみが走る。

　これが、これが“〝死”〟か。

　──恐おそるべきはあの男……そして、お前自身か……！　愚おろかなのは、私、だったな……。

　血を吐はくような叫びは、実じつ際さいに鮮せん血けつを伴ともなっていた。全身の毛け穴あなから血を噴ふき出させ、フィーアは地に落ちた。

　無ぶ様ざまであり、無残な最さい期ご。

　敗はい因いんはただ一つ──『死書』を開かせたこと。

　勝敗は『死書』が開かれた時点で決し、述の予言通りに進んだ。

　地に落ちた死体は、どこか憎にくめない笑えみを浮うかべているが、読破は何の感かん慨がいもわかない。『死書』を使うときはいつもこうだ。自分は傷きずつかず、ただ敵が死ぬだけ。

　それが彼の顔に何とも言えない苦く渋じゆうの色を浮かばせ、束つかの間本来の目的を忘わすれさせる。

　だがすぐに多数の気配を感じ、顔を引き締しめる。

「またか」

　うんざりしたような声の理由は、再ふたたび無数の影かげ人びとが近づいているからだった。指し揮きを取っていたフィーアが滅びたせいか、ただ数だけでこちらを排はい除じよしようとしているらしい。殺すのは容易たやすいが、いちいち相手にしていてはきりがない。

　──どうする？

　大急ぎで考えをまとめていると、不意に影人が身を翻ひるがえして去っていく。

　何故かは知らないが、急にこちらへの興きよう味みが失うせたらしく、山の反対側の方向へ全てが駆かけ出していった。

「……どういうことだ？」

　首を捻ひねっても答えは出ない。それに、出す必要もなかった。意図せぬ幸運に身を委ゆだね、読破はそのまま頂ちよう上じようを目指した。





　頂上で、述のべるが眉まゆ根ねを寄よせた。

　彼はおぼろげながらも山の状じよう況きようを理解しており、今し方フィーアが敗やぶれ、そして新たな変化が起こったことに気づいた。

　何かが──この裏うら山やまにいる。

　影人が最も斃たおすべきと見なした敵が。

「……やはり完全には引っかからなかったか、統馬」

　その呟つぶやきが発せられた頃ころ、読破とは逆方向で山を駆け上がる者がいた。

　あちらは一いち応おう山道があるものの、こちらはほとんど人の往おう来らいがないため、せいぜい獣けもの道みちを辿たどることしかできない。

　普ふ段だん体験しない肉体労働に、その青年はぶつくさ言いながら草木を掻かき分け、土を踏ふみしめている。

「あーめんどい。道間ま違ちがえたかな……ヘリとかチャーターすりゃよかったよ」

　しみじみ語る彼の周囲を、異様な気配が取り囲んだ。

　人外の存在──数は百、あるいは二百に届とどく。

　溜ため息いきをつきながら、青年は天を仰あおいだ。

「やーれやれ。述の策さくにはまって地球の裏側に行きかけたと思ったら、今度はこれか……むしろ行った方がよかったかな？」

　ぼやきながら、周囲を見つめる。

　だがその顔に不満はあっても、不安はなかった。

「ずいぶん手こずらされたが、も～う逃がさないぞ。大体、君が素す直なおに僕ぼくを向こうで待ち受けてるわけなんてないんだ。おちょくってくれた分まで、倍返ししてやる」

　異界図書館副館長・四し海かい統馬──遅ればせながら、参戦。





　綴の眼がん前ぜんでは、相変わらず述の奇妙な行動が続いていた。

　コピー用紙に素早く文字を書き込み、燃もえ立つ炎ほのおにその紙をくべる。ただそれをひたすら繰くり返している。

　どうやらこの炎を維い持じするためにはその行こう為いが不ふ可か欠けつらしく、述の目は真しん剣けんそのものだ。

　それゆえに綴はつい声をかけるのを憚はばかっていたが、よくよく考えれば、そんな配はい慮りよは必要ない。別に行動が束そく縛ばくされているわけでもないし、むしろ彼の行動はとにかく阻そ止しするべきだ。だから、勇気を振り絞しぼって問い質ただす。

「い、一体何してるんですか！」

「ん～もうわかってるだろ？『真理の解』を招まねく」

　事も無げに言う顔は、ひどく純じゆん粋すいで幼おさない。理科の実験に、無む邪じや気きに取り組む小学生のそれに近い。

　──……ってことは、この場所は……。

　なるだけ無表情を装よそおい、綴はあらためてこの場所を見回した。間違いなくこの魔ま法ほう陣じんは全て『真理の解』を招くためのものだ。さすがの述も苦労しているだけあって、やはり本来の出しゆつ現げん場ば所しよと時期を捻ねじ曲げることは相当に大変なのだろう。

　今彼が行う作業も、見た目はともかく、必要不可欠な重労働に違いない。

　──だったら……！

　気づかれないようにスカートのポケットに手を入れ、栞しおりがあることを確かく認にんする。魔法陣の破は壊かいは無理でも、述の手を止めることぐらいなら──

「やめた方がいいよ」

　不意に声をかけられ、綴は心しん臓ぞうが止まるぐらい驚おどろいた。

「な、何のことですか？」

　平静を装ってはいるものの、ほとんど裏声に近い。述は爆ばく笑しようするのを堪こらえている。

「ははっ、嘘うそがつけないんだ。可愛かわいいね」

　真ま面じ目めな顔でそう言われ、綴はちょっと頬ほおが赤くなった。香か奈なからは時々言われるが、男性から面と向かって言われるのには慣なれていない。そのため、

「ど、どうも……」

　とつい反はん射しや的に礼を言ってしまい、それがまた述の笑いを誘さそった。

「つくづく正直者だね。でも、僕らは敵てきでしょ？　やめた方がいいとは思うけど、やりたいんならご自由に」

　やれるものならやってみろ、そんなふうに小こ馬ば鹿かにした口調に、綴も少々ムッと来た。ここまで言われては、温おん厚こうで気弱な自分も無む視しできない。

「えいっ……！」

　気合の入った掛け声と共に、栞が述の手元に向かって飛ぶ。狙ねらいは正確、速度も悪くない。見習い用でもさすがは異界図書館製せい、ドラマのように拳けん銃じゆうを持つ手を狙って銃だけを弾き落とす、そんなことも不ふ可か能のうではなかった。

　だが相手は月つく詠よみ述、そして彼が持っているのは剣けんよりも強い羽根ペンなのだ。

「……あれ？」

　述の手元を狙ったはずの栞は、瞬まばたきする間に何な故ぜか自分の方へ向かってきていた。避よける暇ひまもない速度に綴は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくし、もろに額ひたいに喰くらってしまった。痛いたみはまったくないが、ショックは大きい。

　口をポカンと開けながら額に貼はり付いた栞を剥はがすと、大きく書かれた「見習い」の丸文字の横に、小学生辺りが教きよう師しから書かれる「残念でした」という言葉が達筆で書かれている。

「な、何でぇ……？」

　訳わけがわからない綴は、ただあたふたと頭を抱かかえ、述はそれを楽しそうに見つめている。種を明かせば単に投げられた栞を受け止め、超高速で文字をしたためて投げ返した──ただそれだけのことだが、基き本ほん的にこの手の経けい験けんがない綴には理り解かいできない。

「どうして、何で？」

　というちんぷんかんぷんな声を出し、ひたすら首を捻ひねっている。さらには、

「あの、何したんですか……？」

　と申し訳なさそうに述に尋たずねてきたため、さすがの彼も肩かたを震ふるわせて必死に笑いを堪こらえた。

「……ちょっと、もう勘かん弁べんしてくれるかな？　これ以上笑わせられると、さすがに作業に支し障しようを来きたす。大体、僕は敵だろ？　どうしてそんな態たい度どに出られる？」

　顔を引き締しめて尋ねると、綴もはっとしたように身を強こわ張ばらせる。だがすぐにそれを解とき、困こまったような表情を浮うかべた。

「敵……そうですよね、敵なんですよね……？」

「少なくとも、読破や統馬はそう思ってるだろうね」

「でも……どうしてですか？　今までのことも、全部その……月詠さんがしたんですよね？」

「述って呼よんでくれないか？」

　強い口調で言われ、綴は押し黙だまった。さして怒おこっている様子はないが、述が不ふ快かいに感じているのは確からしい。

「嫌きらいなんだ、名字で呼ばれるの。姓せいは己おのれを縛しばり、名は己を形作るものだ。僕を呼ぶときは名前にしてくれ。何ならノンちゃんと呼んでくれてもいい」

　最後の方はかなりおどけた口調だったため、綴も思わず笑みを零こぼしてしまった。だが、「ノンちゃん」という名を持ち出した理由には気づかない。

「じゃあ、えっと……述さんで」

「結けつ構こう。で、君は今僕が黒くろ幕まくと言ったね？　確かに、僕は“〝戒かい書しよ”〟を解放し、それに関連する技ぎ術じゆつも世に解き放った。法ほう律りつ的に裁さばくことは無理かもしれないが、なるほど、異界図きみ書館らから見ればそれは許ゆるしがたいには違いない。道どう義ぎ的にもまったく問題がないわけじゃない。だが考えてごらん、一番悪いのは誰だれなのかな？」

「誰って言われても……」

　人を悪く思うことを知らない綴には、答えられるはずもない。うーんと唸うなっていると、見かねたように述が言う。

「簡かん単たんさ、それは力に魅みせられたその人間が一番悪い。君が読破の下で働くようになった事じ件けん、あれなんかわかりやすい。僕は彼女に“〝戒書”〟を与え、力の使い道も教えた。だが、そのこととその力を実じつ際さいに行使するのは、まったく別の問題だ。そもそも、僕は命令した覚えはないし、ただ彼女の自由意思に任まかせただけだ。仮かりに君に同じことをしたとしても、君は絶ぜつ対たいに人を殺あやめたりはしない。結局のところ、力に魅せられて無様に踊おどった彼女自身の問題さ」

　良心の呵か責しやくなどまったくない様子に、綴も少々怒いかりを覚えた。確かにそうかもしれないが、何な故ぜこうも無む慈じ悲ひに突つき放せる？

「それは……そうかもしれないけど、でも、他の事件はどうなんです？　あなたが何もしなければ……」

「それを言えば平行線さ。君らは司書として本を縛しばり、僕は作家として本を解放する。全すべての本はすべからく読まれるためにあり、それは“〝戒書”〟だって同様だ。僕はそれをささやかながら実じつ践せんしているにすぎない」

「でも……！」

「言いたいことはわからないでもない。だが、僕は別に何も後こう悔かいしてないよ。『封ふう魔ま録ろく』の件も、僕はちゃんと忠ちゆう告こくしたさ。なのに、彼は調子に乗って暴あばれた結果、読破に斃たおされた。あの創造物クリーチヤーにしたって、僕が甦よみがえらせなきゃ、誰にもその存そん在ざいを認みとめられずに地ち下か牢ろうで死んでた。君はそれが幸福だとでも言うのか？」

　咎とがめるような言葉に、綴は反はん論ろんができなかった。

　読破や統馬なら、それでも述の間違いを正し、自分の道を貫つらぬくだろう。

　だが綴にはまだそれができない。

　何も言えずにいると、述が囁ささやくように優やさしく言う。

「僕の言うことに正義を感じるなら、この先辛つらいだけだよ。異界司書なんてやめた方がいい」

「……で、できません……！」

　強い口調で言われたことが意外だったのか、述はちょっと驚いた顔をして目をパチクリさせた。

「そんなこと、できないです……！　そりゃ、私はまだ何もできないかもしれないけど……でも、私が何かできれば、それだけ色んな人のこと守れるわけだし……」

「…………」

「述さんは、どうしてそう考えないんです？　た、確かに述さんはそんなに悪いことしてないかもしれないけど……でも、でも述さんが何もしなかったら、人のために何かしようと思ったら、私なんかよりいっぱい色んな人を救えるはずでしょう？」

　青あお臭くさい台詞せりふだが、その目に迷まよいはなかった。

　彼女は純じゆん粋すいにそう思い、自分の思いをぶつけている。

　それは確かに述の心に小さな楔くさびとして突き刺ささり、顔を背そむけさせた。

「……なるほど、僕とは違う人種だ。だからこそ、永えい遠えんにわかりあえないだろうね」

　どこか哀かなしげに言い、彼は再さい度ど澄すんだ瞳ひとみで綴を見た。

　二人の目が合う。

　どちらも互たがいに譲ゆずれぬものを持ち、退ひく気はない。

「述さんは、これからも……ずっとこんなこと続けるんですか……？」

「ああ。僕は“〝戒書”〟に魅せられているし、解き放つことを一種の使命だと思ってる。それに、“〝戒書”〟を巡めぐる物語を書くのが楽しくって仕方ない。紙の上でも、現実でもね」

　口元に浮かんだ酷こく薄はくな笑えみに、綴は初めてこの青年の裏うらの顔を見た。

　他人の運命など歯し牙がにもかけない、ただ本ほん質しつを見み透すかした登場人物を自在に操あやつることを楽しむ、冷酷な一面を。

　たとえそれが彼の全てではなくても、それは紛まぎれもない“〝悪”〟だ。

「あ、あなた……人を何だと思ってるんですか？」

「人によるね。どうでもいいのもいるし、大事なのもいる。大体、物語とは本来残ざん酷こくなものさ。だからこそ人を惹ひきつける。君だって、物語の中なら大たい抵ていのことは受け止めるだろ？　僕はたまたま舞ぶ台たいが現実なだけさ」

　何の痛つう痒ようも罪つみの意い識しきも感じていない声に、綴はそれ以上の抗こう議ぎを諦あきらめた。

　この男は──違う。

　自分とは根本的に何かが違う。

　たとえ実の弟が声を張はり上げて諭さとしたとしても、まったく何も変わりはしない。完全に相あい容いれることができない人間、それが月詠述だ。

「わかってくれたみたいだね」

　見透かしたように、述が言った。綴はもう何も言わない。できることは、単純に力で以もつて彼を止めることだ。だが、彼女にその力はない。

　だから、それをできる人間を待った。

　しかし運命は味方せず、そのときが訪おとずれる。

「来るよ」

「え？」

　言いようのない不安を覚え、綴はあらためて述の手前を見た。会話の最中も休むことなく紙をくべた炎ほのおは、若じやつ干かんその大きさを増ましている。

　その炎の真上に迫せまっていた収しゆう束そくした闇やみの柱の先せん端たんは、いつの間にか完全に炎と触ふれ合っていた。

「あ……！」

　止める間もなく、炎は天とこの場を繋つなぐ闇の柱に燃もえ移うつった。炎は瞬またたく間に燃え広がって上じよう昇しようし、駆かけ上がっていく。さながら昇しよう竜りゆうが天を翔かけるように、一ひと筋すじの炎が上空の暗雲を貫つらぬいていた。

　述と綴は共に空を見上げ、この現げん象しようのもたらした結果を確かく認にんする。

　暗雲は相変わらずだが、この山さん頂ちようの上空には、そこだけ陽光が零こぼれ落ちる直径二メートルほどの穴あなが穿うがたれており、それこそが述の創つくり出した炎が貫いた跡あとだった。すでに炎自体はなく、あの暗雲が寄より集まってできた闇の柱も消えている。

　しかし、暗雲に穿たれた穴から、新たな怪かい異いが生まれた。白く穏おだやかな光に包まれた何かが、高速で山頂に向けて飛来する。

　──隕いん石せき？

　最初綴はそう思ったが、どう見ても岩石の類たぐいではない。その神こう々ごうしいとさえ言える光は、まさに天空から舞まい降おりる神の奇き跡せきに見える。そう感じたとき、彼女はその光の正体を悟さとった。こんなふうに天から下りてくるものなら、信仰の対象になっても仕方ない。

「ようやく会えたね」

　述は長年待ち望んだ恋こい人びととの再会のように歓かん迎げいし、綴はただその姿すがたに畏い怖ふし、見つめることしかできない。

　天から舞い下りた光は、座すわり込んだ述の眼がん前ぜんで止まり、ふわふわと宙ちゆうに浮いている。ただ光はそれが放っているだけのものであり、本質ではない。

　光を放ちながら降こう臨りんした物、それは一枚まいの石板だった。

　穏やかな光に包まれたそれには、ヒエログリフにも似にた神しん聖せいさを感じさせる文字が刻きざまれているが、述はともかく綴には読むことはできない。しかし、その書名だけなら言える。

　確かにこれもまた本の一種には違いなく、ある時代においては間違いなく主流だったはずだ。だからこそ、断だん言げんできる。

「……『真理の解』！」



    

  
    
      　第六章　神書消失






『真理の解かい』出しゆつ現げんの少し前、裏うら山やまの中ちゆう腹ふくではまたも死し闘とうの気運が高まっていた。

　飄ひよう々ひようと佇たたずむ統とう馬まだが、相手の方はそんなことを気にしない。影かげ人びと達は一いつ気き呵か成せいに彼の命を求めてきた。同族が読どく破はに一いつ蹴しゆうされた腹はらいせなのか、彼にしたのと同じ数の論ろん理りに頼たよった戦法で、四方から襲おそいかかる。

「わお」

　呑のん気きに呟つぶやき愛用の黒い栞しおりを振ふりかざすと、鋭えい利りな刃やいばと化したそれがすぐさま数体の影人の喉のど笛ぶえを裂さき、撃げき退たいする。だがその程てい度どで動じる彼らではない。すぐさま新手が飛びかかってくる。

「はあ……付き合ってらんないよ～」

　ボヤきながらも栞で血路を開き、何とか影人の集しゆう団だんから離はなれる。ついでに森林地帯からも距きよ離りを取り、ある程度目もく視ししやすい場所に出た。

　だがすぐにまた取り囲まれ、敵てきはタイミングを計りながらこちらをその空くう虚きよな目で睨にらんでいた。数はざっと百、いや森林地帯の方から様子を窺うかがうものを入れると、百五十は行くだろうか。

　面めん倒どうだから逃にげたいところだが、そうもいかない。最悪の場合、コイツらが下山して街に危き害がいを及およぼす可か能のう性せいもある。それを考えると、とにかく目につく連中だけでも全すべて始末しなければならない。

「……仕方ない。今日は“〝戒かい書しよ”〟の大おお盤ばん振ぶる舞まいだ」

　統馬は微び笑しようし、右手を大きく右方に突つき出した。その手の指先には、黒い栞が挟はさみ込こまれている。

「異界司書、四し海かい統馬の名に於おいて命ずる」

　厳おごそかな口調に、影人達の動きが一いつ瞬しゆん止まる。

　この男は──危き険けんだ。何か途と方ほうもないことを仕出かす！

　恐怖は焦しよう燥そうに繋つながり、何かが起こる前に片付けようと囁ささやきかける。

　両手の爪つめで以もつて統馬に迫せまる影人。

　その魔まの手が届とどく前に、統馬の宣せん言げんは為なされた。

「異界図書館──召館！」

　命令と共に、彼の周囲の地面に変化が起こった。突とつ如じよ、複ふく数すうの小さな魔ま法ほう陣じんが彼を囲むように地面に浮うかび上がり、一いつ斉せいに光を放った。

　影人は構かまわず統馬に迫る。

　しかし、それを阻はばむ壁かべが各魔法陣から出現した。地面からせりあがるそれらは、見ようによっては急速に芽吹いて成長した樹じゆ木もくにも見える。だが実じつ際さいにはそんな自然の存そん在ざいではなく、もっと堅けん牢ろうな人工物が壁の役目を果たしていた。

　本ほん棚だな。

　司書にとっては最も身近な品であり、そして身を守る壁としては、ある意味で最も相応ふさわしい品かもしれない。だがそれがまさか突如地面に描えがかれた魔法陣から出現するとは──

　さしもの魔物達も困こん惑わくし、統馬に近寄れないでいる。

　そんな敵に、統馬は少々自じ慢まんげに説明した。

「スゴイだろ、これ？　開館して異界図書館に入館できるのは結構いるが、異界図書館の一部を現世に呼べるのは僕ぼくと館長だけだ。互たがいに属ぞくする世界の違ちがう空間を重なり合わせれば、あるいは『真理の解』の『回かい収しゆう』も可能かもしれない。少々予定が早まったが、ここで肩かた慣ならしをしておこう」

　統馬が軽く指を鳴らす。

　すると、彼を囲む本棚から独ひとりでに数冊さつの本が抜ぬき出ていく。

　本棚の数は六架か、だが実際に本を吐はき出したのは一架のみ。

　合計十冊に及ぶその本は、どれもが似に通かよった装そう丁ていであり、年代・言語共にまったく同じ種類の気品溢れる古書だった。異界図書館の蔵ぞう書しよたるそれらが全て“〝戒書”〟であることは言うまでもない。

　十冊の古書は全て統馬の真上に浮かび、次の命を待つ。

　そして、彼は己おのれの権けん限げんを発動させた。

「副館長権限により、十冊同時『閲えつ覧らん』許きよ可か。呪じゆ文もん駆く式しき全集『例の編』十巻かん、全巻解かい放ほう！」

　十冊の本が全て開かれ、古いにしえの秘ひ儀ぎが明らかになる。

　咄とつ嗟さに身み構がまえる影人に対し、無情の一言と共に恐おそるべき一撃げきが下った。

「“〝雷いかずち”〟」

　抑よく揚ようのない呟つぶやきと同時に、雷らい鳴めいが轟とどろいた。驚おどろいて数体の影人が空を見上げるが、暗雲がたちこめているだけで、落雷の気配などはない。

　なのに、確かに雷撃は彼らの一部を貫つらぬいていた。

　バチィ！　という衝しよう撃げき音おんが耳じ朶だを打ち、焦こげ臭くさい匂においが充じゆう満まんする。

　一いつ瞬しゆんにしてざっと十数体の影人が黒くろ焦こげと化し、生き残った彼らはその動作に怯おびえを交まじえながら、統馬を仰あおぎ見た。

　彼の頭上に浮かぶ十冊の本──そのうちの一冊の周囲には、バチバチと今しがたの雷撃の余よ韻いんが、火花となって残っている。

　これが──まさか、この本からあの雷撃が飛び出したとでも言うのか？

　そう問いたげな敵の虚ろな視線に、統馬はいつもと変わらぬ軽口を叩たたく。

「驚いた？　君達だって見たことがあるはずだ。これは魔法──そう、古の魔道士の秘儀だよ。だが、あいにく僕にはそんな才能はないし、どんなに“〝戒書”〟を読んでも使いこなせるもんじゃない。だが、この本はそんな僕でもちょこっとだけ魔法のおこぼれに与あずかれる。魔道士達が、弟で子しに見本を見せるための実例を収おさめた『例の編』──冥めい土どの土産みやげに、全部喰くらってみるかい？」

　にっこり笑ったその顔は、その場にいる全すべての敵を恐きよう怖ふのどん底に陥おとしいれた。

　読破ならこんな顔はしない。どんなに怒おこって冷れい酷こくになったとしても、絶ぜつ対たいにこんな無む邪じや気きな笑えみで戦いはしない。

　だが、統馬は違う。

　彼はその笑みを崩くずさず、必殺の一言を次々に紡つむいでいく。

「“〝炎ほのお”〟」

「“〝嵐あらし”〟」

「“〝地じ割われ”〟～～」

　普ふ通つうなら何ということのない言葉は、そのまま魔法の実例を本から引き出し、その場の敵を駆逐した。

　炎と呟つぶやけば、一歩間違えば山火事を招まねきかねない大火が敵を焼き、嵐と呟けば風の刃やいばが鮮せん血けつを撒まき散らしながら乱みだれ飛ぶ。地割れと呟けば、当然大地の一部が裂さけ、影人を飲み込んでいく。

　十巻全ての魔法が披ひ露ろうされるまでもなく、全ての魔物はあっさりと彼の前で倒たおれ伏ふした。

　その間約五分──全ぜん滅めつした影人は全て無む惨ざんな姿を晒さらしているが、統馬の方は傷きず一つ負っていない。周囲の惨さん状じようなどどこ吹く風、ポリポリと頭を掻かいている。だがさすがに気が咎とがめたのか、

「ちょっとやりすぎたかな？」

　と周りを見て漏もらす。影人はどうでもいいとして、かなりの数の木々が焼け、地面にも人が落ちそうな亀き裂れつがいくつも走っている。軽い肩慣らしのつもりが、派手に天変地異をやらかしてしまった。

　ありゃ、と頭を抱かかえたが、もうどうしようもない。普段やる気を見せない分、下手に本気を出すと周りが恐ろしいことになるのが彼の欠点だ。

　腕組みして対応を考えたが、そんな時間もないことに気づき、自分を納なつ得とくさせるように無理に頷うなずく。

「ま、いっか。元々述のべるが悪いし。魔物の死体はほっときゃ消えるはずだし、これは運が悪かったということで。じゃ、もう戻っていいよ～」

　周囲の本ほん棚だなに、友達に対するような気楽な口調で言うと、六架かの本棚は全て出現したときとは逆ぎやくに、光を放つ魔ま法ほう陣じんの中に身を沈しずめていった。完全にその身が大地に収しゆう納のうされると、最も早はや痕こん跡せきは完全に消え失うせる。もっとも、統馬が山に与あたえたダメージを除のぞけば、だが。

「よし、これにて返館、と。さて、あんにゃろをとっちめに行くか」

　言うや否いなや、統馬は駆け出した。一目散に頂ちよう上じようを目指す彼を阻はばむものは、もうない。





　頂上では、その荘そう厳ごんなる“〝戒書”〟にあらゆる存そん在ざいが魅みせられていた。

　対たい峙じする二人のみならず、周囲の木々や大気でさえ、その出現に畏い怖ふしているように見える。

　特に綴つづるは初めて目にする第一級の“〝戒書”〟に言葉も出せず、任にん務むすら忘わすれてただ息を呑のんでいた。

　一方、述の方は感かん嘆たんしつつもさすがに己おのれを失わず、立ち上がってその光を放つ石板を手に取ろうとする。

「ずいぶんと待ったよ……。神の啓けい示じか悪あく魔まの囁ささやきか……その力と真実、全てを僕に示してもらおう」

「あ……ダメ！」

　任にん務むを思い出した綴が叫さけぶが、述が応じるわけもない。

　だがその手が触ふれる寸すん前ぜんに怪かい異いは起こった。

　バチッと弾はじけるような音が鳴り、述の手に痛いたみが走る。

「なっ……」

　予想外の出来事はそれだけでは終わらず、宙ちゆうに浮うかぶ『真理の解』はそのまま彼から離れ、綴の下もとに飛び立った。

「え、何で……？」

　突とつ然ぜんの伝説の“〝戒書”〟に近づかれ、綴はどうしていいかわからない。

　かっこよく『回かい収しゆう』といきたいが、どうすればいいかわからないし、下手に触さわればあの『真理への道』に記されたような惨状になることもありえる。

　どうしよう、と敵てきである述を見ると、彼は半ば茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

「僕ではなく……彼女……？　いや、それはない……統馬や読破ならいざ知らず、彼女なら読んだ途と端たんに死ぬはずだ……なのに……何な故ぜだ」

　譫うわ言ごとのように呟つぶやく姿は、確たしかに狼ろう狽ばいしていた。

　しかしさすがは月つく詠よみ述、すぐに冷静さを取り戻し、眼がん前ぜんの出来事を説明する答えを紡つむぎ出す。

「本自身が選ぶ……となれば、まさか第四の力……？　君がここに来たのも、呼よばれたからか……？」

「呼ばれた……？」

　綴の脳のう裏りに、裏うら山やまに入る前に聞こえた声が甦よみがえる。

　来る──あの声は、まさか『真理の解』自身が？

　綴の様子から述も事じ情じようを察し、いよいよ仮か説せつの確かく信しんを高めた。

「なるほど……そういうことか。毎回予想を裏切ってくれるわけだ。初めて会ったよ、第四の力を持つ者に」

「第四って……先せん輩ぱいも言ってたけど……何なんですか、それ？」

「読んで字の如ごとくさ。異い界かい司書に必要な資し質しつは、業ぎよう務むと同じ三つ──『鑑かん定てい』『回収』『管理』だ。しかし、その三つに当てはまらない力を持つ者が存そん在ざいする。それが第四の力──本の声をはっきりと聞き、無む条じよう件けんに愛され、孤こ独どくな“〝戒かい書しよ”〟を癒いやす力。話だけは聞いていたが、どうやらそれが君らしい」

「私が……？　そんなこと……」

　突然告げられた事実が受け止められず、綴は呆ぼう然ぜんとしている。

　一方述はすでにいつもの己を取り戻し、恐おそるべきスピードで今後の展てん開かいを書き直していく。

「面おも白しろい……事によったら『真理の解』以上だ。さて、君はどうする？　僕が触れられない以上、その本は君のものだ。読んでみたらどうだい？　あるいは、君ならば死なずに済すむかもよ？」

　突然の提てい案あんに、綴は息を呑のんだ。

　逡しゆん巡じゆんの後、強い意い志しを込めて述を見つめる。

「私は……読まなくていいです……！」

「どうして？　これを逃のがせば、一生チャンスはないかもよ？」

「私は、私は……あなたを……止めるために来ました。だから……！」

「ならば、そうするためにはどうすればいいか、読んで解を得ればいい。今の君は、僕を止められる方法なんて知らないだろ？」

　優やさしい笑顔には、けして威い圧あつするような印象はない。しかし、その裏には相手の存在など歯し牙がにもかけない自信が見え隠かくれする。

　綴は一いつ瞬しゆんそれに気け圧おされるものの、負けずに言い返す。

「それは……そうです。本当は、それを一番聞きたいです……！」

「では、何な故ぜ読まない？」

「……答えなら、知ってます！」

　力強い言葉は、述すら押おし黙だまらせた。

「きっと、きっと先せん輩ぱいが来ます！　だから……！」

　言いかけたとき、声が聞こえた。

　常つねに彼女を叱しつ咤たし、導みちびいてくれた声が。

「目を閉とじろ！」

　有う無むを言わさぬ口調に、声の主を確信し、綴はすぐに目を閉じた。何故か述もそれに倣ならう。

　目を閉じた二人には見えぬ世界、そこでは本から飛び出した数多のページが、地面の魔法陣に攻こう撃げきを仕し掛かけていた。

　次々と魔法陣に貼り付いていくページ達。

　それらは全て数秒と経たたないうちに剥はがれ、主あるじの下もとへ戻もどっていく。

　やがてまず述が目を開き、地面に目を落として顔をしかめる。

「……陣を殺したか」

　外見はまったく何の変化もないが、すでに自分の意図した役目を果たさないことはわかる。すでにこの魔法陣は死んだのだ。

「開いたんだね、読破」

　むしろ歓かん迎げいするような口調で、述は山道の方を見た。

　読破が立っている。

　その周囲には、ふわふわと死を呼ぶページの群むれが浮かんでいた。

　先ほどの一言は綴にこれらを読ませないためのものであることは、言うまでもない。述までそれに従したがったのは、著ちよ者しやとしてその恐ろしさを誰だれよりも知っているからだろう。

「……『真理の解』は、すでに現れたか。だが、何故君の下にある？」

　訊きかれたものの、綴は説明に困こまった。

「え～と……これはその……」

「彼女が第四の力の持ち主だから……かな？　僕は嫌きらわれたらしい」

　おどけて肩を竦めてみせる述だが、読破は惑まどわされない。しかし、第四の力という単語は確かに関心を惹ひかれた。

「兄さんがそういう以上、彼女は本物か……だが今はどうでもいい。『回収』が先だ」

「せっかちだね。まずは読んでいけば？」

「『回収』すれば、いつでも読める」

　読破はにべなく言う。述は構わず勧かん誘ゆうを続ける。

「おや、ひょっとして怖こわがってるのかい？　君なら読んでも問題ないはずだよ。僕ぼくが保ほ証しようする」

「……評ひよう価かしてくれているようだが、自分の器うつわは自分が一番知っている。たとえ読めたとしても、今の私では即そく座ざに気き絶ぜつするのがオチだ。その隙すきに貴方あなたが何をするかぐらい、私が気づかぬとでも思っていたか？」

　射い貫ぬくような視し線せんに、述は話術を駆使するのを諦あきらめた。眼前の弟は、正確にこちらの目的を見抜いている。あの時点でフィーアを使って眠ねむらせたのは、確かに正解だったようだ。

「バレたか。やっぱり、僕の弟だ」

「少し考えれば、誰でもわかる。問題は『真理の解』を読んだ後、それをどうするかだ。普通ならそれで満ち足りるだろうが──貴方は違う。それを自分の執しつ筆ぴつ活動に活いかすはずだ」

「鋭するどいねえ。それで、具体的にはどうする？」

　弟の推すい論ろんを、兄は楽しげに聞いていた。

　こちらの意図を見抜かれるのが楽しくて仕方ない、そんな印象だ。

　目を開けた綴にはそれが異様に見えるが、何てことはない、要は弟の成長を楽しげに見守る兄がそこにいるだけだ。

「貴方の目的は、“〝戒書”〟の解放。そして、それを軸じくにした“〝ストーリー”〟の構こう築ちく。となれば、話は簡かん単たんだ。目的は確かに『真理の解』を読むこと。だが真の目的はそれを恒こう久きゆう的に現世に顕けん現げんし、己おのれの道具に使うことだろう？」

　冷ややかに言い放たれ、述は苦笑した。

　いつもとは逆に、完全に己を見み透すかされた──そんなふうに見える。

　軽く拍はく手しゆをし、彼は賢けん明めいな弟を褒ほめ称たたえた。

「お見事。よくわかったね」

「考えてみれば、そう難むずかしいことではない。だが、読まれることへの脅威が私の目を曇くもらせた。図書館に訪おとずれたのも、それを強調して注意を逸そらすためだろう」

「まあね。もっとも君に会いたかったのも本当だが」

　しれっと抜かす述。

　同様のことは統馬にも行い、彼は己の目的が「読書」のみに限定されるよう、ミスディレクションを仕掛けている。

「……所有が目的と来れば、自おのずとそれなりの準じゆん備びが必要になり、我われ々われの干かん渉しようは極きよく力りよく阻はばみたい。いつもなら、むしろそれを楽しむところだろうがな。だからこそ私を眠らせ、策を講じた。この場所を選んだのも、やはり召しよう喚かんと拘こう束そくのためか？」

　読破の問いは、この裏山が図書館裏の森と共に、かつて述が“〝戒書”〟を用いた様々な実験を行ったことに根付いている。異界と重なりやすく、魔素に溢あふれた場所──それがここだ。

「その通りさ。気配の方は悟さとられてしまうかもしれないが、そう簡単に見み破やぶられない自信もあった。もっとも、彼女に関しては予想外だったが」

「……『真理の解』を所有してどうなる？　真理の大安売りでもする気か？」

「いいね、それ。おおいに結構なことだよ。そもそも真理というのは万人に共通する理ことわりさ。それがごくわずかな人間が独どく占せんすることが間違っている。誰もが望む真理、それぞれが内に秘ひめた問い、その答えを与えることに何の問題がある？」

「大有りだ。人はそれほど強くない。どれほどの人間が『真理の解』の読書に耐たえ切れると思ってる？」

　静かな怒いかりを秘めて睨にらみつける読破だが、述はまったく意に介かいさない。

「僕は別に押し売りをする気はないよ。ただ、読みたい人間に読ませるだけさ。それのどこが悪い？　読んで死ぬようなら、それはその人間の責せき任にんだ」

「おためごかしはやめろ。貴方はただ、真理に手の届かなかった人間の末路を見たいだけだ」

「……半分正解。確かに、それは楽しみだよ。聖せい人じん面づらした偽ぎ善ぜん者しや、力を求める権けん力りよく者しや、勘かん違ちがいした馬ば鹿か、それがどんな末路を辿たどるか、楽しくて仕方ない。でも、同時に読める人間にも興きよう味みがある」

　屈くつ託たくのない笑みに、読破は口を閉とざし、綴は説明のできない恐怖に己を抱だきしめた。

　もしこの笑みを神学者が見たのなら、古いにしえの伝でん承しようが正しかったと叫さけぶだろう。

　悪魔は、常つねに甘かん美びで優やさしい笑みを湛たたえる、と。

　そしてその悪魔の弟は、今その跳ちよう梁りようを食い止める神の御み使つかいの役目を果たそうとしていた。

「……魔法陣は殺した。これはもう使えない。『真理の解』が現世にいられる時間はあとわずか、もう諦あきらめろ」

「そうはいかないよ。まだ何とかなる。君が邪じや魔まをしなければ」

「無理な話だ……！」

　ページの群むれを引き連れ、読破が距きよ離りを詰つめた。述もまた。

「……ようやく逃にげる理由がなくなったな」

「まあ、ね。元々今回は君と最後にやりあう予定だった。たまにはお兄ちゃんの凄さを見せるのも悪くない。全力でおいで」

　言うや否いなや、読破が駆けた。

　笑みを浮かべたまま、述がそれを受ける。

　兄弟の体は幾いく度どとなく交こう錯さくしたが、その高速戦せん闘とうは綴の目では追えない。

　ただ、状じよう況きようだけは時折止まる二人の動きからある程てい度ど推すい測そくできる。

　圧あつ倒とう的に──読破が押されていた。

　幾度かの攻防の後のち、二人は距離を取って動きを止めた。

　ちょうど中間に宙ちゆうに浮かぶ『真理の解』を挟はさむ格かつ好こうで対たい峙じしている。

　読破は苦しげに地に片かた膝ひざを突いているが、述は黒い羽根ペンを指先で優ゆう雅がに回しながら、平然と立っている。

「優やさしいにもほどがあるね。せっかく『死書』を解かい禁きんしたのに、何な故ぜ牽けん制せいにしか使わない？　何故僕を狙ねらわないんだ？」

　呆あきれたような口ぶりに、一瞬読破の顔を苦く悩のうの影かげがかすめる。だがすぐに追い払はらい、彼は喘あえぐように言う。

「私は……貴方を殺せとは言われていない」

「じゃあどうする？　捕とらえる気かい？」

「そうだ……貴方には、行方ゆくえ不明の“〝戒書”〟を含ふくめ、聞きたいことが山ほどある。館長以下、皆みなそれを最も重要視しているはずだ……！」

　読破の言葉は、確かに間違ってはいない。

　少なくとも、抹まつ殺さつ指令などはこれまで一度も受けたことがなかった。

　しかし、そこに彼の兄への想おもいがまったく皆かい無むであるとは言い切れない。

　それをその両眼で見み透すかした述は、どこか困こまったような、それでいて喜んでいるような相反する表情を浮かべた。

「……変わらないね。だが、それでは僕に勝てないよ」

「やってみるさ……！」

　読破は立ち上がり、もう一度仕掛けた。

『死書』から飛び出したページを兄に放ち、まずはその動きを拘束する。見れば死に、触れても死ぬページの檻おりは、通常ならばすぐさま標的の動きを止めるだろう。

　だが相手は述、魔人とも呼ばれる異端作家だ。

　まずは目を閉とじて『死書』を読むことを防ふせぎ、続いて軽やかなステップで四方から迫りくるページを躱かわしていく。さすがに著ちよ者しやだけはある動きだが、それは読破が殺す気でないことも大きく関係している。

　いかに必殺の『死書』とはいえ、主あるじにその気がなければページのスピードは落ちてしまう。ゆえに、黒い旋せん風ぷうの如ごとく動く述を捕ほ縛ばくできるわけがない。

　羽根ペンを携たずさえ、述は一直線に読破へと向かう。

　今度は容よう赦しやせず、完全に“〝超絶速記”〟で全身の動きを止めるつもりだ。

　それに対し、読破は『死書』のページを一枚まい放った。真まっ直すぐに顔を狙うそれは、速度、軌き道どう共に大したことはない。

　述は鼻で笑い、顔を横に動かして躱した。

　その刹せつ那な、羽根ペンを握にぎる手に鋭い痛いたみが走り、不用意にもそれを落としてしまう。

　──フェイントか！

　彼は弟の実力を見み誤あやまっていたことを知った。『死書』はあくまで囮おとり、同時に放ったもう一つの武ぶ器きこそが、真の狙いだったのだ。



    

  
    
      　右手を見れば、その甲こうには読破が愛用する蒼あおい栞しおりが突き刺ささっている。大した傷ではないが、さすがにこれでは完全なる“〝超絶速記”〟は無理だ。左手でも同様の芸当はできるが、ダメージには変わりない。

　栞を引き抜いて血を拭ぬぐうと、述はどこか満足げな顔で頷いた。

「君の技わざで血を流すのは、初めてだね。成長した……狙いもいい」

「……かもな。だが……ここまでだ」

　肩かたで息をしながら、読破は綴を見た。

　何かを伝えようとするその瞳ひとみから、言葉よりも雄ゆう弁べんな意い志しが届とどく。

　──後は頼たのむ。

「……先輩？」

　ゆっくりと読破が両りよう膝ひざを突き、崩くずれ落ちる。

　それほどのダメージは受けていないはずなのに、地面に倒たおれ、ピクリともしない。蒼そう白はくな顔は、それが命に関わる深刻なものであることを否いや応おうなく想そう像ぞうさせる。

「読破！」

　大声で叫さけび、述は弟に駆け寄ろうとした。そこにいるのは酷こく薄はくな魔人ではなく、ただ弟の身を案じる兄だ。

「近寄るな」

　茫ぼう洋ようとした口調の中に、強い敵意を込めた言葉が聞こえた。

　述は振り向き、綴もまたそちらを見る。

　読破が登ってきた山道とは逆ぎやく方向、ほとんど開かれていない獣けもの道みちを駆け上がってきたのは、統馬だった。

「やあ統馬……出しゆつ張ちようには行かなかったのか？」

「君の顔がちらついたんでね。どうせ素す直なおに僕を待ち受けてないだろうと思ってドタキャンしたが、正解だった」

　己を親友と呼ぶ相手を前にしても、統馬は特に動じていない。倒れている読破にも、大して気を配っているようには見えなかった。

　だが述にとっては想定外の一大事であり、噛かみつかんばかりの勢いきおいで尋たずねる。

「統馬……何故読破は倒れた？　僕の『死書』がありながら、ここに来るまでにダメージを負うはずがない。何故だ……答えろ！」

「弟のこととなると、見み境さかいがないね」

　相変わらず変化のない統馬だが、その口調はどこか冷たい。読破と違い、かつての友も敵としてしか見ていないのか。

「月詠君がそうなったわけ……知りたい？」

「ああ……焦じらさないで、早く言え」

「簡かん単たんさ、『死書』を解かい禁きんしたからだ」

　単たん純じゆん明めい快かいな答えを、述は鼻で笑った。

「馬ば鹿かな、僕はそんな細工はしていない。読破はその気になれば無む制せい限げんにあれを使える。そうでなくっちゃ、彼を守れないじゃないか。何を……」

　もう一度笑おうとしたとき、ふっとある可か能のう性せいが頭に浮かんだ。

　倒れた読破を見てから、彼は青ざめた顔で統馬に視し線せんを移うつす。

「まさか……」

「わかったみたいだね。そう、彼は自分から『死書』の解禁に様々な制せい約やくを化した。“〝戒書”〟の中でも最さい凶きようランクの『禁書』に指定してもらい、館長の許きよ可かがなければ解禁できないよう施ほどこした。そのうえ、解禁から一定時間が経たつと自分が死にかけるという“〝死”〟の束そく縛ばくまでつけたのさ」

「どうして……どうしてそんなことを！」

　取り乱みだす述に、統馬は淡たん々たんと告げる。

「君のせいさ。『死書』は強力すぎた。確かにそれをフルに使えば最強の異界司書にもなれるだろうが、月詠君はそんなこと望んじゃいない。優しい彼は、他人を不必要に傷きずつけないためにあえて自分に戒いましめを課したんだ」

「……君は……知っていたのか？」

「ああ。だが、君ならば充じゆう分ぶんに予想できたはずだ。それができなかったのは、君の目が曇くもっていたからさ。君の唯ゆい一いつの弱点は、月詠君だ。だからこそ、月詠君はあえて己の身を賭として、ここまで来た。わかるかい、述？　今も彼は戦ってる。己の死を盾たてに、君にやめろと訴うつたえているんだ」

　統馬の声にも熱がこもり、読破の気持ちを代だい弁べんしていく。

　それを見守ることしかできない綴も、両手を組んで祈いのるように倒れた読破を見つめていた。

　しばし沈ちん黙もくの時が流れ、辺りは静せい寂じやくに包まれた。

　やがて述が固い表情でポツリと呟つぶやく。

「どうすれば……読破は助かる？」

　悲ひ痛つうな問いに、統馬は相変わらず感かん情じようを込こめずに言う。

「処しよ置ちができるのは、館長だけだ。異い界かい図書館に行きさえすれば、何とかなるだろう。だが、僕は開館する気はないよ」

　無む慈じ悲ひな言葉に、述は拳こぶしを固く握にぎり締しめ、綴も非ひ難なんを露あらわにして統馬を見る。

　この場にいる四人のうち、異界図書館を開館できるのは二人だけだ。そのうち一人は死の淵ふちを彷徨さまよい、今彼を救えるのは統馬しかいない。なのに、彼は冷れい酷こくにも部下を見み捨すてようとしている。

「……統馬、読破を殺す気か？」

「人聞きの悪いことを言わないでくれ。月詠君は覚かく悟ごの上さ。僕の任務は別にある」

　突き放すような言葉に、ついに綴が怒おこった。

「ちょっと待ってください！　本気なんですか？　本気で先せん輩ぱいを見殺しに……」

「黙だまっててくれないか？」

　面めん倒どう臭くさそうに統馬が視し線せんを向ける。

　それだけで、綴はもう何も言えなくなった。

　非情──と表現するしかないその瞳ひとみは、傍かたわらに立つ黒衣の青年のものと似に通かよった、それでいて異質な恐きよう怖ふを与あたえる。かつて青年が統馬に言った「僕に近い」という言葉の意味を、今綴は肌はだで思い知った。

　一方、述の方は統馬の言動に綴とは別の感情を働かせていた。

　親しかった者だけが為なしうる言動の裏うらを読む行こう為い──綴の知らないところで、様々な葛かつ藤とうに裏打ちされた心理戦が繰くり広げられている。

　駄だ目め押おしに統馬が言った。

「僕は別にここで『真理の解かい』が消えても構かまわないよ。それは後の世代に託たくせばいい。さすがに君も死んでるだろうから、その方がやりやすいとも言える。館長からは怒られるかもしれないが、君を捕とらえたらプラマイゼロで問題ない。月詠君のおかげで、君も本調子じゃないようだし、何とかなるだろう」

　あえて月詠君という部分にアクセントを置く。

　けして卑ひ劣れつとは言えない。

　弱点を突くのは戦いの基き本ほん中の基本、述とてそれは充分に理解している。

　それゆえに、彼は苦く悩のうしている。

『真理の解』にこだわれば、統馬と戦うことになるだろう。その最中に読破の命運が尽つきるのは子こ供どもでもわかる。

　だが──

　無表情のまま俯うつむいていると、耐たえかねたように綴が言う。

「どうして悩むんですか？　お兄さんなんでしょう？」

　ピクッと述の指先が動いた。

「たとえ敵てきでも、先輩のお兄さんなんでしょう？　先輩言ってました、何でもできて、何でもしてくれたって。そんなお兄さんなら、何で先輩を助けてくれないんですか？」

　甘あまく感かん傷しように満ち溢あふれた言葉は、確かに述の心の最も奥おく底そこにある脆もろい部分を貫つらぬいた。

　彼は顔を上げ、どこか追つい憶おくに浸ひたった言葉を漏もらす。

「……そうか。そうだったね、僕は読破の兄だった」

　声にこもる寂せき寥りようとは裏うら腹はらに、表情は晴れやかだった。

　倒れ伏す弟に目をやり、微び笑しようする。

「負けたよ、読破。今回は君の勝ちだ。だが……」

　急に声の質を変え、統馬の方に向き直る。その瞳は恐ろしく冷たく、統馬以外の者ならそれだけで呪のろい殺せそうな危き険けんな色を秘ひめていた。

「二度は許ゆるさないよ、統馬」

　それは、読破の命を盾とすることか。

　しかし統馬は動じず、平然と言う。

「君次第さ。それに、僕がしなくても彼がやるかもしれない。忘わすれるな、『死書』を開くたび、彼は死の淵を彷徨うということを」

　両者の間に再ふたたび緊きん張ちようが高まる。

　それを緩かん和わしたのは、綴の声だ。

「あ、あれ……」

　述が振り向くと、光に包まれた石板の輪りん郭かくがぼやけている。

　閲えつ覧らん可能な時間は過すぎ去り、幻まぼろしの“〝戒かい書しよ”〟は今また時空の彼方かなたへ消え去ろうとしていた。

　魔ま法ほう陣じんの効こう力りよくがあればともかく、『死書』に殺された今となっては無意味だ。別べつ離りを止める術すべはない。

　それを誰だれよりも知る述は、すぐに叫さけんだ。

「統馬！」

　それだけで全すべてを理解し、統馬は黒い栞しおりを石板に向けて投じた。大気を切り裂さく高速の投とう擲てきは、何とか消える寸すん前ぜんに『真理の解』に届とどいた。

　一いつ瞬しゆんにも満たない接せつ触しよく──大たい抵ていの“〝戒書”〟なら、たとえ自じ我がを持って動き出す類たぐいのものでも動きを止める。しかし相手はさすがに『真理の解』、その一撃を以もつてしても消失は食い止められず、姿すがたを消してしまった。

　栞は弧こを描えがいて統馬の下に舞まい戻もどるが、不思議と彼に落らく胆たんの色はない。

「それでデータは取れただろ？」

　不ふ機き嫌げんな述の声に、統馬はしたり顔で頷うなずいた。

「ああ、何とかね。『回かい収しゆう』はできなかったが、栞が触ふれたから後で分ぶん析せきすれば色々わかる。次現あらわれるときは『回収』できるだろう。もしかしたら、『真理の解』の存在する異界に干かん渉しようして、もっと早く『回収』できるかもね」

　彼の言葉の理由は、栞の持つ探たん査さ機き能のうにある。たとえ、一瞬でも触れさえすれば、その“〝戒書”〟に対するかなりの情報を得られるのだ。

「さて……一いち応おう君の任にん務むは果たされたわけだ。次は、僕の願いも聞いてもらおうか？」

「ああ……開館っと」

　ここらへんは切り替かえが早いらしく、統馬はあっさり栞を光らせてあの門を呼よんだ。自分の血をつける必要がないのが、位の差だろう。

　彼の頭上に出現した重じゆう厚こうな門はすぐさま二人の異界司書を飲み込み、姿を消した。

　残ったのは述と綴──前者は当然として、後者の方は正直置いてけぼりを喰くらった感じだ。いくら見習いとはいえ、ここは連れていってほしい。こんな危険人物と一いつ緒しよに残すとは、あの副館長はどういう神しん経けいをしているのか。

　しかも、述はじーっと綴を見つめている。

「な、何ですか？」

「ありがとう」

　心からの誠せい意いを込めて、彼は言った。

　その何の作さく為いも虚きよ偽ぎもない振ふる舞まいに、綴はどう対応していいかわからない。少なくとも、これまでの人生ではそんな真しん摯しな想おもいを込めた礼に出会ったことはなかった。

「君のおかげで、一番大切なことを忘わすれずにすんだ」

「はあ……どういたしまして」

　恐きよう縮しゆくする綴に、述は栞を投じた。彼の右手を突つき刺さした、読破のものだ。残念ながら運動神経ゼロの綴は額ひたいでキャッチしてしまったが、とりあえず受け取ることには成功した。

「君から返しといてくれ。それじゃ……また、ね」

　踵きびすを返して山道の方へ去っていく述。

　またという響きが、ひどく綴の心に残る。

「待って下さい……！」

「何か？」

　述は足を止めて振り向いた。

「どうして……先せん輩ぱいを巻まき込こむんですか？」

「……愛着があるから、かな」

「……愛着？」

「そう。別に毎回読破を主人公に据すえているわけじゃないが、最も愛着のあるのは彼さ。というより、もう彼と──統馬ぐらいしか、感情移い入にゆうできる登に場ん人げ物んはいなくなってしまった」

　一瞬、述の顔に形容しがたい悲しみが宿る。

　それは綴にそれ以上尋たずねることを躊躇ためらわせ、同情の念すら感じさせるものだった。

　遠い瞳ひとみのまま、述は綴を見つめる。

「……少し、似にてるかな」

「え……？」

「毎回人を掻かき回す。そのくせ憎にくめない……そこまで似なくてよかったのにな」

　綴の姿に、もういなくなってしまった大切な者の面おも影かげを認みとめ、述は背せを向けて歩き出した。その背中に、声が投げかけられる。

「次も、その次も……きっと、きっとまた先輩が止めます！」

「……だろうね」

　どこか楽しげに彼は言う。

　だから面おも白しろいのだと。

「それでいいのさ。互たがいに違う道を歩いても、どこかで必ず交わる。そういう兄弟なんだ、僕らはね。君も……またおいで」

　誘さそいの言葉を最後に残し、彼は去っていく。

　次に会うときは──やはりまた敵だろうか。

　それを仕方ないと思いつつも、綴の心の中で、それを厭いとう気持ちも育っている。

　読破は戦った。

　だが──自分はできるのか。

　まだ、答えは出ていない。



    

  
    
      　エピローグ






　数日後、綴つづるは異い界かい図書館に呼よび出されていた。

　話がある、ということで読どく破はに連れられて久ひさしぶりにあの門をくぐった。

　赤い絨じゆう毯たんを敷しかれた長い廊ろう下かを歩いているが、一向に先が見えない。さらに、どこへ行くかも聞いていない。

　ちょっと不安になって行き先を訊きくと、読破は目を泳がせた。体の方はもう万全だが、いくら心身共に健康でもここから先はキツイ。

　裏うら山やまの一件けん後、初めて図書館に顔を出していきなり睦むつ美みに泣きながら抱だきつかれたときより、ある意味厳きびしい状じよう況きようがこの先にある。

　あのときも館内の視し線せんを一手に集め、真ま由ゆからからかわれまくったが、どちらかというとこちらの方がキツイ。

「……館長室に行く」

「え、ホントですか？　どうして私まで……」

「……『回かい収しゆう』できなかったとはいえ、君の助けもあったしな。副館長の口ぞえもあって、君の功こう績せきが認みとめられた。館長直じき々じきに会いたいそうだ」

「うわ～ホントですか？　どうしよう～」

　呑のん気きにはしゃぐ部下の傍かたわらで、読破は中間管かん理り職しよくの悲ひ哀あい溢あふれる表ひよう情じようを浮かべてとぼとぼ歩いている。だが命令は命令、ほどなくルージュで書かれたプレートが目印の館長室に辿たどり着き、読破は扉とびらをノックした。

「どうぞぉ～」

　華はなやかな声に促うながされ、二人は部屋に入った。

　美み姫ひめはデスクに腰こし掛かけており、その近くには統とう馬まの姿すがたも見える。幸運なことに、今日は館長も紅あかいスーツ姿のごく普通の格かつ好こうだ。

「あなたが楠くす本もと綴さん？　初めまして」

「あ、初めまして……」

　綴はほとんど自分が何を喋しやべっているのか理り解かいしていなかった。部屋の豪ごう華かさにも驚おどろいたが、それ以上にこの館長たる女性の顔を見た瞬しゆん間かん、ほぼ全ての思考が止まってしまった。

　美人なら学園の図書館で見慣れているはずだが、この女性は根本的に何かが違う。

　男女問わず虜とりこにし、何か感情を抱いだく前にただ陶とう然ぜんとなり、気がつけば完全に魅み入いられている──そんな感じだ。

　綴がボーッと突っ立っていると、美姫が軽く栞しおりを投げた。綴は奇き跡せき的にそれをキャッチし、自分のものであることに気づいた。読破に預あずけていたはずだが、どうも前とは様子が違ちがう。

　統馬が書いた「見習い」の丸文字が、「雑ざつ用よう」に変化している。さらに、薄くピンクに色づいていた。

「あの、これ……」

「今回のご褒ほう美びよ。ちょっとだけ出世ね」

「はあ……」

　むしろ立場が低くなった気がしなくもないが、美姫に見つめられると、そんなことはどうでもよくなってしまう。

　ちなみに「雑用」の文字を書いたであろう統馬は、不満げに口を尖とがらせている。

「僕ぼく的には『パシリ』がよかったんだけどな」

「それはどうかと思いますが。そもそも、何な故ぜわざわざ館長が？　やはり、ご相談した第四の力の件ですか？」

「いや～違うんじゃない？　まだ確かく証しようないし。『真理の解』同様、謎のままってね。大体、他の三つがダメダメな以上、あっても発はつ揮きされるのは先でしょ」

　と結けつ構こう辛しん辣らつな内ない容ようを言う傍で、美姫は椅い子すから立ち上がって綴に近寄っていた。そのまま両手で彼女の顔を包み込み、自分の顔を寄せる。

「な、何ですか？」

　同性にも拘かかわらずドギマギしていると、美姫が艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「可愛かわいいわね、あなた」

「は、はい？」

　体が抱きすくめられ、甘あまい吐と息いきが耳じ朶だにかかる。さらに両手は新たな動きを見せ、体の上を這はい回っていく。

「う～ん、全体的にまだまだ発はつ展てん途と上じようってとこだけど、将しよう来らい性せいは充じゆう分ぶんね　う～ん、肌はだもスベスベ　小ぶりな胸むねも、それはそれで需じゆ要ようがありそうだし……」

　うっとりした表情の美姫に、綴は総そう毛けだった。

　まずい。

　このままでは、確実に何かアブノーマルの方向に行ってしまう。

「ちょ、ちょっと……あ、先輩、助けて……」

　悲ひ痛つうな声で助けを求めるが、読破は背を向けて完全無視、部屋の隅すみで統馬とひそひそ何事か話し合っている。

「やっぱり両刀の気けもあったのか……前からそうじゃないかと思ってたんだよね」

「私も嫌いやな予感がしてました」

「まったく、ファーストガンダムもビックリの汎はん用よう性せいの高さだよ。ところで、どうしよっか？」

「助けたいのは山々ですが、正直火の粉がこちらに飛ぶのは……あ、そういえば前に館長に会いたいようなことを言っていました」

　思い出さなくていい事実を口にすると、統馬が遠い目で諦てい観かんの相を浮かべる。

「じゃ、しょうがないか。まあ彼女経けい験けんなさそうだし、来きたる日に備そなえての練習と思えば……」

「なるほど……そういう考えもありますね。じゃあ、私達はこのへんで」

　そのままそそくさと部屋を出て行く二人に、悲痛な声が投げかけられる。

「ま、待ってくださいよ二人共～！　おいてかない、で……」

　二人は振ふり返らないようにしてその場を離はなれた。

　火の粉が飛ばないうちに統馬は速攻で逃にげ帰り、読破だけが扉とびらの前に残る。

　待つこと五分、よろよろと綴が出てきた。心なしか、制せい服ふくが着き崩くずれている。



    

  
    
      「うう……ひどいです。どうして助けてくれなかったんですか？」

「人間、何事も経験だ。というか……何かあったのか？」

「もうちょっとでお嫁よめにいけなくなるとこでした……香か奈なちゃんにもあんなことされたことなかったのに……」

　目に涙なみだを溜ためる綴に、読破はそれ以上訊きかなかった。

　時には何も言わないことも優やさしさになる。

「……まあ貞てい操そうは死守できたんだから、よしとしよう」

「よくないです！　『次はもっといいことシテあげる』とか言われたんですよ!?」

「じゃあ次は一人で行かそう」

「い、いやです！　絶ぜつ対たいいやです！」

　必死に嫌いやがる綴に微び笑しようし、読破は元来た道を帰り始めた。慌あわてて綴もその後に続く。

「……しかし、今回はよくやったな。私よりよく動いた」

「そんな……結局『回収』できなかったし、それに……」

「あれで充分さ。兄さんを止められなかった私より、ずっとマシだ」

　寂さびしげな表情に、綴の胸は痛んだ。

　述に訊いたのと同じように、読破にもまたこれからの彼に対する疑ぎ問もんをぶつける。

「先輩、やっぱり……これからもお兄さんを？」

「止めるさ、必ずな」

　迷まよわず言い切る読破。

　迷いは残っても、それだけは揺ゆるがない。

「たとえ一人でも、必ず私が止める」

「一人じゃないです！」

　大きな声に、読破は足を止めて振り返った。

「つ、次からは私も行きます！　まだまだ力不足ですけど、でも……！」

「……考えておこう。だが一つだけ言っておく」

「何ですか？」

　読破は綴の口元に人差し指を当て、微笑した。

「図書館ではお静かに、な」

「あ……はい！」

　元気よく返事をする彼女に希望を感じ、読破は目を閉とじた。

　一人では無理でも──二人なら。



    

  
    
      
　あとがき






　十と月づきです。

　この四巻を以もつて、『戒かい書しよ封ふう殺さつ記き』は色々な意味で一区切りとなります。

　一番わかりやすいところで言うと、あれですね、ようやくアレが初披ひ露ろうとなるわけです。

　初めてその正体について話した際、担たん当とう編集をして、

「そんな危あぶないもの、弟に持たせるなよ……」

　とまで言わしめたものが（実話）、ついに出ちゃうわけです。

　結構謎なぞが謎を呼ぶ（？）的な品でしたが、この巻を読んだ後に今までの話を読み返すと、なるほど……と頷うなずける部分が出てくる……はずです（うろ覚え）。

　基本的なスタンスとして、謎が明らかにされたら、それまでの思わせぶりな行動や、キャラの言動がちゃんと意味を持ってくる──というのを念頭において書いておりますので、読み返してみると新しい発見があるかもしれません。

　まー今回ので言うと、一巻のド○○ンのとことか、二巻の○○かけたとことかでしょうか。そのシーンがまだ釈しやく然ぜんとされてない方は、アレの特性を考えたうえで読み直して下さい。納なつ得とくがいかなかったらごめんなさい。

　とはいえ、謎が明らかにされたところで、また謎が出てきたりするんですが。

　多くは言えませんが、多分読まれた方はまた色々気になることが出てくるでしょう。それが気になって、また続編を手にして下されば幸いです。

　問題は僕ぼくがちゃんと先を考えているか、ということですが（笑）。

　もっとも、僕が思い浮うかばなかったら、きっと述のべるが何とかしてくれるでしょう。また涼すずしい顔で弟いじめだの、悪だくみだのやっちゃうはずです。

　以前お伝えしたとおり、彼はお気に入りのキャラなわけで、いずれは彼メインの外伝なんかもやりたいなーと考えております。

　たとえばミステリー物。

　一巻のあとがきを読んで下さった方はご存ぞん知じでしょうが、基本的に僕はこれが書けない人間です。

　が、何な故ぜか述の外伝を考えていたら、ふと一作思い浮かんじゃいました。

　もちろん戒書絡がらみなので、純然たる本格ミステリー物ではないわけですが、自分的には結構イケるんじゃないかと。

　ただ一つ重要な問題が。

　知ってのとおり、述は他人の本質を見抜く能力を持っているので、殺人者という「本質」を秘めた人間がすぐにわかっちゃうわけです。

　ということは、ミステリーのお約やく束そくである容よう疑ぎ者しやの方々の顔を見た時点で、

「犯はん人にんはあなた」

　なんてことも起こりかねません。

　世界初（？）、一発で犯人がわかっちゃう探たん偵てい。

　証しよう拠こもアリバイも関係なしで、直感のみで推すい理り。

　その間約一いつ瞬しゆん。

　しかも当たってる。

　……多分逮たい捕ほとか起き訴そとかできそうにないけど。

「こんな探偵、どうよ？」

　と友人に言ったら、

「いや、無理」

　という至し極ごくまともな返事が返ってきました。

　あ、やっぱり。

　さすがにここまで極きよく端たんにやると、物語は成立しないわな。

　ですが外伝自体はやりたいので、皆みなさんのご声せい援えん次し第だいで実現するかもしれません。

　他にもキャラはおりますし。

　藤ふじ丘おかさんや読者の方の人気でいくと、統とう馬まとかが適てき任にんでしょうか？

　私生活はそれほど書いてませんが、多分賢けん明めいな方々は大体見当がついているでしょう。

　七割読書。

　残りの三割は今回の話を読めばわかります。

　おそろしく変化に乏とぼしい生活ですが、本人は満足しているのでご了りよう承しよう下さい。

　というか、作中の登場人物は結構そんな人物が多いような……特に主役とか。

　そうなると、案外一番行動派で働いているのは、述かもしれません。彼の“〝超ちよう絶ぜつ速そつ記き”〟を見ればわかるかと思いますが、一度書き始めたらその執しつ筆ぴつ速度はハンパじゃないです。書き出したら止まらない、つーか止められない、邪じや魔ましたら後が怖こわい。

　執筆に関してはほとんど神の領りよう域いきですね。

　そんな兄に立ち向かう読どく破はも、かなりの者ですが。

　彼のエピソードも結構細かく設定してるので、またチョイチョイ出していければと思ってます。

　知られざる趣しゆ味みとか、特技とか。

　趣味は……読書以外あるのかな？

　特技の方は二巻でもちょっと出ましたが、切り絵とか折り紙とかはかなりうまいです。あと述の弟ゆえか、字はかなり綺き麗れいで速記も結構得意です。

　ここらへんは容よう易いに想像できるので、個人的には食生活が気になってます。

　家では何食べてんだろ……インスタントは似合わないし、かと言ってちゃんと作りそうにないし。

　まあそうした小ネタはさておき、きちんと書くべきところは、過去とか述とのエピソードでしょうか。言うまでもないことですが、『戒書封殺記』は彼の物語なので、これを外すわけには行きません。

　この四巻も、いわば彼の「覚かく悟ご」と「決意」の物語です。

　それゆえに彼は秘めた力を解き放ち、これからも使うことになるでしょう。

　一人では荷の重い辛つらく険けわしい道ですが、傍かたわらに仲間がいれば歩いていけるかもしれません。

　新しいことも始めてみたいので、次なる読破の物語がいつになるかはわかりませんが、再び彼と出会える日を僕も待っていますので、今後ともご声援をお願いします。

　最後に蛇だ足そくを少々。

　冒ぼう頭とうに記したアレのために、今回の話には無む駄だなこだわりがあります。もっと言うと、この巻自体がある意味そのこだわりの結果かもしれません。そのために、少し構成で悩なやんだこともあります。とはいえ、基本的にどうでもいいことなので、編集さんには何も言われませんでした（それぐらいどうでもいい）。

　本来ならこのまま歴史の闇やみに埋うもれてもいいのですが、一応書いときます。

　はっきり言って話の本筋とは関係なし、もっと他ほかのことに神しん経けいを使えという、わかっても失笑されるようなこだわりですけども。

　得られるものはゼロですが、興きよう味みとヒマのある方は考えてみて下さい。（注・ほんっと～に心の底からどうでもいいことです。作者の自己満足そのものですので、くれぐれも期待しないでください。）

　では、また次作にて。



　　　二〇〇七年　一月

十月ユウ



    

  
    
      戒かい書しよ封ふう殺さつ記き

その本ほん、開ひらくことなかれ



十と月づきユウ
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